
市
民
相
談
表

市
民
相
談
表
無
料
無
料

編
集
/
発
行

泉
大
津
市
役
所
秘
書
広
報
課
(
蕁
33・

1131)
〒
595-8686

泉
大
津
市
東
雲
町
9
番
12
号

広
報
い
ず
み
お
お
つ

平
成
22
年
4
月
号
（
平
成
22
年
4
月
1
日
発
行
）

市
民
相
談
表
無
料
休
館
日
や
相
談
員
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

法律相談【要予約】予約専用電話 蕁23・4400
木曜日・第2火曜日 市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から
電話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。
なお、時間の指定はできません。
一般相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

交通事故相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

行政相談 蕁33・1131
4月21日貉 午後1時～3時 北公民館大会議室
4月27日貂 午後1時～3時 市役所1階市民相談室
司法書士相談 蕁33・1131
第1金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

土地家屋調査士相談 蕁33・1131
第3金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

不動産相談 蕁33・1131
第2・4金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

税務相談 蕁33・1131
第3月曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

特設人権相談 蕁33・1131
第2・3・4水曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室
消費生活相談 蕁33・1131
月～金曜日 午後1時～4時
市役所1階消費生活センター
人権相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時～午後5時
市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時30分～午後4時
市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談 蕁33・1131
月・木曜日 午前9時～午後5時
市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談 蕁21・0294
月～金曜日 午前9時～午後5時15分
高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談 蕁21・9871
火曜日 午後1時30分～3時30分
総合福祉センター
教育・幼児教育相談 蕁31・4460
月～金曜日 午前9時～午後5時
教育支援センター
心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談 蕁32・5622
月～金曜日 午前9時～午後4時
市立病院
防火相談 蕁21・0119
毎日 午前9時～午後5時
消防本部
労働相談 蕁23・8689
火～日曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】 蕁23・8689
火～金曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時
市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
■日時・場所
第2金曜日 午後1時～午後3時 南公民館
第3金曜日 午後1時～午後3時 にんじんサロン
（市民会館内）
第4金曜日 午後1時～午後3時 北公民館
女性相談（面談は要予約）
にんじんサロン 蕁21・6500
火～金曜日 午前10時～午後5時
人権啓発課 蕁33・9208
月～金曜日 午前9時～午後5時

携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/ 携帯 http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/

「水とくらし」盻 玉井
「玉垣」や「玉くしげ」などのように、「玉」は美し

いものの接頭語として用いられてきました。その「玉」
を冠した美しい湧水が、かつて千原町にありました。
「玉井」と呼ばれたその井戸は、戦国時代の有力者玉井
氏の居館にあったと伝わっています。
玉井氏は、16世紀に現在の千原町付近を本拠地とし

て活動した国人領主で、「玉井衆三十余人」と呼ばれる
ほどの勢力を誇ったといわれます。しかし永禄4年
(1561)、和泉国守護細川元常と河内国高屋城主細川氏
綱との戦で氏綱方に属した玉井行家は、堺で大敗し、
玉井氏は没落しました。
付近には玉井氏の墓地であったとされる「四十九山

（「しじゅうくやま」、あるいは「しずくやま」）」と呼ば
れる墓石群が残されています。玉井行家（法名：源秀）
は天正18年(1590)に没し、この四十九山に葬られたと
伝わります。
「玉水の流れ絶へせぬ水の面に澄む月影やながき世

のそら」「玉水はむすびてぞ知るそのかみの清きことば
のあればなりけり」。
これらの和歌は、江戸時代、玉井行家の墓に詣でた

人が詠んだものと伝わっています。四十九山は「泉大
津ふるさと文化遺産」に認定されており、随時見学す
ることができます。

次回は「水とくらし」眈をお伝えします。

四十九山

泉大津の暮らしをもっと便利にする広報紙
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フィーユちゃん、かわいい！（ドッグセラピー・勤労青少年ホームにて）今月の
表紙
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政
治
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
、
昨

年
の
最
大
の
関
心
事
は
、
や
は
り
政

権
の
交
代
で
あ
り
ま
し
た
。

国
の
政
治
の
変
革
が
地
方
に
及
ぼ

す
影
響
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
現
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
地
方
分
権
と

と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
、
地
方
財
政
に
与
え
る

影
響
や
国
と
都
道
府
県
、
都
道
府
県

と
市
町
村
の
関
係
な
ど
の
変
化
が
予

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
新
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

総
額
92
兆
２
９
９
２
億
円
で
、
歳
入

の
う
ち
税
収
は
37
兆
３
９
６
０
億

円
、
国
債
の
発
行
は
44
兆
３
０
３
０

億
円
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
借

金
ま
み
れ
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
国
と
地
方
の
長
期
債

務
残
高
は
、
平
成
22
年
度
末
８
６
２

兆
円
と
な
る
見
込
み
で
国
内
総
生
産

の
１
・
８
倍
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
国
民
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る

の
か
、
ま
た
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
判
断

市政運営におけ
る

市長の基本的な
考え方、

主要施策などを
まとめました

市政運営におけ
る

市長の基本的な
考え方、

主要施策などを
まとめました

平成22年第１回市議会定例会で、神谷
市長は、平成22年度の市政運営の基本方
針となる施政方針を発表しました。今月号
では、その施政方針の抜粋をご紹介します。
なお、市ホームページでは、より詳しい
内容についてご紹介しています。ぜひご覧
ください。

■ 環境にやさしい町をつくります。
環境にやさしい太陽光パネルの活用、電気自動車を導入します。

■ 妊婦健診の補助充実を図ります。
妊婦健診の補助の充実を図り、乳幼児医療助成の対象年齢を5歳未満ま
で引き上げます。

■ 市民が癒され、元気になれるような催しを行います。
カルチャースコールと称し、本市に文化や芸術の雨を降らし、市民が癒
され、元気になれるよう集中的に取り組んでいきます。

■ 学校の耐震化を進め、災害に強いまちをつくります。
学校の耐震化を進め、平成22年度末には82.4%となる見込みです。ま
た、現在9市が加盟している市町村広域災害ネットワークを拡大します

■ 新しい火葬場整備を進めます。
着工の決まった火葬場を、人間の最後の尊厳を保てるような場所として
整備していきます。

■ 雇用を増やす施策を進めます。
緊急雇用対策事業を実施し、また、障がい者や高齢者の皆さんの雇用も
拡充します。

■ 消費生活相談の相談員を増員します。
さまざまな形の消費者トラブルに対応するため、消費生活相談の相談員
を増員し、相談室も拡充します。

政
権
交
代
に
よ
り
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
日
本

一
人
ひ
と
り
が
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
を
真
剣
に
考
え
る
と
き

はじめに

平成22年度平成22年度平成22年度
泉
大
津
市

平成22年度 施政方針の概要
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蜷平成22年度 施政方針

が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。そ

れ
は
、
現
在
の
国
政
が
民
意
に

よ
っ
て
大
き
く
動
か
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
の
政
治
・
行

政
・
財
政
に
関
心
を
持
ち
、
こ
の
国

の
か
じ
取
り
を
す
る
政
権
与
党
、
国

会
議
員
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
分

た
ち
の
目
指
す
べ
き
国
家
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
国
民
と
し
て
何
を
な
す

べ
き
か
、
自
分
た
ち
の
夢
を
か
な
え

る
国
に
す
る
に
は
、
今
、
何
が
必
要

な
の
か
、
真
剣
に
考
え
る
と
き
が
来

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
国
の
政
治
の
方
向
性
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
す

べ
て
の
政
策
や
事
業
を
即
座
に
変
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
来
の
し

が
ら
み
や
既
得
権
益
を
引
き
ず
り
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
に
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が
噴
出
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
我
が
国
は
、
政
界
を
は
じ

め
労
働
問
題
・
経
済
・
福
祉
な
ど
ま

だ
ま
だ
大
き
く
揺
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
流
動
的
で
社
会
全
体
が
安
定

す
る
ま
で
こ
れ
か
ら
数
年
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
慣
習
を
見
直

し
、
大
き
く
方
向
転
換
を
し
よ
う
と

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年
10
月
に
開
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
人
々
に
励
ま
さ
れ
、
ま
た
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
初
志
を
貫
徹

す
べ
く
懸
命
に
事
業
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
開
設
以
来
、
利

用
率
は
80
％
を
超
え
、
特
に
こ
れ
か

ら
出
産
し
よ
う
と
さ
れ
る
女
性
に
好

評
で
あ
り
、「
子
ど
も
と
女
性
に
や

さ
し
い
病
院
」、
地
域
の
皆
さ
ま
の

安
心
・
安
全
に
貢
献
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
科
診
療
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
か
ら
糖
尿
・
腎
臓
・
呼
吸

器
・
循
環
器
な
ど
の
内
科
医
が
勤
務

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
小
児
外
科
の

新
設
、
産
婦
人
科
医
の
増
員
や
新
生

児
科
医
の
充
実
な
ど
が
実
現
し
、
さ

ら
に
医
師
の
確
保
や
病
診
連
携
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、
地
域
医

療
の
中
核
病
院
と
し
て
確
立
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

次
に
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
社

会
全
体
が
混
迷
し
て
い
る
現
在
、

「
豊
か
さ
の
中
の
貧
し
さ
」
と
い
わ

れ
る
状
況
が
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け

心
の
貧
し
さ
が
世
の
中
に
暗
い
影
を

投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
未

来
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す
る
に

は
、
本
来
あ
る
べ
き
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
学
ぶ
教
育
を
基
礎
か
ら
し

っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
の

規
範
意
識
、
ま
た
忍
耐
力
や
感
謝
の

念
な
ど
、
人
間
と
し
て
の
基
礎
と
な

る
道
徳
性
を
養
う
た
め
の
教
育
を
最

重
点
と
し
て
取
り
組
み
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
進
め
、
教
員
の
意
識
改

革
を
図
り
、
学
校
総
体
と
し
て
の

「
学
校
力
」
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
22
年
度

に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
少
人
数
指

導
担
当
教
員
の
配
置
校
を
、
現
在
の

４
校
か
ら
全
８
校
に
拡
大
し
、
こ
れ

に
よ
り
着
実
な
学
力
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
子

ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
心

豊
か
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
「
人
格

を
磨
け
ば
学
力
が
上
が
る
」
を
理
念

と
し
た
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
生
き
る
力
」
の
基
礎
と
な
る

健
康
や
体
力
を
は
ぐ
く
む
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
の
財
政
計
画
と
し
て
「
経
営
指

針
」
を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
基
本

に
編
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
な
ど
各
施
策

事
業
の
方
向
性
を
示
し
た
計
画
も
策

定
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
の
計
画
を
確
実
に
推
進
し
、
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。本

市
の
財
政
状
況
は
、
普
通
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、
平
成

21
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
、
毎

年
度
70
億
円
を
超
え
る
高
額
な
公
債

費
、
い
わ
ゆ
る
借
金
払
い
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
６
年
前
に
比
較
し
て

起
債
総
額
な
ど
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
な
お
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
わ
た
し
を
含

施策
Ⅱ

施策
Ⅰ

し
て
い
る
日
本
の
現
在
の
状
態
は
、

長
年
住
み
慣
れ
た
家
を
改
築
す
る

か
、
新
し
い
家
を
作
り
直
す
か
思
案

し
て
い
る
状
況
に
似
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
市
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
自
身
、

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
足
元
を
見

つ
め
な
お
し
、
現
在
だ
け
で
な
く
、

将
来
に
責
任
を
持
つ
人
間
、
政
治
家

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
業
し

「
子
ど
も
と
女
性
に
や
さ
し
い
」
ま
ち
づ
く
り
が
進
行
中

文
化
・
芸
術
の
雨
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
コ
ー
ル
」
事
業
開
始

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
5
歳
未
満
に
引
き
上
げ
目
指
す
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め
職
員
一
丸
と
な
り
「
チ
ー
ム
泉
大

津
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
数
年
先

の
明
る
い
泉
大
津
を
信
じ
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
の
総

額
は
、
２
６
３
億
９
１
３
２
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
10
・
９
％
の

増
と
な
り
、
ま
た
、
特
別
会
計
な
ど

で
は
、
３
０
３
億
６
０
７
１
万
円
で
、

前
年
度
比
２
・
４
％
の
減
で
、
全
会

計
で
は
、
５
６
７
億
５
２
０
３
万
円
、

前
年
度
比
３
・
４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
が
増
加
し
て
い
る

の
は
、
子
ど
も
手
当
事
業
の
お
お
よ

そ
13
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

新
年
度
事
業
と
し
て
は
、
南
海
中

央
線
な
ど
の
街
路
事
業
や
南
海
本
線

連
続
立
体
交
差
事
業
お
よ
び
浜
街
道

整
備
事
業
の
推
進
や
公
園
・
道
路
の

緑
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
活

用
、
電
気
自
動
車
の
導
入
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
コ
ー
ル
」

と
称
し
て
、
本
市
に
文
化
や
芸
術
の

雨
を
降
ら
し
、
市
民
が
癒
さ
れ
、
元

気
に
な
れ
る
よ
う
集
中
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
こ

の
６
年
間
で
大
き
く
進
展
し
、
現
在
、

耐
震
化
率
は
60
・
４
％
で
す
が
、
平

成
22
年
度
末
に
は
82
・
４
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
に
お

い
て
１
０
０
％
と
な
る
事
業
計
画
を

確
定
す
る
と
と
も
に
東
陽
中
学
校
の

校
舎
の
建
設
お
よ
び
旭
小
学
校
の
校

舎
建
設
に
向
け
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

母
子
と
も
に
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
は
、
妊
婦

健
診
に
係
る
補
助
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
乳
幼
児
医
療
助
成
の
対
象

年
齢
を
５
歳
未
満
ま
で
引
き
上
げ
て

い
き
ま
す
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
て
い
る
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

は
、
年
々
、
そ
の
相
談
内
容
が
複
雑

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
の
相

談
員
を
増
員
し
、
相
談
室
も
拡
充
し

ま
す
。

火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
う

や
く
着
工
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
が
、
人
間
と
し
て
の
最
後
の
尊
厳

を
保
て
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
最
近
、
頻
繁
に
各
地
で
地
震

や
水
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
が
提
唱
し

現
在
９
市
が
加
盟
し
て
い
る
市
町
村

広
域
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
、
現
在
３
市
以
上
の
新
た
な
加
入

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

設
立
か
ら
５
年
を
迎
え
る
消
防
団

に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
員
を
増
員
し
、

さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

い
ま
だ
全
国
的
に
好
転
の
兆
し
を

見
せ
て
い
な
い
雇
用
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し

て
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
、
港
湾

振
興
対
策
事
業
、
迷
惑
駐
車
防
止
啓

発
事
業
、
医
療
費
適
正
化
推
進
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
障

が
い
者
の
雇
用
施
策
と
し
て
、
砂
場

殺
菌
洗
浄
事
業
や
市
内
公
園
清
掃
事

業
な
ど
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。
そ

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
雇
用
施

策
と
し
て
は
、
公
園
の
除
草
作
業
や

現
場
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
な
ど
の

事
業
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
新
年
度
の
主
な
施
策

事
業
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
先
の
経

営
指
針
と
密
接
に
整
合
さ
せ
、
厳
し

い
予
算
編
成
の
中
で
も
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
市
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
今
後
も
数
年
間
厳
し

い
状
態
が
続
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
歳
入
に
つ
い
て
も
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
・
検
討
し
、
仕

掛
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
市
の
負
担
を
で
き
る

限
り
軽
減
す
る
努
力
を
精
一
杯
続
け

て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
政
全
般

に
係
る
情
報
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ

し
、
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
市
政
の

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

結 び

今
後
数
年
間
厳
し
い
財
政
状
況
続
く
が

市
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
た
市
政
運
営
を
進
め
る
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市
で
は
、
質
の
高
い
文
化
芸
術
に

ふ
れ
、
日
々
の
生
活
を
よ
り
実
り
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
５
月
か
ら
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

コ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
▼
泉
大
津
の
文
化
的
背
景
　

　
泉
大
津
は
、
早
く
か
ら
拓
け
、
独

自
の
文
化
風
土
を
醸
成
し
て
き
ま
し

た
。

　
弥
生
時
代
に
は
、
西
日
本
最
大
級

の
「
ム
ラ
」
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と

が
「
池
上
曽
根
遺
跡
」
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
奈
良
時
代
に

は
、府
中
（
和
泉
市
）
に
置
か
れ
た
「
国

府
」（
こ
く
ふ
＝
地
方
の
役
所
）
の
外

港
と
し
て
栄
え
、
平
安
時
代
前
期
の

『
土
佐
日
記
』
に
「
小
津
の
泊
（
と
ま

り
＝
港
）」
と
記
さ
れ
、
泉
大
津
は
大

阪
湾
に
面
し
た
交
通
の
要
衝
と
し
て

人
・
も
の
・
情
報
の
交
流
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
泉
穴
師
神
社
は
、
古
代
や
中
世
の

栄
華
を
伝
え
、
熊
野
街
道
沿
い
に
残

る
神
社
仏
閣
も
か
つ
て
の
熊
野
詣
の

に
ぎ
わ
い
を
し
の
ば
せ
ま
す
。
春
日

町
墓
地
に
あ
る
ロ
シ
ア
人
墓
地
は
、

日
露
戦
争
で
捕
虜
と
な
り
、
異
国
の

地
で
寂
し
く
亡
く
な
っ
た
ロ
シ
ア
人

兵
士
を
住
民
が
手
厚
く
葬
っ
た
も
の

で
、
心
温
か
い
民
衆
の
心
を
う
か
が

わ
せ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
泉
大
津
は
、
毛
布
や
ニ
ッ

ト
製
品
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、

全
国
有
数
の
「
繊
維
の
町
」
に
発
展
。

小
中
学
校
の
先
生
に
よ
る
美
術
教
育

も
特
筆
す
べ
き
で
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
た
び
た
び
最
高
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
市
の
教
育
力
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
▼
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■5月 16日豸　於　商工会議所大ホール
　「新たな可能性に挑む～進化する和紙」
　　堀木エリ子氏（和紙デザイナー）
■5月 23日豸　於　市民会館小ホール
　「海洋生物スキンパターンの開発
　　　　　～新しいビジネスマーケットを拓く」
　　染川明義氏（アートプロデューサー）ほか
■5月 30日豸　於　市民会館小ホール
　「最先端の繊維技術」
　　赤井智幸氏（大阪府立産業技術総合研究所総括研究員）
■6月 13日豸　於　市民会館小ホール
　「人の潜在能力を引き出す新高速水着の素材」
　　山本富造氏（新素材メーカー社長）
■6月 20日豸　於　市民会館小ホール
　「暮らしを豊かにするテキスタイルのあり方
　　　　　　～生活の中で用の美とアートを考える」
　　川上玲子氏（インテリア＆テキスタイルデザイナー）

※時間はすべて午後 2時～3時 30分（午後 1時 30分開場）。
　入場は無料です。当日、直接会場にお越しください。

第1回 シリーズ「繊維の新しい可能性」日程表

　
文
化
芸
術
は
、
人
々
に
感
動
と
潤

い
を
与
え
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

地
域
を
元
気
に
さ
せ
ま
す
。
輝
か
し

い
歴
史
を
も
つ
泉
大
津
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
、
暮
ら
し
に
文
化
芸

術
が
息
づ
く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
多
彩

な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催
す
る

試
み
は
、
ほ
か
で
は
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　「カルチャー・スコール」とはスコール（突然の強い雨風）
のように、カルチャー（文化）の雨が降るという意味の“造
語 ”です。文化芸術を通じて心豊かな市民生活、活力ある
泉大津づくりを目的にして「くらしに織りなす文化と芸術
～泉大津市文化芸術振興計画」を推進するため、5 月から
毎月、質の高い文化フォーラムを開催します。

始動。

5月、泉大津に「文化の雨」がふり注ぐ！

文
化
芸
術
を
通
じ
、

　
　
　
「
心
豊
か
で
活
力
あ
る
泉
大
津
」
を
目
指
し
て

　東南アジア各国の低廉な製品によって市場
を奪われている日本の繊維製品。繊維産業を
再生するには日本の高い技術力、豊かなデザ
イン力をどう生かせばよいか。繊維産業や周
辺分野で挑戦している「トップランナー」と
ともに考える、全 5 回のシリーズ。詳細は上
の表参照。　問合　企画調整課（市役所4階）

 第 1 回は 5月 16日！

シリーズ「繊維の新しい可能性」

「花開く泉大津の文化
芸術」のイメージを
表現。5 つの花弁は
文化活動を通じて互
いに結び合い、大き
く広がる対話と交流
の輪への思いを込め
ています。（デザイ
ナー・吉房寛子）

カルチャー・ス
コール

ロゴマーク

5 広報いずみおおつ　平成22年4月号

蜷平成22年度 施政方針／カルチャースコール始動
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
数

次
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
平
成

18
年
度
に
策
定
し
た
「
い
ず
み
お
お

つ
再
生
・
未
来
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
歳
出
削
減
・
歳
入
確
保

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
再
生
・
未
来
プ
ラ
ン
」

の
進
捗
状
況
な
ど
、
現
時
点
で
の
取

り
組
み
と
成
果
を
示
し
、
市
の
全
会

計
を
対
象
と
し
た
今
後
の
収
支
計
画

を
明
ら
か
に
し
、
地
方
財
政
健
全
化

法
で
示
さ
れ
た
指
標
を
確
実
に
ク
リ

ア
す
る
た
め
、「
泉
大
津
市
経
営
指

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
時
点
で
、
全
体
の
85
項
目
中
70

項
目
で
目
標
を
達
成
し
、
取
り
組
み

を
実
施
中
の
１
項
目
を
含
め
る
と
プ

ラ
ン
の
達
成
率
は
83
・
５
％
、
21
年

度
末
に
は
達
成
率
95
・
３
％
と
な
る

予
定
で
す
。
な
お
19
年
度
・
20
年
度

決
算
に
お
い
て
、
実
質
収
支
な
ど
の

財
政
指
標
の
数
値
は
目
標
を
達
成
し

ま
し
た
。

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
３
年
間(

※
収
支
計
画
は
５
年

間)

に
、
地
方
財
政
健
全
化
法
に
お

け
る
す
べ
て
の
指
標
を
基
準
値
以
内

に
収
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
実
質
赤
字
比
率
は
、
各
年

度
に
お
い
て
黒
字
と
し
ま
す(

12
・

７
３
％)

。
ま
た
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
、17
・
７
３
％
が
基
準
で
す
が
、

15
・
０
０
％
以
内
の
比
率
と
し
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
基
準
値

25
・
０
％
で
す
が
、
24
・
０
％
以
内

の
比
率
と
し
ま
す
。
将
来
負
担
比
率

は
、
３
５
０
％
が
基
準
値
で
す
が
、

２
７
０
％
以
内
の
比
率
と
し
ま
す
。

す
べ
て
の
会
計
収
支
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
、
行
政
事
務
を
行
う
う
え

で
、
住
民
生
活
に
も
多
大
な
る
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
地
方
財
政

健
全
化
法
上
の
指
標
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
収
入
確
保
を
行
う
こ
と
は

も
と
よ
り
、
事
業
費
総
計
の
歳
出
金

額
を
基
本
と
し
た
予
算
編
成
で
は
な

く
、
歳
入
を
原
点
・
基
点
と
し
た
予

算
編
成
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

①
人
件
費
の
更
な
る
見
直
し

適
正
な
定
員
管
理
、
給
与
制
度
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

②
事
務
事
業
の
更
な
る
見
直
し

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
事
業
見
直
し

民
営
化
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推

進
、
標
準
超
過
行
政
の
見
直
し
、
施

設
の
あ
り
方
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

③
歳
入
の
確
保

受
益
者
の
適
正
化
・
公
平
化

市

税
な
ど
の
適
正
な
賦
課
、
税
源
涵
養

市
有
地
の
有
効
活
用
、
そ
の
他
の
収

入
確
保
に
努
め
ま
す
。

今
後
の
行
政
運
営
を
見
極
め
る
う

え
で
、
現
況
の
財
政
状
況
及
び
平
成

26
年
度
ま
で
の
推
移
な
ど
を
基
に
、

普
通
会
計
及
び
特
別
会
計
な
ど
の
収

支
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

な
お
「
泉
大
津
市
経
営
指
針
」
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

問
合

行
政
改
革
推
進
室
（
市
役
所

４
階
）

「泉大津市経営指針」を策定「泉大津市経営指針」を策定「泉大津市経営指針」を策定
＝ 3年間ですべての指標を基準値内に！ =

市
で
は
、
今
年
１
月
に
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の

３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
行
財
政
改
革
の
た
め
の
指
針
と

し
て
「
泉
大
津
市
経
営
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
再
生
・
未
来
プ
ラ
ン
」

「
再
生
・
未
来
プ
ラ
ン
」

取
り
組
み
と
成
果

取
り
組
み
と
成
果

「
再
生
・
未
来
プ
ラ
ン
」

取
り
組
み
と
成
果

３
つ
の
視
点

３
つ
の
視
点

３
つ
の
視
点

指
針
の
目
標

指
針
の
目
標

指
針
の
目
標

経
営
の
指
針

経
営
の
指
針

「
入
り
を
図
り
て

出
ず
る
を
為
す
」

　
　
　
出
ず
る
を
為
す
」

経
営
の
指
針

「
入
り
を
図
り
て

出
ず
る
を
為
す
」

財
政
状
況
の
現
況
と

財
政
状
況
の
現
況
と

推
移
を
紹
介

推
移
を
紹
介

財
政
状
況
の
現
況
と

推
移
を
紹
介

■再生・未来プランの成果

70項目
（82.3％）

取り組みを実施し
目標を達成したもの

取り組み実施
に向け検討

14項目
（16.5％）

取り組みを
実施中
1項目
（1.2％）

■平成 19年度・20年度決算における財政指標

実質収支

経常収支
比率

実質公債費
比率

各年度において
黒字を確保する

当面 100％未満とする

当面 25％（起債制限
ライン）未満とする

96百万
円の黒字

99.5％

16.6％

245 百万
円の黒字

99.4％

17.3％

目標 19年度 20年度

7 広報いずみおおつ 平成22年4月号

蜷泉大津市経営指針を策定／新火葬場 名称募集

老
朽
化
の
進
む
現
在
の
火
葬
場
に

代
わ
る
新
し
い
火
葬
場
の
建
設
計
画

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
や
環
境
汚
染
防

止
に
配
慮
し
た
建
物
を
建
設
し
ま

す
。

火
葬
場
建
設
計
画
概
要

建
設
予
定
地

汐
見
町
１
０
４
番
地

７敷
地
面
積

約
４
９
９
３
裃

構
造

平
屋
建
て
一
部
２
階

延
床
面
積

約
１
２
８
５
裃

な
お
、
建
物
に
は
火
葬
炉
４
基
と

動
物
炉
１
基
の
ほ
か
、
会
葬
の
皆
さ

ん
が
ひ
つ
ぎ
を
見
送
る
こ
と
が
で
き

る
炉
前
ホ
ー
ル
や
、
収
骨
室
、
待
合

い
ホ
ー
ル
、
ま
た
会
葬
者
用
に
約
30

台
分
の
駐
車
場
も
作
ら
れ
る
計
画
で

す
。な

お
こ
の
工
事
は
、
６
月
に
着
工

し
、
来
年
６
月
か
ら
使
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

新
し
い
火
葬
場
の名

称
を
募
集

市
で
は
、
新
し
い
火
葬
場
の
名
称

を
募
集
し
ま
す
。
は
が
き
に
新
し
い

火
葬
場
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る

名
称
を
記
入
し
、
ご
自
身
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
５
月

10
日
ま
で
に
、
〒
５
９
５
ー
８
６
８

６
　
泉
大
津
市
市
民
課
「
新
火
葬
場

名
称
募
集
係
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。決

定
し
た
名
称
は
、
広
報
い
ず
み

お
お
つ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
紹
介
し
ま
す
。

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

建
設
計
画ま

と
ま
る

建
設
計
画ま

と
ま
る

2011 年
6 月
運用開

始予定

2011 年
6 月
運用開

始予定

新火葬場外観　イメージ図

新火葬場エントランス　イメージ図
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平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

10
月
に
支
給
さ
れ
た
公
的
年
金
か
ら

市
・
府
民
税
の
引
き
落
と
し
（
特
別

徴
収
）
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
に
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
か
ら
は
、
平
成
22
年
度
分
の

市
・
府
民
税
額
が
決
定
す
る
ま
で
の

間
、
介
護
保
険
料
や
長
寿
医
療
保
険

料
な
ど
と
同
様
に
「
仮
特
別
徴
収
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
仮
特
別
徴
収
」
と
は
、
平
成
22

年
２
月
分
の
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
た
税
額
と
同
じ
額
を
、
新
年
度

で
あ
る
平
成
22
年
度
の
税
額
が
決
定

す
る
ま
で
の
間「
仮
特
別
徴
収
税
額
」

と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月
の
公
的

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
、
平
成
22
年

度
の
市
・
府
民
税
額
の
決
定
時
に
、

徴
収
済
み
（
予
定
）
の
税
額
と
し
て

差
し
引
く
制
度
で
す
。

平
成
22
年
度
の
市
・
府
民
税
は
、

仮
特
別
徴
収
税
額
を
徴
収
済
み
と
し

て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
平
成
22
年

６
月
に
送
付
す
る
「
平
成
22
年
度

市
民
税
・
府
民
税

納
税
通
知
書
」

で
は
、
４
月
・
６
月
・
８
月
分
の
仮

特
別
徴
収
税
額
を
、
平
成
22
年
度
の

年
金
所
得
に
対
す
る
税
額
か
ら
差
し

引
き
、
そ
の
残
り
の
税
額
を
10
月
・

12
月
・
２
月
分
の
公
的
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
税
額
と

し
て
通
知
し
ま
す
（
上
表

平
成
22

年
度
の
納
め
方

参
照
）。

な
お
、
平
成
21
年
度
中
に
税
額
変

更
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
公
的
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

が
中
止
さ
れ
て
い
る
人
は
、
平
成
22

年
度
の
４
月
・
６
月
・
８
月
に
支
給

さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
市
・
府
民
税

の
仮
特
別
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
、
平
成
22
年
度
の
市
・
府
民

税
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
と
同

様
に
、
年
の
前
半
は
普
通
徴
収
、
後

半
は
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
と

い
う
納
め
方
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い(

上
表

平
成
21
年

度
の
納
め
方

参
照)

。

仮
特
別
徴
収
税
額
は
、
平
成
22
年

２
月
分
の
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
た
税
額
と
同
じ
額
で
す
。
な
お
、

平
成
21
年
６
月
に
送
付
し
た
「
平
成

21
年
度

市
民
税
・
府
民
税

納
税

通
知
書
」
の
表
紙
に
、
あ
ら
か
じ
め

22
年
４
月
、
６
月
、
８
月
の
仮
特
別

徴
収
税
額
を
記
載
し
て
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
上

表

平
成
21
年
度

市
民
税
・
府
民

税
納
税
通
知
書
の
サ
ン
プ
ル
参
照
）。

問
合

税
務
課
（
市
役
所
１
階
９
番

窓
口
）

平成 21年度の納め方 ( 平成 21年度の年税額が 70,000 円の場合 )

納付書で納める (普通徴収 ) 年金からの引き落とし (特別徴収 )
35,000 円納付 35,000 円

納付月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 18,000 円 17,000 円 11,800 円 11,600 円 ①11,600 円

算出方法 年税額の半額の約 2分の 1ずつ 年税額の半額の約 3分の 1ずつ

平成 22年度の納め方 (平成 22年度の年税額が 60,000 円となった場合 )平成 22年度の納め方 (平成 22年度の年税額が 60,000 円となった場合 )平成 22年度の納め方 (平成 22年度の年税額が 60,000 円となった場合 )
年金からの引き落とし ( 仮特別徴収 ) 年金からの引き落とし (特別徴収 )

②34,800 円 ③25,200 円

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 ①11,600 円 11,600 円 11,600 円 ④8,400 円 8,400 円 8,400 円

■平成 21年度と平成 22年度の納め方の変化（収入が年金収入のみの人の例）

■平成 21年度 市民税・府民税納税通知書のサンプル

算出方法
（１）4月・6月・8月 (＝仮特別徴収税額 )は、前年度の 2月の税額と同額の①11,600 円を
引き落とします。

（２）10月・12月・2月 (＝22年度の特別徴収税額 )は、年税額 60,000 円から仮特別徴収
税額の合計額 ②34,800 円を差し引き、残りの税額 ③25,200 円の 3分の 1である
④8,400 円を年金支給毎に引き落とします。

遁縞ON男装 市民税・府民税納税通知書
本書のとおり納期限までに納めてください。

賦
課
の
根
拠
等
は
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

様

様方

コード ( ）

平成 年 月 日

泉大津市長 神 谷 昇

通知書番号

(納税者氏名）

公的年金からの特別徴収（引き落とし）について

平成21年10 月支給の公的年金から、年金所得に対する市・府民税
の特別徴収（年金から引き落とし）が開始されます。
つきましては、下記欄に記載のある方は、平成21年10 月支給分の

下記の公的年金から、年金所得に対する市・府民税が特別徴収（引
き落とし）されますので、ご通知いたします。
＊が印字されている方については、特別徴収されません。

平成21 年度 公的年金からの特別徴収税額

徴 収 月 21年10月

平成22 年度 公的年金からの仮特別徴収税額

特別徴収を行う公的年金の種類及び支払者の名称

徴 収 月 22年4月

21年度徴収税額

22年度仮徴収税額

公的年金の種類

支払者の名称

21年12月 22年2月

22年6月 22年8月

21年度は上の
ように納めていただ
いていましたが… 22年度は

下のように
なります！

仮特別徴収税額
をここに記しています

市
・
府
民
税
の

が
始
ま
り
ま
す
。

4 月分の

公的年
金から

「
仮
特
別
徴
収
」
と
は

ど
ん
な
制
度
？

平
成
22
年
度
の
納
め
方
は

ど
の
よ
う
に
な
る
？

仮
特
別
徴
収
額
は

具
体
的
に
い
く
ら
？

9 広報いずみおおつ 平成22年4月号

社
会
福
祉
法
人
「
女
子
慈
教
寮
」

が
、
建
設
を
進
め
て
い
た
と
れ
ぞ
あ

保
育
園
（
池
浦
町
３
丁
目
５
ー
８

蕁
33
・
３
０
０
３

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
２
階
建
て

延
べ
面
積
約
１

０
０
７
裃

定
員
１
２
０
人
）
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
４
月
１
日
開
園
し

ま
し
た
。

こ
の
保
育
園
で
は
、
保
育
ニ
ー
ズ

の
高
い
乳
児
保
育
（
０
歳
児
）
を
は

じ
め
、
一
時
的
に
家
庭
で
保
育
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
の
一
時
預
か
り
保

育
、
お
や
こ
広
場
な
ど
子
育
て
支
援

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
施
設
の
１

階
に
は
０
〜
１
歳
児
室
、
子
育
て
支

援
室
、
預
か
り
保
育
室
、
調
理
室
、

事
務
室
、
２
階
は
２
〜
５
歳
児
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

■
病
気
な
ど
で
集
団
保
育
に
行
か
せ

ら
れ
な
い
場
合
…
病
後
児
保
育

病
後
時
保
育
は
、
市
内
在
住
の
保

育
所
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
児
童

が
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
回
復
期
で

集
団
保
育
が
適
当
で
な
い
場
合
に
事

前
に
予
約
し
利
用
す
る
も
の
で
す
。

利
用
対
象
は
生
後
６
か
月
以
上
か
ら

就
学
前
ま
で
の
児
童
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
病
後
児
保
育
登
録
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

実
施
施
設

南
海
か
も
め
保
育
園

（
蕁
23
・
８
０
６
８
）

利
用
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
日
を
除
く
）
の
午
前

８
時
〜
午
後
６
時

利
用
料
金

１
日
１
０
０
０
円
。
た

だ
し
市
保
育
料
認
定
階
層
に
お
い
て

Ａ
・
Ｂ
階
層
は
無
料
、
Ｃ
階
層
は
５

０
０
円
。
な
お
別
途
飲
食
物
費
３
０

０
円
要

■
保
護
者
の
急
病
時
な
ど
に
…

「
一
時
預
か
り
保
育
」

保
護
者
の
急
病
や
短
時
間
勤
務
、

冠
婚
葬
祭
や
出
産
・
育
児
疲
れ
な

ど
、
一
時
的
に
家
庭
で
保
育
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
保
育
所
で
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
す
る
一
時
預
か
り
保

育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用

対
象
は
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な

い
生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

児
童
で
す
。
た
だ
し
事
前
登
録
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

実
施
施
設

▽
南
海
か
も
め
保
育
園

（
戎
町
３
ー
４

蕁
23
・
８
０
６
８
）

▽
す
こ
や
か
保
育
園
（
東
豊
中
町
３

ー
１
ー
15

蕁
45
・
０
０
１
２
）

▽
と
れ
ぞ
あ
保
育
園
（
池
浦
町
３
ー

５
ー
８

蕁
33
・
３
０
０
３
）

利
用
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

利
用
料

児
童
一
人
に
つ
き
１
日
３

０
０
０
円
、
半
日
１
５
０
０
円
（
給

食
な
ど
飲
食
費
含
む
）

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）
ま
た
は
、
実
施
保
育
園

とれぞあ保育園では、地域の親子の遊びと交流ス
ペースをまじえた「おやこ広場」をオープンしまし
た。季節の行事、手遊び、パネルシアター、絵本な
ど盛りだくさん！ 専門スタッフがお迎えいたしま
す。参加費は無料です。なお駐車場には限りがあり
ますので、なるべく徒歩か自転車でお越しください。
対象 就学前の乳幼児とその父母（必ず保護者同伴
でお越しください）
日時 毎週月～金曜日の午前10時～正午と、午後2
時～4時
定員 毎回先着10組程度
定員を超えた場合、安全確保のため入場をお断り
することがあります。
問合 とれぞあ保育園（蕁33・3003）
また、おやこ広場の愛称も募集しています。4月
30日までに、はがきで池浦町3-5-8 とれぞあ保育
園へ。

車での送迎は一方通行で願います

←至
　泉大津駅

泉大津中央線
学習塾

市立体育館

JA
い
ず
み
の とれぞあ

保育園

テニス
クラブ

焼肉店

N

蜷市・府民税仮特別徴収／とれぞあ保育園開園

おやこ広場

とれぞあ保育園MAP

ご
利
用
く
だ
さ
い

各
保
育
園
の
便
利
な
制
度

とれぞあの

遊びに

おいで
よ！

「とれぞあ」とは、
フランス語で「たか
らもの」という意味。

家族の宝物である子ども
たちに愛情をもって接し、
笑顔がいっぱいの保育園
を目指しています。

「とれぞあ」
とは…

4月1日
開園！



春から
始める

市
内
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
教

養
や
生
活
・
文
化
の
向
上
の
た
め
に

南
公
民
館
と
北
公
民
館
が
あ
り
、
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
だ
れ
も
が
い
つ
で

も
学
習
で
き
る
場
を
目
指
し
て
、
趣

味
・
教
養
講
座
な
ど
11
ペ
ー
ジ
の
表

の
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
明

る
い
憩
い
の
場
で
す
。
文
化
・
学
習

活
動
と
の
出
会
い
、
人
と
人
と
の
出

会
い
を
求
め
て
、
あ
な
た
も
ち
ょ
っ

と
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

南
公
民
館
デ
ー
タ

所
在
地

楠
町
西
１
ー
７

連
絡
先

蕁
33
・
１
７
６
４

薨

33
・
１
３
０
０

北
公
民
館
デ
ー
タ

所
在
地

東
助
松
町
４
ー
８
ー
４

連
絡
先

蕁
23
・
０
５
０
５

薨

23
・
０
５
６
６

な
お
、
両
公
民
館
と
も
に
、
開
館

時
間
は
火
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
日
曜
日
が
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。
休
館
日
は
月
曜
日
と
祝

日
で
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

公民館・総合福祉
センターの

講座・クラブ案内です。

春、4 月。何か新しいことを始めたくなる季節ですね。興味はあったけ
ど時間がなくてできなかったこと。もっともっと楽しんでみたい今の趣
味。公民館や、総合福祉センターでは、そんな皆さんのニーズにお応え
できる講座やクラブを取りそろえています。「ならいごと」始めませんか？

平成 22 年度は、新しい講座として、男女共同参画事業
の「日本料理」、楽しく身体を動かす「フォ－クダンスエ
クササイズ」などを予定しています。
また、青少年育成事業として「やまびこ教室」、友好都

市日高川町との交流事業「友遊スタディ」、その他各年代
の人が楽しく学習できる講座も企画しています。ぜひ、皆
さんご参加ください。

南公民館
からのお知らせ

新講座に「日本料理」「フォークダンス」追加

手話をいちから学ぶ「手話入門」、親子で楽しく身体を
動かす「ママといっしょ」、基礎から学べ日常使える「優
しい英会話」、文字に自信が持てる「すぐに役立つ筆ペン
講座」、高齢者の仲間づくり健やかな人生を送るための学
習「久寿の木大学」など予定しています。
また、学校週 5 日制対応事業として、「卓球教室」・「囲

碁教室」その他にも子ども向けの講座も企画しています。

公民館では、市民の皆さんが持っている多彩な特技を生
涯学習などの場で有効にいかしていただくために「特技登
録制度」を実施しています。
あなたの特技を眠らせないで、地域で広く活用していた

だくために、ぜひ登録してみませんか！
登録期間 4 月 1日～平成 23年 3月 31日
登録要件 ①特技をお持ちの満 20 歳以上の人 ②公民館

などで実施不可能なものや、公共の福祉を害するものなど、
この制度の目的に合わない特技は登録不可 ③面接での登
録（受け付け時に日程を決定）
申込・問合 電話で直接南公民館（蕁 33・1764）、なら
びに北公民館（蕁 23・0505）へ
なお、受け付けは、随時行っています。

「久寿の木大学」で高齢者の仲間づくり！

北公民館
からのお知らせ

公民館特技登録者 募集！あなたの特技を
公民館でいかしませんか？

公民館編
その漓

10

北
助
松
駅

上
條
小

上
條
幼

接
骨
院

酒屋

北公民館

↑至難波

旧
26
号
線

北助松本通り商店街

南
海
本
線

北
公
民
館
の
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南公民館講座一覧
韓国語入門
一般教養講座
（対象：一般）
日本料理

男女共同参画事業
（対象：一般）
やまびこ教室

学校週 5日制対応事業
（対象：小学３～６年生）

日時・回数・定員
5 月 9日豸～ 6月 27日豸（全 8回）

午前 10時～正午
先着 20人

5月 23日豸・30日豸
午前 10時～午後１時

先着 16人
5月 29日貍～ 7月 24日貍（全 5回）

午前 10時～正午
先着 30人

受講料・参加費
500 円
1,500 円

（テキスト代など）

200 円
2,000 円
（材料費）

500 円
800 円

内　　　容
ちょっと韓国へ、買い物に食べ歩きにと行く機会もあると思います。そんなとき、簡
単な日常会話が話せたら、きっと楽しい旅行になるでしょう。この機会に初歩から楽
しく学びませんか。内容盛りだくさんのキム先生の講座にぜひご参加ください。
こだわりの味を楽しみながら、若竹煮・若竹木の芽和えやわらび白和え・桜えびと春
野菜のかき揚げなど日本料理を楽しく作りませんか。キッチンになじみの少ない男性
にも興味を持ってご参加いただけると思います。ぜひご参加ください。
蜴 5 月 29 日…みんなでゲーム　蜴 6 月 12 日…楽しいクッキング　蜴 26 日…鳴ら
してみようトランペット　蜴 7 月 10 日…チャレンジスポーツ　蜴 24 日…工作・み
んなで楽しくいろいろな事にチャレンジしてみよう。

卓球教室
学校週５日制対応事業
（対象：小・中学生）

毎月第１･３土曜日
午前 9時 30分～正午

ー
無料
無料

毎月第１･３土曜日の午前中、卓球施設を開放しています。
気軽に遊びにきてね！（持ち物：上ぐつ）

南公民館講座一覧

はじめてのパソコン講座
一般教養講座
（対象：一般）

5 月 1日貍～ 29日貍（全５回）
保育付午前 10時～正午

15人

500 円
1,000 円

初心者対象のパソコン講座です。電源を入れるところからパソコン用
語など順次学習します。はじめての人はこの機会に始めてみませんか。

講座名・対象
手話入門

（社会福祉講座）
対象：一般
久寿の木大学
（高齢者講座）
対象：65歳以上

すぐに役立つ筆ペン講座
（文化講座）
対象：一般

やさしい英会話Ａ
（文化講座）
対象：一般

日時・回数・定員
5 月 15日貍～ 8月 28日貍
午後 1時 30分～ 3時 30分

全 15回　先着 20人
5月 14日貊～ 9月 24日貊
午後 1時 30分～ 3時 30分

全 7回　先着 50人
5月 14日貊～ 6月 11日貊

午前 10時～正午
全 5回　先着 20名

5月 15日貍～ 7月 17日貍
午前 10時 30分～正午
全 8回　先着 20人

受講料・参加費
無料

1,200 円
（テキスト代）

無料
無料

(バスツアーは実費 )
500 円
200 円

（教材費）
800円
200 円

（テキスト代）

内　　　容
聴覚障害者の人たちとコミュニケーションを図るために、手話を学んで
みませんか！
初歩から勉強していくので、手話の経験のない人でも大丈夫です。

「地域の仲間と共に支え合い、健やかで心豊かな人生を過ごそう」をテー
マに、高齢者の仲間づくりと健やかな人生を送るための学習をします。

筆ペンを使って、のし袋・ハガキや年賀状などの宛名・冠婚葬祭時の記
帳などを、正しくきれいに書けるようになりませんか。

オーストラリア人講師による、日常使える英会話を基礎から学んで、話
せるようになりませんか。（Ａを受講した人は、8 月実施の B には申し込
みできません。ただし、Bが定員に満たない場合は、翌日から申込可）

ママといっしょＡ（幼児親子体操）
対象：2歳～入園前のお子さんと
保護者（2歳未満でも歩ければ可）

囲碁教室
（学校週５日制対応事業）
対象：小学 4年生～中学生

6 月 9日貉～ 7月 28日貉
午前 10時～ 11時
全 8回　先着 20組

6月 5日貍～ 3月 19日貍
午前 9時 30分～正午
全 18回　10人以上

800円
無料

無料
1,200 円

（テキスト代込）

親子でお友達といっしょに身体を動かし・歌を歌ったりして思いっきり
楽しく遊びませんか。（Ａを受講した人は、10 月実施の B には申し込み
できません。ただし、Bが定員に満たない場合は、翌日から申込可）

毎月第１・３土曜日に、初歩から講師が優しくお教えしますので大丈夫
です。（ただし、申し込みが 10名未満の場合は中止になります。）

北公民館講座一覧

卓球教室
（学校週 5日制対応事業）
対象：小学生～中学生

5 月 8日貍～ 3月 12日貍
午前 9時 30分～正午
全 10回　毎回参加自由

無料
無料

第 2土曜日の午前中、卓球施設を開放しています。
気軽に遊びにきてね！（持ち物：上ぐつ）

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。受講する場合は、受講料＋参加費が必要です。「韓国語入門」「日本料理」「やまびこ教室」は、4 月 18
日豸午前 9時から先着順で受け付けします。申し込みは、代金を添えて本人もしくは家族が直接南公民館へ。なお、申込書は 1人 1枚とします。ただし、定員に
満たない場合は、4月 20日貂から電話・ファクスでも受け付けします。申込み後のキャンセル・欠席については返金できません。

上記以外に、「心に残る名歌と童謡を歌おう」「フォークダンスエクササイズ」「アロマテラピー」「プリザーブドフラワーアレンジメント」「筆ペン」「花梨いきいき大学」、
男女共同参画事業として「韓国家庭料理」「そば打ち体験」、青少年向けには「友遊スタディ」「子どもクッキング」「わくわく科学教室」などの講座も予定しています。
参加者募集については、順次広報でお知らせします。

※講座は、市民または在勤・在学の人を対象に開催します。講座を受講するには、受講料（＋テキスト代・教材費など）が必要です。「手話入門」「久寿の木大学」「す
ぐに役立つ筆ペン講座」「優しい英会話Ａ」の講座は、4 月 17 日貍午前 9 時から先着順で受け付けます。申し込みは、代金を添えて本人もしくは家族が直接北
公民館へ（電話での申し込みはできません）。なお、申し込みは 1人 1枚になります。申込み後のキャンセル・欠席については返金できません。

※「はじめてのパソコン講座」は、往復はがきに「パソコン講座」と明記し、①住所・②受講者氏名（ふりがな）・③年齢・④電話番号・⑤保育希望の人は子どもの名前（ふ
りがな）年齢を記入のうえ、4月 18日豸必着で〒595ー 0038　楠町西 1ー 7　南公民館へ。なお、返信用はがきにも住所・氏名を記入のこと。

※申込多数の場合は、20日貂　午前 10時より公開抽選いたします。

※「ママといっしょＡ」「囲碁教室」の受講者募集の詳細は、５月広報でお知らせします。

※上記以外に、「近畿再発見」「ピラティス」「子ども広場（夏休み実施）」「実用ペン講座」「ちぎり絵講習会」「男性の料理教室」などの講座も予定しています。
　受講募集の詳細は、順次広報でお知らせします。
※予定講座に関しては、講座名・講座内容が変更する場合もありますのでご了承ください。

公民館の

講 座
公民館主

催のカリ
キュラム

をそろえ
た

「講座」
の一覧で

す。学習
や運動な

ど、

さまざま
な企画を

ご用意し
ています

。
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クラブ名
楽しい英会話（初級英会話）
子ども英会話 ( 小 1～小 6 )

好 チ ャ イ ナ（中 国 語）
短 歌 ク ラ ブ 「谺」
海 友 会 （ 詩 吟 ）
詩 吟 ク ラ ブ
書 志 会 （ 書 道 ）
墨 道 会 （ 水 墨 画 ）
水 墨 同 好 会（水 墨 画）
泉 彩 会 （ 水 彩 画 ）
写 真 ク ラ ブ
ボ ナ ン ザ （ 洋 画 ）
絵 手 紙 ク ラ ブ
さ く ら （ 料 理 ）
す こ や か 体 操
ヨ ー ガ ク ラ ブ
ヨ ー ガ Ⅱ
い き い き 気 功
健 康 体 操 ク ラ ブ
レ ク・ダ ン ス ク ラ ブ A
民 踊 ク ラ ブ
五 月 会 （ 民 踊 ）
藤 豊 会 （ 新 舞 踊 ）
少 林 寺 拳 法
健 康 太 極 拳 ク ラ ブ
子供バレエ（満 3 歳以上）
バ ン ビ ー ノ （親 子 体 操）

ド レ ミ （親 子 体 操）

曜日・時間
火 午後 7時～
土 午後 1時～

第 1・3 水 午後 7時～
第 3 木 午後 1時 30分～
第 1・2・3水 午後 2時～
第 1・2・3水 午前 9時 30分～
第 1・3・4水 午前 9時 30分～
第 1・3 火 午後 7時～
第 2・4 金 午前 9時 30分～
第 3 火 午後 1時 30分～
第 1・3 火 午後 7時～
第 2・4 火 午後 1時 30分～
第 1・3 火 午前 10時～
第 1 水 午前 9時 30分～

火 午前 10時～
木 午前 9時 30分～
水 午後 1時～

第 2・4 水 午後 1時 30分～
木 午後 2時～
金 午前 10時～
火 午後 7時～
金 午後 1時 30分～

第 1・2・3木 午後 7時～
水・土 午後 6時 30分～

第 1・3・4土 午後 1時 30分～
金 午後 3時～
水 午前 9時 45分～

午前 11時～
木 午前 10時～

区分

文

化

書

画

・

写

真

体

育

料理

唄うフレンド（カラオケ）
演歌ファミリー（カラオケ）
歌 謡 ナ イ ト（カ ラ オ ケ）
民 謡 白 龍 会
大 正 琴「夢」ク ラ ブ
カ ナ リ ア（オ カ リ ナ）
アルペジオ（フォークギター）
泉大津ハーモニカクラブ
筝（そ う）曲「雅 会」
ア ロ ハ ウ ク レ レ ク ラ ブ
友 禅 （ 和 裁 ）
西 陣 （ 和 裁 ）
よ そ お い 会（着 付）
着 付 き き ょ う の 会
す み れ （ 手 芸 ）
七 宝 焼
陶 光 会 （ 陶 芸 ）
アリス（トールペイント）
陶 楽 会 （ 陶 芸 ）
押 し 絵 を 楽 し む 会

火 午後 1時 30分～
第 1・2・4木 午後 1時 30分～
第 1・2・4木 午後 6時 30分～
第 2・3・4日 午後 1時～
第 1・3 木 午後 1時～
第 2・4 木 午後 7時～

金 午後 7時～
第 1・3 金 午後 1時～
第 2・4 木 午前 9時～
第 2・4 金 午後 7時～
第 1・2・3木 午前 9時 30分～
第 1・2・3火 午前 9時 30分～

水 午前 9時 30分～
第 1・3 水 午後 1時 30分～
第 2・4 金 午後 1時 30分～
第 2・3・4木 午後 1時～
第 2・3 土 午後 1時 30分～
第 2・4 金 午前 9時 30分～

木 午後 1時～
第 4 土 午後 1時～

南公民館クラブ一覧

音

楽

服
飾

手
工
芸

にー はお

こだま

公民館の

クラブ
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組

んだグル
ープであ

り、その
活動の場

を

公民館に
置いてい

る団体の
ことです

。

親子体操クラブ「バンビーノ」では、毎週水曜日
の午前中、講師を招いてリズム体操や手遊び、運動
器具などを使って親子でできる体操をしています。
一度体験してみませんか？ 先着順で入会希望者

の受付も行います。
駐車スペースが少ないので、できる限り徒歩、ま

たは自転車でお越しください。
日時 4 月 14 日貉・21 日貉 蜷 1 部…午前 9 時
45分～10時 45分 蜷 2 部…午前 11時～正午
※両日、1部・2 部のどちらに参加していただいても
けっこうです。
対象 1 歳～就園前のお子さんと保護者
持物 上靴、体操のできる服装

親子体操クラブ「ドレミ」では、毎週木曜日に講
師を招きリズム体操や手遊び・マット・鉄棒などを
使い、親子でできる体操を楽しんでいます。
見学・入会は随時受け付けしています。体操ので

きる服装、上靴を持ってお越しください。
日時 毎週木曜日 午前 10時～11時
対象 １歳～就園前の幼児と親

フォークギタークラブ「アルペジオ」では、ジャ
ズギタリストの先生指導のもと、フォーク、ジャズ、
ポップス、ロックなど幅広く練習しています。
経験者はもちろん、初めての人も大歓迎。老若男

女を問わず、クラブ員を募集しています。楽譜が読
めない、音楽の知識がない人も問題ありません。ま
ず楽しむことからいっしょにやってみませんか。
日時 4 月 23日貊 午後７時～8時 30分
持物 ギター・筆記用具

親子で体操「バンビーノ」
見学体験会に来ませんか？

「ドレミ」親子体操教室
4月からの入会者募集！

ギターを始めてみたい人集合！
「アルペジオ」会員募集
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ミ ッ キ ー マ ウ ス（親 子 体 操）

ピ ー タ ー パ ン（親 子 体 操）

ちびっこジャズ（子ども体操）

ア ン パ ン マ ン（子 ど も 体 操）

ダンスクリエーション（ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ）

ひ ば り （ 健 康 体 操 ）

ひまわり（ソフトエアロ体操）

ヨ ー ガ 道 友 会

太 極 拳 ク ラ ブ

球 友 会 （ 卓 球 ）

月 2回 金 午前 10時～

第 2 火 午前 10時～

第 1・3 金 午前 10時～

毎週 水 午後 3時 20分～

月 3回 金 午後 2時 30分～

月 4回 水 午後 7時 30分～

月 4回 木 午前 10時 15分～

月 4回 木 午後 1時～

毎週 水 午前 9時～

毎週 金 午後 6時 30分～

月 4回 日 午後 1時 30分～

毎週 木 午後 6時 30分～

クラブ名

歴 史 ク ラ ブ

囲 碁 ク ラ ブ

こ ひ つ じ （ 手 話 ）

ア ミ ー ゴ（マ ジ ッ ク）

み ど り 会 （ 短 歌 ）

俳 句 あ お ひ さ ご

い ち か ら の 英 会 話

Mark と 楽 し い 英 会 話＜YAK＞

子 ど も 英 会 話

あ す な ろ 詩 吟

春 日 詩 吟

小 津 詩 吟

硯 会 （ 書 道 ）

香 友 会 （ 書 道 ）

墨 彩 会 （ 墨 絵 ）

ア ベ カ ァ ル （ 油 絵 ）

上 条 洋 画

ピ ク チ ャ ー ク ラ ブ（絵 画）

絵 手 紙

有 泉 会 （ 色 紙 絵 ）

雅 会（茶 道・裏 千 家）

葵 会（茶 道・表 千 家）

桜 会 （ 茶 道 ・ 煎 茶 ）

マ ー ガ レ ッ ト（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ）

道 行 き （ 和 裁 ）

着 付 け

ハ ッ ピ ー（編 み も の）

フ ラ イ パ ン （ 料 理 ）

エ プ ロ ン （ 料 理 ）

パ テ ス リ ー（洋 菓 子）

陶 友 会 （ 陶 芸 ）

ロ マ ン ド ー ル（磁 器 粘 土）

七 宝 会 （ 七 宝 焼 ）

う た ご え（カ ラ オ ケ）

野 ば ら （ カ ラ オ ケ ）

ハ ミ ン グ（カ ラ オ ケ）

藤 美 会 （ 日 本 民 謡 ）

琴 泉 会 （ 大 正 琴 ）

ア ル ハ ン ブ ラ（ギ タ ー）

辻 野 家 音 頭 愛 好 会（音 頭）

り ん ご の 会（親 子 体 操）

曜日・時間

第 1・3 火 午後 1時 30分～

毎週 木・日 午後 1時～

月 4回 土 午後 1時～

月 2回 土 午後 7時～

第 1・3 水 午後 1時～

月 1回 日 午後 1時～

月 4回 金 午後 7時 30分～

月 4回 水 午前 10時～

月 4回 土 午後 1時～

月 4回 水 午後 1時～

月 4回 木 午後 7時～

毎週 金 午後 7時～

月 3回 火 午前 9時 30分～

月 3回 火 午後 7時～

第 2・4 水 午後 2時～

月 2回 火 午後 1時 30分～

月 3回 火 午後 6時 30分～

月 2回 火 午後 1時 30分～

第 2 木 午後 1時 30分～

第 3 木 午後 1時 30分～

毎週 火 午前 9時～

月 3回 水 午前 9時～

第 1 水 午後 1時～

第 3 土 午前 9時 30分～

第 3 火 午前 10時～

月 3回 水 午後 7時～

月 3回 土 午後 2時 30分～

毎週 水 午前 9時 30分～

第 1・3 火 午前 9時 30分～

第 2・4 木 午前 9時 30分～

月 1回 金 午前 9時～

月 4回 火 午後 1時～

第 2・3・4 水 午前 9時 30分～

第 2・4 木 午前 10時～

月 4回 水 午後 7時～

月 4回 土 午後 2時～

毎週 日 午後 2時～

月 3回 水 午後 1時～

月 4回 水 午後 1時～

毎週 土 午前 10時～

月 1回 日 午後 1時～

月 3回 木 午前 10時～

北公民館クラブ一覧

体

育

区分

文

化

書

画

茶

華

道

服

飾

料

理

手
工
芸

音

楽

クラブ名

卓 友 会 （ 卓 球 ）

赤 い 靴（社 交 ダ ン ス）

エ ン ゼ ル（社 交 ダ ン ス）

つ ぼ み 会（日 本 舞 踊）

藤 泉 会 （ 新 舞 踊 ）

沖 縄 踊 り の 会（琉 球 舞 踊・歌）

曜日・時間

毎週 土 午後 1時～

毎週 金 午後 6時 30分～

毎週 土 午後 6時 30分～

月 4回 木 午後 5時～

月 4回 土 午前 9時 30分～

月 4回 火 午後 2時～

区分

体

育

集中力を高め、体をしなやかにする

集中力を高め、体をしなやかにする
ヨーガを学ぶ「ヨーガ道友会」。身・

ヨーガを学ぶ「ヨーガ道友会」。身・
心・息の調和を目標としています

心・息の調和を目標としています小学 1～6 年生を対象
とした「ちびっこジャ
ズ」。ミュージカル映
画やアニメなどの曲
に合わせたダンスを
練習しています

水
彩
画
ク
ラ
ブ
「
泉
彩
会
」
で
は
、

描
き
た
い
も
の
を
各
自
で
持
ち
寄

り
、
絵
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

海
外
・
国
内
と
年
２
回
あ
る
写
生

会
も
、
ク
ラ
ブ
員
に
人
気
で
す

大
正
琴
ク
ラ
ブ
「
琴
泉
会
」
で
は
、

歌
謡
曲
や
童
謡
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

マ
ー
チ
、
ワ
ル
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す

集中力を高め、体をしなやかにする
ヨーガを学ぶ「ヨーガ道友会」。身・
心・息の調和を目標としています

北
公民館

北
公民館

北
公民館

南
公民館
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蜷公民館・福祉センターの講座・クラブ案内



市役所

総合福祉センター

↓至泉大津駅

旧
26
号
線
南
海
本
線

レンタルビデオ店
↑至松ノ浜駅

東
雲
公
園

診療所

N

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
地
図

講座名
（定員）

書道講座
（35人）

詩吟講座
漢詩鑑賞と吟詠
（20人）

リズム体操
（30人）

男性のため
の料理講座
（24人）
お菓子

づくり講座
（16人）

絵手紙講座
（20人）

音楽療法
を楽しむA
（15人）

リフレッシュ
体操講座
（20人）

はり絵講座
（15人）

紙パックでつ
くる和小物
講座（15人）
健康づくり筋力
トレーニング
講座（20人）
楽しいうた

講座
（35人）
自力整体
体操講座
（25人）

日時・予定回数

5月17日～3月28日
(第1・3月曜日)全21回
午後1時～2時30分
5月11日～3月22日

(第2・4火曜日)全22回
午前10時～11時30分
5月20日～3月17日

(第1・3木曜日)全21回
午後2時30分～4時
5月28日～3月25日
(第4金曜日)全10回

午前10時～午後0時30分
5月11日～3月8日
(第2火曜日)全11回

午後1時30分～3時30分
5月18日～3月15日

(第1・3火曜日)全20回
午後1時30分～3時
5月6日～9月16日

(第1・3木曜日)全10回
午前10時～11時30分
5月12日～3月23日

(第2・4水曜日)全22回
午前10時30分～11時45分

5月12日～3月2日
(第1水曜日)全11回

午後1時30分～3時30分
5月19日～3月16日
(第3水曜日)全10回
午後1時30分～3時
5月11日～3月22日

(第2・4火曜日)全22回
午前10時30分～正午
5月18日～3月15日

(第1・3火曜日)全21回
午前10時30分～正午
5月14日～3月25日

(第2・4金曜日)全22回
午前10時30分～正午

受講料
材料/テキスト代
1,500円
1,500円

(テキスト代)
500円
800円

(テキスト代)

1,500円
無料

500円
7,500円
(材料費)
500円
6,600円
(材料費)

1,500円
無料

500円
400円
(材料費)

2,000円
無料

500円
7,700円
(材料費)
500円
5,000円
(材料費)

2,000円
無料

2,000円
570円

(テキスト代)

2,000円
無料

内　　容

初心者を対象に、毛筆またはペン習字の
どちらかを選んで学ぶことができます。

大きな声で吟ずることにより腹式呼吸を
会得して心身の活性化を図り、名詩を味
わい歴史・故事を学びます。

リズムに合わせて心地よく体を動かすこ
とにより、健康の増進を図ります。

男性が料理を作ることにより、健全な食
生活を学び、生活の自立をサポートしま
す。

男性も女性も簡単にできるお菓子づくり
に挑戦してみませんか。

身近な道具などをつかって、はがきや色
紙などにきれいな絵をいっしょに描きま
せんか。
音楽を聴くと自然に体が動いたり、心が
動かされたりという音楽の特性を利用し、
心や体を健康にする音楽療法を体験。
イスに座りながらできるストレッチなど
取り入れながら、ストレッチ体操を行い
ます。心身ともにリフレシュを図ります。

色とりどりの和紙をちぎり、四季折々の
作品を制作します。

牛乳パックなどの紙パックを使用して、
和紙などをはり付けて和小物を制作しま
す。
レクリエーションを交えながら、家でも
できる上半身と下半身、体幹の筋力トレー
ニングを行います。
美しい日本の歌（童謡など）を中心に、
みんなで楽しく歌います。楽譜は読めな
くてもＯＫ。
自分自身の力で身体のゆがみを整えて自
然治癒エネルギーを引き出す体操を行い
ます。

総合福祉センター講座一覧（60歳以上が対象です）

時間
午前 9時 30分～

正午
午後 1時 30分～ 3時
午後 1時 30分～

3時 30分
午前 10時～

11時 30分
午後 1時～ 4時
午後 2時～ 4時
午後 1時 30分～

3時 30分
午後 1時～ 4時
午前 10時～

11時 30分
午前 10時～正午
午前 10時～

11時 30分
午後 1時 30分～ 4時
午後 1時～ 4時
午後 1時～ 5時
午後 1時～ 4時
午後 1時～ 4時

開催日
月曜日

第 1・3月曜日
第 1・3火曜日

第 1・3火曜日

第 4火曜日
第 1・3金曜日
第 1・3水曜日

第 2火曜日
水曜日

木曜日
第 2・4金曜日

第 1火曜日
第 2・4火曜日
第３水曜日
第 1・2・3月曜日
火・金曜日

クラブ名
小津・書道クラブ

古典文学クラブ
切り絵クラブ

詩吟クラブ

押し花サークル
アートフラワークラブ
人形と布あそび

おづ川柳会
フォークダンスクラブ

民踊同好会
コスモス会

 ( 大正琴クラブ )
花みづき会 ( 短歌）
泉大津短歌会 (短歌）
泉大津句会（俳句）
カラオケ同好会
カラオケ愛好会

総合福祉センタークラブ一覧

福祉センターの講座・
　クラブ

総合福祉センターも公民
館と同じく、講座は福祉
センター主催、クラブは
市民主催となります。

講
座
受
講
生
募
集

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
左
下
表
の
よ
う
な
講
座
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
講
座
は
主
に
初
心
者

向
け
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
　
４
月
13
日
貂
と
14
日
貉
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
直

接
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
に

よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。
締
め
切
り
後
、

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
定
員
に

達
す
る
ま
で
受
け
付
け
延
長

　
受
講
に
は
下
表
の
と
お
り
、
受
講

料
や
材
料
費
な
ど
が
必
要
で
す
。
講

座
に
よ
っ
て
は
、
都
合
に
よ
り
日
程
・

回
数
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
受
講
料
に
つ
い
て
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

　
他
に
、「
高
齢
者
大
学
」
な
ど
の
講

座
に
つ
い
て
は
、
34
・
35
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
募
集

　
右
下
表
の
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
入
会

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
定
員

に
な
る
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
定
員
に

達
し
、
ご
入
会
を
お
待
ち
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ

所
在
地
　
東
雲
町
９
ー
15

連
絡
先
　
蕁
23
・
１
３
９
０
　
薨

23
・
１
３
９
４

福祉センタ
ー編その滷

14

昨
年
の
７
月
以
降
、
従
来
の
診
療

体
制
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
新

た
に
内
分
泌
（
糖
尿
病
）、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
循
環
器
な
ど
を
専
門
と
す

る
内
科
医
５
人
と
、
小
児
外
科
専
門

医
１
人
が
常
勤
医
師
と
し
て
着
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
増
員
に
よ
る
診
療
体
制
の
充

実
に
よ
り
、
内
科
に
つ
い
て
は
、
従

来
外
来
治
療
の
み
だ
っ
た
呼
吸
器
疾

患
や
急
性
期
冠
疾
患
を
除
く
循
環
器

疾
患
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
入

院
治
療
が
可
能
と
な
り
、
代
謝
内
分

泌
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
糖
尿

病
の
病
診
連
携
、
糖
尿
病
教
室
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
神
経
内
科

に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
も
外
来
診

療
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
児
外
科
に
つ
い
て
も
、
従
来
毎

週
木
曜
の
午
後
の
み
だ
っ
た
診
察
日

時
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
ま
た
４
月
よ

り
、
内
視
鏡
外
科
に
加
え
、
呼
吸
器

外
科
、
肛
門
外
科
、
乳
腺
・
内
分
泌

外
科
、
そ
し
て
小
児
外
科
そ
れ
ぞ
れ

に
部
長
ま
た
は
医
長
の
責
任
者
を
置

き
、
幅
広
い
外
科
診
療
を
展
開
し
て

い
く
一
方
で
、
整
形
外
科
医
不
在
の

ま
ま
続
け
て
き
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
整
形

外
科
医
確
保
に
つ
と
め
な
が
ら
、
作

業
療
法
士
を
新
規
採
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
追
求
し
、
小
児
の
発
達
障

害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
常
勤
医
師
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
、
よ
り
い

っ
そ
う
充
実
し
た
診
療
体
制
を
確
立

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合

市
立
病
院
（
蕁
32
・
５
６
２

２
）
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市
立

病 院

４
月
か
ら
常
勤
医
師
が
増
加

伊東友好 Tomoyoshi ITO

呼吸器内科

氏　名

専門分野

破戸克規 Katsunori HATO

循環器内科

氏　名

専門分野

李英子 Eiko LEE

糖尿病

氏　名

専門分野

設楽香織 Kaori SHIDARA

腎臓内科

氏　名

専門分野

濱中裕子 Yuko HAMANAKA

呼吸器内科

氏　名

専門分野

吉田達之 Tatsuyuki YOSHIDA

小児外科

氏　名

専門分野

4月から着任する医師

蜷公民館・福祉センターの講座・クラブ案内／市立病院 常勤医師増加／環境家計簿のすすめ

地球温暖化を防ぐため、世界各国でいろいろな取り組み
が進んでいますが、地球温暖化を防ぐには、わたしたち一
人ひとりの努力が必要です。日々の生活において省エネル
ギーを実践する取り組みの1つとして「環境家計簿」をつ
けてみるのはいかがでしょうか。

環境家計簿とは、日々の生活において家庭で使った電
気・ガス・水道・燃料などの消費量を毎月集計して記録し
ていくもので、家庭の二酸化炭素（CO2）排出量を簡単に
算出することができます。この環境家計簿は市のホームペ
ージに掲載していますので、お気軽に取り組んでみてくだ

さい。
左の表のような項目だけでも、１年間取り組む

と116.1裴ものCO2削減につながります。この削減
量は、スギの木の吸収量に換算すると、およそ8本
分に相当します。
環境家計簿のアドレスは以下のとおりです。

http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/seikatukanky
ou/kakeibo.html
問合 生活環境課（市役所1階3番窓口）

冬の暖房時の設定温度を 21℃から 20℃にする。 24.0 裴

暖房の利用時間を 1日 1時間減らす。 18.5 裴

冷蔵庫の無駄な開閉はしない。 4.7 裴

テレビを見る時間を１日１時間短くする。 14.4 裴

シャワーの使用時間を 1日 1分短くする。 29.1 裴

食器を洗うとき給湯器の設定温度を 40℃から 38℃に下げる。 20.0 裴

ガスコンロの炎をなべ底からはみ出さないように調節する。 5.4 裴

■家庭でできる 1年間のCO2 削減量

出典　省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典」

をつけてみませんか
ご家庭のCO2排出量がひと目でわかるスグレモノ！環境家計簿



平
成
20
年
度
よ
り
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
な
ど
を
目
的
に
、
特
定
健
康

診
査
（
以
下
、
特
定
健
診
）
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い

る
保
険
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
対
象

者
に
は
、
特
定
健
診
の
案
内
が
各
保

険
者
か
ら
届
き
ま
す
。
医
療
保
険
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
者
（
下
囲

み
・
「
参
考
」
を
参
照
）
を
確
認
の

う
え
、
各
医
療
保
険
者
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

な
お
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
次

の
よ
う
な
流
れ
で
特
定
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
は
、
特
定

健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
利
用
の
流
れ

①
受
診
券
と
質
問
票
の
送
付

保
険
年
金
課
よ
り
40
〜
74
歳
の
市

国
保
加
入
者
に
「
特
定
健
康
診
査
受

診
券
」
と
「
質
問
票
」
を
４
〜
５
月

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

②
特
定
健
診
の
日
程
確
認

特
定
健
診
に
は
、
表
１
の
保
健
セ

ン
タ
ー
や
市
役
所
で
行
う
集
団
健
診

と
、
指
定
医
療
機
関
で
行
う
個
別
健

診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
表
１
、
お
よ
び

表
２
の
と
お
り
特
定
健
康
診
査
受
診

券
を
使
っ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

③
特
定
健
診
の
受
診

受
診
当
日
は
、
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）、
特
定
健

診
受
診
券
と
質
問
票
、
健
診
料
１
０

０
０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

65
歳
以
上
の
人
で
個
別
健
診
を
受
診

す
る
場
合
は
、
介
護
予
防
健
診
（
生

活
機
能
評
価
）
が
同
時
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
介
護
保
険
証
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
は
介
護
予
防
健
診
に
つ
い
て
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

④
健
診
結
果
の
通
知

受
診
後
、
健
診
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

■人間ドック・脳ドック指定医療機関一覧（表 2）

■特定健康診査の日程・場所（表 1）  　健診は年度内に特定健康診査か人間ドックのどちらか一回の受診に限ります。
対　象

40 ～ 74歳
（75歳誕生日の前日
～S46.3.31生まれ）

30～ 74歳
（受診時現在）

日　程

5 月 11日貂、12日貉

6 月 4日貊※、6日豸※、10月 15日貊※、17日豸※

受診券到着後～平成 23年 3月 31日

○40～ 74歳の人は、受診券到着後～平成 23年
3月 31日

○30～ 39歳の人は受診券は届きません。受診前
に必ず国保窓口に申請してください

健診会場

市役所

保健センター（宮町 2-25)
市内特定健康診査指定医療

機関（受診券同封の
パンフレット参照）

人間ドック
指定医療機関
（表 2）

受付時間
午前 9時～ 11時 30分

午後 1時～3時
午前 9時～ 11時 30分

受診前に医療機関にお問い合
わせください

直接医療機関で予約をとって
ください

※保健センターが実施するがん検診（肺・胃・大腸）と同時受診が可能です。がん検診同時受診ご希望の場合は、保健センターへの
予約（先着順）が必要になります。予約開始日など詳しくは別紙「成人保健予定表」をご覧ください。

人間
ドック

個別
健診

集団
健診特定

健診

助成額
(上限 )

　
人間ドック
3万円

脳ドック
2万円

人間ドックと
同日実施の場合
同日実施なし
3万 2,000 円
3万 2,000 円
実施なし

3万 1,500 円

3万 1,500 円

3万 7,800 円

基本料金（税込）

4 万 2,000 円
5万円

3万 5,000 円
実施なし

4万 7,250 円

4万 7,250 円
脳ドック
のみは不可

人間ドック

基本料金（税込）

4 万 2,000 円
4万円
4万円

4万 4,100 円

4万 2,000 円

4万 2,000 円
（初回）4万 9,350 円

（2回目～）4万 6,725 円

所在地

泉大津市下条町
和泉市肥子町
岸和田市加守町
堺市堺区戎島町

大阪市浪速区湊町

堺市西区鳳東町

大阪市中央区大手前

電話番号

32・5622
40・2154

072・445・9908
072・224・1717

0120・728・797

072・260・5555

06・6941・9620

医療機関名

泉大津市立病院
府中病院
岸和田徳洲会病院
ベルクリニック
聖授会OCAT
予防医療センター
鳳総合健診センター
大手前病院健康管理
センター
脳ドック・30～ 39歳の人間ドックは、受診前に必ず保険年金課へ申請が必要です。40 ～ 74 歳の人間ドックについては、「特定健
康診査受診券」「健康保険証」を受診時に指定医療機関の窓口に提出すれば、3万円の助成額を引いた金額で受診できます。

脳ドック

40
〜
74
歳
の
人
へ

16

●市町村国民健康保険（泉大津市国保：
保険年金課＝市役所 1階 5番窓口）

●全国健康保険協会（協会けんぽ：大阪
支部蕁 06・6201・7077）

●健康保険組合（健保組合）
●船員保険
●共済組合
●国民健康保険組合（国保組合）

（参考）医療保険者の種類

保険証記載の「保険者」の名称をご確認ください

年
１
回　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

年
に
１
回
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！
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ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
特
定

保
健
指
導
の
案
内
（
特
定
保
健
指
導

利
用
券
）
が
届
き
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
健
診
項
目

市
で
実
施
す
る
特
定
健
診
の
診
査

項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
質
問
票
　
②
身
体
計
測
　
③
診
察

④
血
圧
測
定
　
⑤
血
液
検
査
（
脂

質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
）

⑥
尿
検
査
　
⑦
心
電
図

な
お
、
眼
底
検
査
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
の
み
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
必
ず
受
診
前
に
保
険
年
金
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
国
保
に
ご
加
入
で
、
今
年
度

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
前
日
ま

で
と
誕
生
日
以
降
で
、
次
の
と
お
り

健
康
診
査
の
受
診
方
法
が
異
な
り
ま

す
。健

康
診
査
を
い
つ
受
診
す
る
か
は

ご
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
選
択
し
た
健
康
診
査
の
受
診

方
法
で
年
１
回
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
75
歳
誕
生
日
前
日
ま
で
…
75
歳
の

誕
生
日
前
日
ま
で
に
、
特
定
健
診
受

診
券
を
使
っ
て
受
診
で
き
ま
す
。
な

お
、
健
診
料
１
０
０
０
円
が
必
要
で

す
。

■
75
歳
誕
生
日
当
日
以
降
…
誕
生
日

の
翌
月
上
旬
に
、
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
届
く
受
診
券
を
使

っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

を
受
診
で
き
ま
す
。
健
診
料
は
無
料

で
す
。

75
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
下
の
記
事
「
人
間
ド
ッ
ク
の

費
用
が
一
部
助
成
さ
れ
ま
す
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

4月は始まりの季節。新しい気持ちで元気よく
スタートを切りたいものですね。この時期は学
校や職場などで健康診断が行われます。よく健
診前に食事を抜いてくるよういわれますが、そ
の理由をご存じですか?
今回は健診前の食事についてのコラムです。
■血液と食事の関係
人が食事を始めると胃や腸が活動し、食べた

ものを消化してその栄養素を体内に吸収してい
きます。このとき栄養素は血液に乗って運ばれ
ていくため、食事後の血液は食べたものの内容
によって特定の成分が多く含まれることになり
ます。食事で特に左右されるものとしては、血
糖や中性脂肪、アルコール関係ではγ-GTPが挙
げられます。食事で血液は一時的に成分が偏り
ますが、ヒトの体にはその偏りを戻そうとする
働きがあります。食事で上がった血糖値を下げ
るためにインスリンを分泌するのはその代表で
す。こうして、食後およそ10時間程度かけて、
体内では血液成分を一定にするための働きが行
われているのです。
■健診前に食事を抜くワケ
健診では、採血をして血液中の成分ごとにそ

の含有量を検査します。血液の成分には基準範
囲があり、それをもとに体の健康状態を判断し
ています。そのため、食事による影響が消えな
いうちに採血すると、基準範囲外の結果が出た
としても、それが食事によるものなのか、病気
によるものなのかの判断が難しくなってしまい
ます。そこで、採血のある健康診断では食事に
よる影響をできるだけ避けるために10時間以上
の空腹状態での受診をお願いしているのです。
ちなみに、お水は影響がないので飲んでも構い
ません。
年に1回の健康診断は、自分の体の保守点検で

す。せっかく受診するのですから、検査結果が
より正確になるよう、できるだけ健診前には食
事を抜くことをおすすめします。
問合 保険年金課（市役所1階5番窓口）

府後期高齢者医療広域連合では、4月から次のとおり後期高齢
者医療制度の被保険者を対象に、人間ドック受診にかかる費用の
一部を助成します。助成にあたっては、人間ドック費用の全額を
いったんご負担いただき、その後、市町村窓口に申請することで、
後日、費用の一部をお返しすることになります。
なお対象者は、後期高齢者医療被保険者で、4月1日以降に人間

ドックを受診した人です。ただし、支給は同年度内で1回だけで、
また人間ドックを受診した場合は健康診査は不要となります。
受診医療機関 指定なし（人間ドック実施医療機関へ直接予約）
申込 4月以降に、①受診した人間ドックの領収書、②受診した
人間ドックの検査結果通知書、③被保険者証、④預金口座のわか
るもの　⑤印鑑　以上5点を持参のうえ、高齢介護課へ
なお、支給は口座振込によって行います。
支給金額 2万6,000円を限度に支給
問合 府後期高齢者医療広域連合給付課（蕁06・4790・2031）
または高齢介護課（市役所1階8番窓口）

健診前に食事を抜くのはナゼ?第4回

！
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　連 載

人間ドックの費用が
され
ます。

後期高齢者医療制度の被保険者の皆さんへ

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
へ

誕
生
日
を
境
に
健
康
診
査
の

受
診
方
法
が
か
わ
り
ま
す

正確な検査
を

するため、

ご協力を

お願いしま
す。

一部助成



ごみ減量
チェックシート
ごみ減量

チェックシート
ごみ減量

チェックシート
家庭でできるごみ減量のための工夫を、チェックシートにして 20 項目あ
げました。いくつできていますか？ ぜひチェックしてみてください。そ
して、ごみ減量に大切な「4Ｒ」（＝断る、減らす、再び使う、再生利用の
英語の頭文字）を意識し、無理なくできることから少しずつ実践しましょ
う。

ごみ、ちゃんと減らせてますか？

□1 レジ袋は断
り、マイバ

ックで買い
物

している。

□ 2 過剰な包装
は断ってい

る。

□ 3 割りばし、
ストロー、

使い捨ての
ス

プーンなど
はもらわな

い。

(断る )

□ 4 食べ残しがないように分量を工夫して料理している。
□ 5 食材などは、計画的に購入し、賞味期限内に使いきって

いる。
□ 6 紙コップ、割りばしなどは使用せずマイカップ、マイは

しを使用している。□ 7 キッチンペーパーなどはなるべく使用しない。□ 8 生ごみは、水分を切って容量を減らして出している。

(減らす）

□ 9 シャンプ
ーやリンスは

詰め替え用品
を使って

いる。

□10 古着は、リサ
イクルショッ

プやフリーマ
ー

ケットを利用し
ている。

□11 白色トレイは、
スーパーなどの

回収 BOX に

出している。

□12 ビールなどは、
リターナブル瓶

を購入してい

る。

□13 不用になったも
のも再利用して

いる。

（例：歯ブラシ
を掃除に使う）

□14 チラシの裏など
をメモ用紙とし

て使用してい

る。

□15 故障したものは
、修理して長く

使う。

(再び使う )

□16 ペットボトルのふたとラベル
は外し、洗って「資源ご

みの日」に出している。

□17 生ごみは、生ごみ処理機など
を利用し、庭などで自家

処理している。

□18 缶・ビンは分別して、「資源
ごみの日」に出している。

□19 新聞、雑誌、段ボールなど
は、「資源ごみの日」また

は地域の「集団回収」に出し
ている。

□20 ティッシュペーパーやお菓子
の箱など、資源となる紙

類は、燃えるごみに出さず「資
源ごみの日（ペットボトル・

古紙）」または地域の「集団
回収」に出している。

(再生利用）

漓「レジ袋を断る」 レジ袋は1枚約5～10ｇです
潺「食べ残しをなくす」 ご飯１膳で約140ｇの減量
潸「食材は使い切る」 きゅうり 1 本 90ｇ、納豆 45
ｇの減量
潯「生ごみは水分を切る」 もうひとしぼりするなど、
少しの工夫でごみの量は減らせます。
潛「詰め替え用品を使う」 シャンプーなどは、容器
を活用してごみの削減を！
澳「新聞・雑誌・段ボールは、資源ごみの日か集団
回収に出す」「資源ごみの日」には、缶・ビンとペッ
トボトル・古紙の日があります。新聞・雑誌・段ボー
ルは、ペットボトル・古紙の日に出していただくか、
地域の集団回収にお出しください。
澣「ティッシュペーパーやお菓子の箱は資源ごみの
日か集団回収に出す」
各ご家庭で燃えるごみとして出されがちな紙ごみ
（雑紙類）ですが、たばこの箱やお菓子の箱など、
名刺サイズ以上のもので紙リサイクルのマークがあ
ればリサイクル可能です。また使用済みのコピー用
紙なども資源として、お出しください。
※家庭用のシュレッダー済みの紙類は、名刺サイズ
より小さいので燃えるごみとなります。ご注意くだ
さい。 問合 生活環境課（市役所1階3番窓口）

ごみ減量度評価
無理なくできることから
少しずつ始めていきましょう。
少しずつ始められています。
できることをどんどん増やしていきましょ
う。
多くのことを実践できています。
慣れてきて、増やせる項目があればどんどん
増やしていきましょう。
ほとんどの項目を実践できています。
これからも続けていきましょう。
また、新しいアイデアがあれば実践してみて
はいかがでしょうか。

チェック数

0～5個

6～10個

11～15個

16～20個

■チェック数に応じたごみ減量度評価

チェックシートの解説
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蜷ごみ減量チェックシート／年金保険料の免除／旭小児童が中央商店街にエール

国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
４

月
か
ら
１
万
５
１
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
分
か
ら
付

加
保
険
料
に
加
入
し
た
場
合
は
、
１

万
５
５
０
０
円
に
、
４
分
の
１
免
除

の
場
合
は
、
１
万
１
３
３
０
円
。
２

分
の
１
免
除
の
場
合
は
、
７
５
５
０

円
。
４
分
の
３
免
除
の
場
合
は
、
３

７
８
０
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま

す
。た

だ
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
に
、
退
職
・
失
業
が
原
因
に
な

っ
た
場
合
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
例
免
除
制
度
は
、
本
人
所
得
を

審
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
の
で
、
一

般
の
免
除
申
請
よ
り
も
免
除
が
承
認

さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
万
一
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

遭
っ
た
場
合
、
事
故
が
発
生
す
る
直

前
の
12
か
月
間
に
保
険
料
の
免
除
が

承
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
事
故
の
結
果

け
が
や
病
気
で
障
が
い
や
死
亡
と
い

っ
た
場
合
に
、
障
が
い
の
状
態
に
応

じ
て
障
害
年
金
を
、
子
ど
も
の
年
齢

な
ど
に
よ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
あ

る
妻
と
子
ど
も
な
ど
遺
族
は
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
必
ず
、
免
除
の
申
請
を
し
ま

し
ょ
う
。

退
職
（
失
業
）
に
よ
る特

例
免
除
制
度

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
申
請
す

る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退

職
（
失
業
）
し
た
人
の
場
合
、
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
・
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
除
き
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
・
印

鑑
と
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・

離
職
票
な
ど
失
業
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
を

持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
も
し
く

は
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事
務
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

後
か
ら
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す

免
除
承
認
期
間
は
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
た
め
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
将
来
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
承
認
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

の
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

堺
西
年
金
事
務
所
（
蕁
０
７
２
・
２

４
３
・
７
９
０
０
）

退
職
・
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人
へ

申
請
に
よ
り

さ
れ
ま
す
。

保
険
料
が
免
除

今年1月15日に火災被害にあった泉大津中央商店街の火
災跡を覆ったフェンスに、地元の旭小学校児童が手書きで
かいたイラストや励ましの言葉など約150点が、2月に貼
り出され、現在も商店街を力強く彩っています。
商店街では、火災の10日後に旭小の6年生児童らが職業
体験学習を行う予定でしたが、この被害で中止となりまし
た。落胆するかと思われた子どもたちでしたが、商店街に
元気になってもらおうと立ち上がったのです。
みんなで折った千羽鶴を贈ったり、駅や校門前などに立
って募金を集め、計59万8,227円を商店街に寄付したりし、
この一連の活動は新聞各紙にも取り上げられました。商店
街振興組合の迫下英治代表理事は「子どもたちの純粋な気
持ちに、とてもあたたかいものを感じています。素直に応
援してくれるこの気持ちがとても嬉しい。復興に向けて頑
張っていきたい」と話していました。

千羽鶴 募金 激励のイラスト

「立ち上がれ
ファイトだ商

店街」「立ち上がれ
ファイトだ商

店街」

「旭っ子のみんなも応援しています」

国民 年金

旭小児童 中央商店街にエール
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平
成
22
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま

す
。
府
内
の
平
成
22
年
度
・
23
年
度

の
保
険
料
率
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
数
に

よ
っ
て
決
ま
る
被
保
険
者
均
等
割
額

は
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
４
万
９

０
３
６
円
。
所
得
割
額
が
被
保
険
者

の
所
得
に
９
・
３
４
％
を
か
け
た
金

額
に
決
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
最

高
限
度
額
は
50
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
は
、
７
月
に
決
定

平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
、
７
月

に
決
定
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の

人
は
、
前
年
度
の
保
険
料
額
で
仮
徴

収
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
徴
収
（
納

付
書
や
口
座
振
替
な
ど
）
の
人
は
、

仮
徴
収
は
行
わ
ず
７
月
か
ら
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

■
均
等
割
額
の
軽
減

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
、
次
の

と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

基
礎
控
除
額
の
33
万
円
以
下
の
人

…
８
・
５
割
軽
減
さ
れ
、
７
３
５

５
円

②
①
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

で
、
か
つ
当
該
世
帯
の
被
保
険
者

全
員
、
年
金
収
入
80
万
円
以
下

（
そ
の
他
各
種
所
得
が
０
円
）
の

人
…
９
割
軽
減
さ
れ
、
４
９
０
３

円
③
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

「
基
礎
控
除
額
33
万
円
＋
24
万
５

０
０
０
円
×
被
保
険
者
の
数
（
被

保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
を
除
く
）」

以
下
の
人
…
５
割
軽
減
さ
れ
、
２

万
４
５
１
８
円

④
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

「
基
礎
控
除
額
33
万
円
＋
35
万

円
×
被
保
険
者
の
数
」
以
下
の
人

…
２
割
軽
減
さ
れ
、
３
万
９
２
２

８
円

■
所
得
割
額
の
軽
減

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
被
保

険
者
の
所
得
が
58
万
円
以
下
、
た
だ

し
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の

収
入
が
２
１
１
万
円
以
下
の
人
に
つ

い
て
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

■
そ
の
他
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保

険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

問
合

▽
制
度
全
般
に
つ
い
て
…
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

（
蕁
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）、

▽
保
険
料
納
付
な
ど
…
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）

所得割額
被保険者の所得
×9.34％

被保険者均等割額
被保険者 1人当たり

49,036 円

保険料（年額）
（限度額 50万円）

4,903 円

7,355 円

24,518 円

39,228 円

9割

8.5 割

5割

2割

世帯の
総所得
金額等

（33万円＋35万円×被保険者の数） まで
基礎控除額

基礎控除額
（33万円＋24.5 万円×被保険者数） まで

被保険者である
世帯主を除く

所得の判定区分

基礎控除額
33万円まで

当該世帯の被保険者
全員の各所得

※ただし、公的年金等控除額は
80万円として計算する

0円

0円で
ない

同一世帯内
の被保険者
と世帯主

軽減
割合

軽減後の
被保険者
均等割額
（年額）

■平成 22年度・23年度の保険料計算式

■保険料軽減措置に関する所得条件など

※(A) …被保険者の所得は、年金収入のみの人で、その年金収入が 330
万円未満の場合は、年金収入額から公的年金等控除額の 120 万円と基礎
控除額の 33 万円を引いた金額となります。この額がマイナスになる場
合は 0 円です。ただし、遺族年金などの非課税年金は、年金収入額には
含みません。

※(A)

＝ ＋

保
険
料
率
が改
定
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

平
成
22
年
度

か
ら

「自分たちの街をきれいに！」をスローガンに、5月30日の
「ごみゼロの日」に合わせ、今年も市内の一斉清掃、「ごみゼロ
大作戦」を次のとおり行います。一人でも多くの市民、事業
者の皆さんのご参加をお願いします。
実施日時 5月30日豸 午前8時から2時間程度
※当日、雨天の場合は6月6日豸に順延。ただし小雨決行

清掃場所 私有地以外の公共の場所、および側溝
※清掃用具は、各人、各団体でご用意ください。
申込 参加いただく市民・団体には、市からごみ袋、および
土砂回収用の土のう袋10枚程度と実施要領を配布。4月30日
貊までに生活環境課へ
問合 生活環境課（市役所1階3番窓口）

5月30日豸 ごみゼロ大作戦実施
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介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
次
の
要

件
Ａ
や
要
件
Ｂ
に
該
当
す
る
場
合
、

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
の
要
件
Ａ

次
の
①
〜
⑤
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
保
険
料
の
段
階
が
第
３
段
階
の
人

で
、
申
請
日
時
点
で
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
の
人

②
世
帯
主
お
よ
び
す
べ
て
の
世
帯
員

の
前
年
中
の
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
、
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税
収

入
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
金
額
、

ま
た
、
事
業
所
得
な
ど
の
収
入
で

売
上
原
価
な
ど
の
必
要
経
費
が
あ

る
収
入
に
つ
い
て
は
、
必
要
経
費

を
控
除
し
た
後
の
金
額
の
合
計
が

次
の
額
以
下
で
あ
る
人

▽
１
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
１
１
１
万
円
以
下

▽
２
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
１
５
７
万
円
以
下

▽
３
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
２
０
３
万
円
以
下

以
降
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
46
万
円
を
加
算
す
る
。

③
所
得
税
・
市
民
税
の
扶
養
控
除
に

お
い
て
、
ま
た
健
康
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
に
お
い
て
他
の
世
帯
の

被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
人

④
世
帯
全
員
が
、
現
に
居
住
し
て
い

る
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
に
資
産

を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、

現
に
居
住
し
て
い
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
裃
（
約
60
坪
）
を

超
え
て
い
な
い
人

⑤
世
帯
全
員
の
銀
行
預
金
な
ど
の
元

本
合
計
が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ

る
人

対
象
者
の
要
件
Ｂ

介
護
保
険
給
付

に
お
い
て
、
食
費
・
居
住
費
の
特
例

減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
人

減
免
期
間

減
免
申
請
書
の
受
付
月

か
ら
当
該
年
度
の
３
月
分
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
仮
算
定
期
間

の
た
め
保
留
し
、
７
月
に
決
定

減
免
額

今
の
段
階
の
保
険
料
を
１

段
階
下
の
保
険
料
に
減
額

申
請

高
齢
介
護
課
の
窓
口
備
え
付

け
の
保
険
料
減
免
申
請
書
・
銀
行
な

ど
の
調
査
同
意
書
・
収
入
申
告
書
・

資
産
等
申
告
書
の
ほ
か
、
世
帯
全
員

の
銀
行
預
金
通
帳
な
ど
・
本
人
の
印

鑑
・
介
護
保
険
証
・
健
康
保
険
証
、

世
帯
全
員
の
給
与
証
明
書
や
年
金
の

支
払
通
知
（
源
泉
徴
収
票
）
な
ど
の

前
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
の
う
え
、
高
齢
介
護
課
へ

な
お
、
こ
の
減
免
以
外
に
失
業
や

災
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
保
険
料
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
介
護
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合

高
齢
介
護
課
保
険
料
係
（
市

役
所
１
階
８
番
窓
口
）

史的なまちなみや文化の保全にかけるまちづく
り活動について、より多くの人により深く関心
をもってもらおうと、「第9回浜街道まつり」が

次のとおり開催されます。
日時 5月23日豸 午前10時～午後4時
場所 浜街道周辺（東港町・神明町・本町）
出展者・音楽部門出演者募集
浜街道まつりでは、歴史的家屋や倉庫をお借りし、地域に
お住まいの皆さんの手作りで、懐かしの生活民具展、町家説
明、子ども昔遊び、街角ギャラリー、アートクラフト展や手

作りショップ出展販売、ミュージックストリートなどの催し
が行われます。このまつりに出展、または出演いただける皆
さんを次のとおり募集します。
出展規定　①出展品は、オリジナル・手作り品に限る。ただ
し、販売をする場合は、浜街道まつりの主旨にそぐわない品
はお断りする場合あり　②電源、水道はなし　③発電機の持
ち込みは不可　④当日商品の搬入は、午前8時から9時とし、
搬入の後ただちに車両を撤去すること　⑤終了後、ごみは持
ち帰ること　⑥出展の許可は「許可証」の発行による　⑦参
加費として2000円要
出演者要領 ①のこぎりホールおよび街角（野外）で演奏し
ていただける人を募集　②ジャンルは不問。ただし浜街道ま
つりの主旨にそぐわない場合は、お断りする場合あり　③出
演ステージに限りがあるため、先着5グループ
申込 いずれも4月19日豺までに浜街道まつり実行委員会事
務局（市役所2階まちづくり政策課内）へ
なお、4月19日豺午後2時からのこぎりホール（東港町7ー
26）にて出店者・出演者への説明会を開催します。
問合 浜街道まつり実行委員会事務局（市役所2階まちづく
り政策課内）

浜街道まつり
開催

浜街道まつり第
９
回

開催

5/23
日

蜷後期高齢者医療制度の保険料率改定／ごみゼロ大作戦／
浜街道まつり開催／介護保険料減免制度

65 歳以上の介護保険料の

対象の人は、申請により
保険料が減額されます。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
特
定
非
営
利
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
市
民
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
、
公
募
に
よ
る
補
助
制
度
を
平

成
21
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
）
に
実
施
す
る
事
業
を
対
象
に
、

こ
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

団
体
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
市

民
活
動
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）

①
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

②
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

で
、
構
成
員
の
２
分
の
１
以
上
が

市
民
（
在
勤
、
在
学
含
む
）
で
あ

る
こ
と

③
市
か
ら
直
接
他
の
補
助
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

④
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
て
い
な
い
こ
と

審
査

５
月
30
日
豸
予
定
の
応
募
団

体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
市
民
活
動
に
関
す
る
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

が
総
合
的
に
評
価
。
な
お
、
補
助
金

の
交
付
決
定
は
６
月
上
旬
を
予
定

申
込

企
画
調
整
課
、
ま
た
は
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
の
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
４
月
30
日
貊
ま
で

に
、
企
画
調
整
課
に
直
接
提
出
（
郵

送
不
可
）。
な
お
申
請
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能昨

年
度
の
助
成
団
体
に
よ
る

報
告
会
を
開
催

平
成
21
年
度
の
助
成
団
体
に
よ
る

事
業
報
告
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
団
体
や
、
申
請
を
お
考
え
の
団

体
の
皆
さ
ん
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
昨
年
度
の
助

成
団
体
と
そ
の
事
業
内
容
を
左
表
に

示
し
ま
す
。

日
時

４
月
18
日
豸

午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」

へ
の
寄
付
に
ご
協
力
を

こ
の
補
助
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
と
原
則
同
額
を
市
も
積
立

て
て
い
る
「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う

基
金
」
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、

寄
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

　　　　　　活動支援
設立後 2年以上の団体

団体がこれまで行ってきた活動の
拡充を図る事業または活動の発展
を目的に次の一歩として新たに行
う事業

補助対象経費の総額から補助対象
事業に係る収入の額を控除した額
の 2分の 1または 50万円のいず
れか低い方を上限とします。
事業内容を審査したうえで、予算
の範囲内で補助金を決定します。
（同一団体につき 3回まで）
※継続して補助を受けようとする
場合でも、年度ごとに申請し、審
査を受ける必要があります。

対象団体

　

対象事業

補助金額

　　　　　　初期支援
設立後 2年未満の団体

団体の自立を促進し、活動を軌道
にのせるための事業

補助対象経費の総額から補助対象
事業に係る収入の額を控除した額
の 2分の 1または 30万円のいず
れか低い方を上限とします。
事業内容を審査したうえで、予算
の範囲内で補助金を決定します。
（同一団体 1回限り）

助成制度の概要

申請書の提出日を基準日とする
泉大津市民が受益者となり得る公益的な事業
公益的な事業とは、「特定非営利活動促進法（NPO法）に定める 17
分野に該当する事業」をいいます。（注）
なお、構成員のみを対象とした共益的な事業は対象外となります。

①保健、医療または福祉の増進を図る活動
②社会教育の推進を図る活動
③まちづくりの推進を図る活動
④学術、文化、芸術又はスポーツの振興を
　図る活動
⑤環境の保全を図る活動
⑥災害救助活動
⑦地域安全活動
⑧人権の擁護または平和の推進を図る活動
⑨国際協力の活動
⑩男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
⑪子どもの健全育成を図る活動
⑫情報化社会の発展を図る活動
⑬科学技術の振興を図る活動
⑭経済活動の活性化を図る活動
⑮職業能力の開発または雇用機会の拡充を
　支援する活動
⑯消費者の保護を図る活動
⑰前各号に掲げる活動を行う団体の運営また
　は活動に関する連絡、助言または援助の活
　動

「特定非営利活動促進法（NPO法）に
定める 17分野に該当する事業」

（注）

団
体
の
自
発
的
な
非
営
利
活
動
を
応
援
す
る
「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」。
設
立
後
2
年
以
上
の
団
体
へ

は
、
活
動
支
援
金
と
し
て
上
限
50
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
設
立
が
2
年
に
満
た
な
い
団
体
へ
も
上
限
30
万
円

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
事
業
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

朗読ボランティア
「泉大津あめんぼ」
泉大津おやこ劇場

ひまわり大作戦
実行委員会
北豊中パークの会
精神保健福祉ボラン
ティア「はなみずき」

朗読ボランティア養成講座
のための学習会事業
一日まるごと
舞台芸術鑑賞会事業
ひまわり大作戦 2009 事業

豊中北公園の花壇設営事業
精神保健福祉ボランティア
養成講座開催事業

主な事業交付団体名
（参考）H21年度 特定非営利活動支援補助金 交付団体

特
定
非
営
利
補
助
金
の
申
請
団
体
を
募
集

23 広報いずみおおつ　平成22年4月号

市
で
は
、「
出
前
講
座
」
と
題
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
、

聞
い
て
み
た
い
と
い
う
本
市
の
施
策

や
事
業
、
制
度
の
仕
組
み
な
ど
を
、

担
当
の
職
員
が
指
定
の
場
所
に
出
向

き
、
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
の
出
前
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
を
大
幅
に
増
や
し
、
左
表
の

と
お
り
全
44
項
目
ご
用
意
し
ま
し

た
。出

前
講
座
を
受
講
で
き
る
の
は
、

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
、
お
お
む
ね
10
人
以

上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。
１
講

座
当
た
り
お
よ
そ
90
分
以
内
で
、
実

施
場
所
は
原
則
市
内
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
手
配
や
準
備
は
申
し
込
ん
だ

人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み
は
開
催
の
約

３
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
、
も
し
く

は
直
接
窓
口
に
て
担
当
課
へ
お
願
い

し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
詳
細

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
担
当
課
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た

は
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
き
や
、
政
治
・
宗
教
・
営

利
・
陳
情
・
要
望
を
目
的
と
し
た
催

し
な
ど
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

は
出
前
講
座
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

講座メニュー 担当課
自転車のめいわく駐車対策について 土木課
都市計画による「街路」の整備について 街路課
南海本線の高架化事業について 街路課
みんなで育てる地域の公園 みどり推進室
泉大津市のまちづくりの変遷と
　泉大津市都市計画マスタープランについて まちづくり政策課
泉大津の景観まちづくりについて まちづくり政策課
泉大津市がんばろう基金、
　特定非営利活動支援補助事業について 企画調整課
選挙制度の豆知識 選挙事務局
統計調査にご協力を！ 情報システム室
市税のしくみ 税務課
情報公開請求について 総務課
個人情報開示請求について 総務課
家を建てるときの手続き及び
　チェックポイントについて まちづくり政策課
木造住宅の耐震診断・改修補助制度について 建築住宅課
水道事業について 水道業務課・水道工務課
公共下水道について 下水道整備課
悪質商法などに関する消費者問題について 産業政策課
諸証明の申請・発行について 市民課
墓地の諸手続きについて 市民課
人権研修 (講座 ) 人権啓発課
男女共同参画研修 (講座 ) 人権啓発課
ごみ減量・分別のための出前講座 生活環境課
労働問題について 労働政策課
就労相談について 労働政策課
市民協働について 労働政策課
認知症予防について 健康推進課
肝臓がんの予防について 健康推進課
乳幼児の健康・育児について 健康推進課
介護保険制度 高齢介護課
長寿（後期高齢者）医療制度 高齢介護課
出張「介護予防（健康づくり）講座」 高齢介護課
高齢者福祉の現状とサービスについて 高齢介護課
メタボリックシンドロームについて 保険年金課
子育て支援講座 児童福祉課
障害福祉を理解しよう
（共に生きる社会をめざして） 障害福祉課
「いのち」のリレー出前講座 市立病院総務課
国際交流事業について 企画調整課
フカキ人材育成事業について 企画調整課
学校教育について 指導課
公立幼稚園について 指導課
泉大津市の歴史、文化財について 生涯学習課
防災出前講座 危機管理課
防火講演 消防本部
消火・避難訓練 消防本部

ま
ち
づ
く
り

く
ら
し

健
康
・
福
祉

教
育
・
文
化

防
災

わかりにくい市の事業…この制度の仕組みに
ついて、もっと詳しく知りたい…　でも、役所
に出向く時間はないし…。
そんなご要望にお応えするのが、全44項目の

「出前講座」です。担当の職員が、市民の皆さん
の「ご注文」に応じて、講座を迅速に「出前」
いたします。市内在住・在勤・在学の10人以上
のグループであれば、どなたでもお申し込みい
ただけます。ぜひ、ご活用ください。

市職員による、市施策などの解説講座です

内容ぎっしりの講座をお届けします！

蜷出前講座



平成22年度 母子保健予定表（保存版）平成22年度　母子保健予定表（保存版）

乳 幼 児 健 診
◎ 保健センターで実施 ◎ 午後0時45分より開始。詳しい時間は個別に通知します。 受付場所：2階

◎ 医療機関で実施 ◎

よい歯を育てる会（歯科健診）

※この表は、平成22年4月から平成23年3月までのものです。
なお、天候などにより中止する場合がありますので、事前に保健センターへお問い合わせください。

藺府下の診療所・病院で、一般健康診査を受けることができます。
藺母子手帳添付の受診票に必要事項を記入して受診してください。

平成22年度 母子保健予定表（保存版）

持物：母子手帳・問診票（記入して）・オムツやミルク（必要な人）◆4か月児健診

H21年
12月1日～
12月20日生

4月28日

6月1日～
6月20日生

10月27日

1月11日～
1月31日生

5月26日

7月11日～
7月31日生

11月24日

2月1日～
2月20日生

6月23日

8月1日～
8月20日生

12月22日

2月21日～
3月10日生

7月8日

8月21日～
9月10日生

1月13日

3月11日～
3月31日生

7月28日

9月11日～
9月30日生

1月26日

4月1日～
4月20日生

8月25日

10月1日～
10月20日生

2月23日

4月21日～
5月10日生

9月9日

10月21日～
11月10日生

3月10日

5月11日～
5月31日生

9月22日

11月11日～
11月30日生

3月23日

H21年
12月21日～
Ｈ22年
1月10日生

5月13日

6月21日～
7月10日生

11月11日

持物：母子手帳・50円切手・問診票（記入して）

H20年9月
1日～20日生

4月8日

3月1日～
3月20日生

10月14日

10月11日～
10月31日生

5月11日

4月11日～
4月30日生

11月9日

11月1日～
11月20日生

6月8日

5月1日～
5月20日生

12月9日

11月21日～
12月10日生

6月10日

5月21日～
6月10日生

12月14日

12月11日～
12月31日生

7月21日

6月11日～
6月30日生

1月19日

H21年1月
1日～20日生

8月5日

7月1日～
7月20日生

2月8日

1月21日～
2月10日生

8月19日

7月21日～
8月10日生

2月10日

2月11日～
2月28日生

9月14日

8月11日～
8月31日生

3月8日

9月21日～
10月10日生

4月13日

3月21日～
4月10日生

10月21日

H18年
9月生

4月
20日

10月生

5月
18日

11月生

6月
15日

12月生

7月
14日

H19年
1月生

8月
31日

2月生

9月
15日

3月生

10月
19日

4月生

11月
16日

5月生

12月
21日

6月生

1月
18日

7月生

2月
15日

8月生

3月
15日

持物：母子手帳・お茶・歯ブラシ・50円切手・筆記用具◆2歳児歯科健診

H20年
4月生

4月
27日

5月生

5月
25日

6月生

6月
22日

7月生

7月
27日

8月生

8月
24日

9月生

9月
28日

10月生

10月
26日

11月生

11月
30日

12月生

12月
3日

H21年
1月生

1月
25日

2月生

2月
22日

3月生

3月
22日

◆乳児一般健康診査（生後1か月ごろ）

藺生後9か月から1歳の誕生日までに受けてください。（生後10か月すぎごろが最適です）
藺4か月児健診でお配りしています後期健診問診票に必要事項を記入して受診してください。

◆乳児後期健診（生後9か月～1歳未満）

藺診療所などで、診察・血液検査などの診査を受診できます。

◆妊婦健康診査

受付時間：午後1時～1時30分 場所：保健センター

持物：母子手帳・お茶・歯ブラシ・50円切手・筆記用具◆2歳6か月児歯科健診

H19年
10月生

4月
22日

11月生

5月
27日

12月生

6月
24日

H20年
1月生

7月
22日

2月生

8月
26日

3月生

9月
30日

4月生

10月
28日

5月生

11月
25日

6月生

12月
16日

7月生

1月
27日

8月生

2月
24日

9月生

3月
24日

対
象
実
施
日
対
象
実
施
日

◆1歳6か月児健診

持物：母子手帳・尿・問診票（記入して）・視聴覚アンケート（記入して）

対

象
実
施
日

◆3歳6か月児健診

対

象
実
施
日

対

象
実
施
日

対
象

実
施
日

対
象

実
施
日

◎府外で受診した場合は、支払った健診料に対して一定額の助成があります。保健センターまでお問い合せください。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

１

育 児 相 談

個別通知はありません。
受付時間：前半…午後0時45分～1時 後半…午後1時30分～1時45分

いずれかの時間でお越しください。
場所：保健センター 持物：母子手帳・オムツやミルク（必要な人）

対
象
実
施
日

◆7か月児育児相談

H21年
8月生

4月
6日

9月生

5月
19日

10月生

6月
1日

11月生

7月
6日

12月生

8月
3日

H22年
1月生

9月
7日

2月生

10月
5日

3月生

11月
2日

4月生

12月
7日

5月生

1月
11日

6月生

2月
1日

7月生

3月
1日

（診察はありません）

育 児 教 室

妊娠、出産、育児に関する学習と仲間づくりを行っています。
日程：保健センターにお問い合わせください
時間：午後1時～3時30分ごろ
場所：保健センター
対象：妊婦とそのパートナーまたは家族

◆たまごくらす（両親教室）

離乳食のポイントや作り方、メニューなど栄養士がお話します。
受付時間：午後1時15分～1時30分
場所：保健センター3階
持物：母子手帳・オムツやミルク（必要な人）

◆ベビーCooking（離乳食講習会）

①
②
③
④

妊娠中の歯の話・栄養の話など
妊娠中の生活・お産の経過や先輩ママとの交流会など
マタニティークッキング（希望者のみ） ※要材料費
赤ちゃんとの生活・沐浴（もくよく）体験など

H21年
11月生

4月
19日

12月生

5月
17日

H22年
1月生

6月
21日

2月生

7月
26日

3月生

8月
23日

4月生

9月
27日

5月生

10月
18日

6月生

11月
15日

7月生

12月
20日

8月生

1月
17日

9月生

2月
21日

10月生

3月
14日

離乳食や幼児食など、食に関する心配事の相談や食のアドバイスを
行っています。

時間：午後1時30分～3時30分
場所：保健センター2階 調理実習室

◆ほっとひと息まんま（食のサロン）

4月

6日

5月

19日

6月

1日

7月

6日

8月

3日

9月

7日

10月

5日

11月

2日

12月

7日

H23年
1月

11日

2月

1日

3月

1日

日程：７か月児育児相談と同じ（上記参照）
受付時間：午後2時30分～3時（予約は必要ありません）
場所：保健センター 持物：母子手帳・オムツやミルク（必要な人）
対象：就学前の子ども

◆乳幼児育児相談会

（身体計測・相談）

乳幼児の栄養に関しての相談を行います。
日時：第3火曜日 午前9時30分～11時

◆栄養相談（予約制）

乳幼児の歯に関しての相談を行います。
日時：第3火曜日 午前9時30分～11時

◆歯科相談（予約制）

乳幼児の発達に関しての相談を行います。◆発達相談（予約制）

実
施
日

電話での育児相談も行っ
ています。お気軽にご相
談ください。
月～金曜日
午前9時

～午後5時15分

予約制

対
象
実
施
日

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
取
り
外
し
て
ご
利
用
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だ
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母子
健康
手帳

問合 保健センター 泉大津市宮町2ー25 蕁蕁33・818133・8181

月齢に応じて親子で集える広場を開催しています。お気軽にご参加ください。

子 育 て 広 場

時間：午前10時～11時30分
場所：保健センター3階
対象：生後1か月～8か月児未満の親子
持物：母子手帳・オムツやミルク（必要な人）
内容：親子の交流・計測（必要な人）・育児相談

◆ぴよぴよくらぶ

助産師や保健師がご自宅にお伺いし、親子の健康管理や育児相談を行います。

訪 問 指 導

母子健康手帳の発行を市民課（市役所1階4番窓口）と、保健センターで行っています。
窓口で妊娠届出書とアンケートの記入をしていただきます。
代理の人でも結構ですが、できるだけご本人がお越しください。

受付日：月～金曜日（祝日を除く）
受付時間：午前9時～午後5時15分
場所：市民課（市役所1階4番窓口）か保健センター窓口

母 子 健 康 手 帳 発 行

対象：妊婦・産婦（産後1年未満）
申込：電話で予約してください

◆妊婦・産婦訪問指導

対象：生後28日以内のお子さんとその家族
申込：母子手帳のとじ込みはがき「出生連絡票」（新生児訪問依頼票）

を郵送または電話で予約してください

◆新生児訪問指導

対象：乳児・幼児のお子さんとその家族
申込：電話で予約してください

◆乳幼児訪問指導

4月

6日

5月

休み

6月

1日

7月

6日

8月

3日

9月

7日

10月

5日

11月

2日

12月

7日

H23年
1月
休み

H23年
1月
休み

2月

1日

3月

1日

実
施
日

時間：午後2時30分～4時
場所：保健センター3階
対象：生後7か月～1歳未満の親子
持物：母子手帳・オムツやミルク（必要な人）
内容：親子の交流・育児相談

◆赤ちゃん広場

時間：午後2時30分～4時
場所：保健センター3階
対象：1歳～3歳児の親子
持物：オムツやお茶（必要な人）
内容：親子の交流・育児相談

◆1・2・3のみんなの広場

4月

6日

5月

休み

6月

1日

7月

6日

8月

3日

9月

7日

10月

5日

11月

2日

12月

7日

2月

1日

3月

1日

実
施
日

4月

8日
13日
20日

5月

11日
18日

6月

8日
10日
15日

7月

休み

8月

休み

9月

14日

10月

14日
19日

11月

9日
16日

12月

9日
14日
21日

H23年
1月

18日

2月

8日
10日
15日

3月

8日
15日

実
施
日

問合 保健センター 泉大津市宮町2ー25 蕁33・8181

タッチケア（赤ちゃんマッサ
ージ）も行っています。
お気軽にご参加ください。
午前10時30分～11時

地域の主任児童委員さんや
子育て相談員や保健師などが
いっしょに参加しています。

地域の民生児童委員さん
や家庭サポーターさん、
子育て相談員がいっしょ
に参加しています。

特定不妊治療費を一部助成

特定不妊治療費を一部助成しています。詳しくは保健センターまでお問い合せください。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
平
成
22
年
度
母
子
保
健
予
定
表
）
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BCG

◎ 保健センターで実施 ◎ 受付時間：午後1時30分～2時30分 受付場所：2階

◎ 保健センターで実施 ◎ 受付時間：午後1時30分～2時30分 受付場所：2階

予 防 接 種

◎ 医療機関で実施 ◎

《予防接種の間隔》

ポリオ 麻しん
風しん

27日

27日

6日

Ⅰ期初回 生後3か月～90か月(7歳半)未満
Ⅰ期追加 生後3か月～90か月(7歳半)未満
（Ⅰ期初回の3回目接種後、1年～1年半以内）

Ⅱ期追加(2種混合) 小学6年生(Ⅰ期終了した人)

Ⅰ期(1回目) 生後12か月(満1歳)～24か月(2歳)未満
Ⅱ期(2回目) 小学校入学前の1年間（※4月1日～3月31日の間）

平成20年4月からの5年間の時限措置（問診票は個別通知）
Ⅲ期：平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ
Ⅳ期：平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ
※麻しんまたは風しんにかかった人は主治医にご相談ください

Ⅰ期(基礎免疫)初回 生後36か月(満3歳)～90か月(7歳半)未満
Ⅰ期(基礎免疫)追加 生後36か月(満3歳)～90か月(7歳半)未満
（Ⅰ期初回の2回目接種後、約1年間隔をあける）
Ⅱ期(追加接種：4回目) 満9歳～12歳
※日本脳炎については、現在のところ積極的な勧奨は行っていま
せん。

◆三種混合（DPT）
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

◆二種混合（DT）
（ジフテリア・破傷風）

◆麻しん風しん混合
（MRワクチン）

◆日 本 脳 炎

3回 20～56日

1回

1回

1回
1回

1回

2回 6～28日

1回

1回

予防接種名 対象年月齢 回数 間隔

藺予防接種取り扱い医療機関にて、無料で受けることができます。（縱ページ参照）
藺１年を通じて接種できるので、接種対象の月・年齢に達したら受けてください。
※月・年齢は予防接種を受ける日の満年齢です。

例：平成15年4月1日誕生日の子どもが、三種混合 ○平成22年9月30日
（7歳半未満まで接種可能）の予防接種を受ける場合。 ×平成22年10月1日

持物：母子手帳
※問診票は各医療機関に備えています。

対象：生後3か月～90か月（7歳半）未満
41日以上の間隔をあけて2回服用（例：春1回→秋1回 計2回）

持物：母子手帳・ポリオ予防接種予診票
※ポリオ予防接種予診票は、保健センターにも用意しています。

◆ポリオ

実
施
日

春 …4月21日・22日・26日・27日・5月7日・10日

秋 …10月7日・8日・13日・20日・26日・28日

対象：生後6か月未満
望ましい接種期間は生後3～6か月未満です。
生後6か月を過ぎた場合は保健センターでは接種できません。

持物：母子手帳・BCG予防接種予診票
※BCG予防接種予診票は、保健センターにも用意しています。

◆BCG予防接種

4月

23日

5月

28日

6月

25日

7月

5日
23日

8月

27日

9月

6日
24日

10月

ー

11月

8日
26日

12月

20日

2月

25日

H23年
1月

28日

3月

7日
25日

実
施
日

不活化ワクチン生ワクチン
日本脳炎

6日

二種・三種
混 合

藺お子さんの体の調子が良いときに受けましょう。

藺個別通知はいきません。問診票は、医療機関や保

　健センターにあります。

藺受け方の分からないとき、心配のあるときは、主

　治医または保健センターにお問い合わせください。

注　　　事　　
　　意　　　項

予　　　接　　
　　防　　　種

こ
の
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ー
ジ
は
、
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し
て
ご
利
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だ
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平成22年度　成人保健予定表（保存版）平成22年度　成人保健予定表（保存版）
各　種　健（検）診
※この表は、平成22年4月から平成23年3月までのものです。
　また、天候などの都合により中止になる場合がありますので、保健センターへお問い合わせください。
※各種健（検）診は、それぞれ1月から12月までの間に1回受けることができます。
※各種健（検）診を受ける際には、医療保険証や運転免許証などの住所・氏名・生年月日などを確認できるも
のと自己負担分をご持参ください。

平成22年度　成人保健予定表（保存版）

健(検)診名

胃・大腸・
肺がん検診
（レントゲン
または

らせんCT）

大腸がん検診

子宮がん検診

乳がん検診

前立腺
がん検診

成人歯科健診

骨粗鬆症検診

肝炎ウイルス
検診

健康診査

対象者
（※1）

40歳以上の市民
（らせんCTは、
ヘビースモーカー
の市民対象）

40歳以上の市民

20歳以上39歳以
下の女性市民は
2年に1回の受診
（H22は西暦で偶
数年生まれの人)

(※4）

40歳以上の
女性市民は
毎年受診可

40歳以上の
女性市民

（毎年受診可）

50歳以上の
男性市民

40・45・50・
55・60・65・
70歳の市民

40・45・50・
55・60・65・
70歳の女性市民

①昭和45年生
（40歳）

②昭和7年～
昭和44年生で
過去8年間に
受診機会を
逃した人

昭和46年4月1日
～平成7年3月31
日生まれの市民

自己負担額
（※2）

胃500円
大腸
500円
肺（レン
トゲン）
500円
肺

（らせんCT）
1000円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

無料

1000円

実施場所

保健
センター

市内の
医療機関
（3頁参照）

市内の
産婦人科
（3頁参照）

うえにし
乳腺消化
器クリニ
ック

保健
センター

市内の
医療機関
（3頁参照）

市内の
歯科医院
（4頁参照）

保健
センター

市内の
医療機関
（3頁参照）

保健
センター

予約開始
（※3）

4/14貉
午前9時
から

8/2豺
午前9時
から

予約が必要
な病院で
受診する
場合は、
随時病院に

予約

随時、
病院に
予約

4/14貉
午前9時
から

8/2豺
午前9時
から

4/14貉
午前9時
から

予約不要

実施日

6月4日貊・6日豸、
7月29日貅

※7月29日貅の肺がん
検診はレントゲンのみ

10月15日貊・17日豸、
11月4日貅

※11月4日貅の肺がん
検診はレントゲンのみ

通年

通年

通年
（うえにし乳腺消化器ク
リニック：蕁33-0724）

5月14日貊、
6月16日貉・28日豺、
7月9日貊・22日貅

9月8日貉・30日貅、
10月18日豺、

11月17日貉、12月2日貅

通年

通年

5月7日貊・23日豸、
6月17日貅、

7月1日貅・13日貂

通年
（受診票に有効期限記載）
※受診票は、対象者①の
人と、対象者②で保健セ
ンターまでお問い合わせ
された人に発行します。

6月4日貊・6日豸、
10月15日貊・17日豸

受付:午前9時～11時30分

内容

問診・胃部X線検査・便潜
血反応検査・胸部レントゲ
ン撮影、または胸部らせん
CT撮影
必要な人は喀痰検査（無料）
※検診は、午前のみ。また
それぞれ単独でも受診可
（らせんCTを単独で受け
る人は、午後）

問診・便潜血反応検査

問診・頸部内診・細胞診
必要な人は子宮体部検診
（別途500円必要）

問診・視診・触診および
マンモグラフィ
※検診は午前・午後

血液検査

口腔内（歯および歯ぐきな
ど）の状態のチェック

骨密度測定
※検診は午後のみ

問診・血液検査
持ち物：肝炎ウイルス検診
受診票

問診・身体計測・血圧測定
・検尿・血液検査
持物：医療保険証

（※1）対象者の年齢は平成22年12月31日現在での年齢です。平成23年1月から、平成23年12月31日現在の年齢に変わります。
（※2）生活保護受給者は自己負担金が免除になります。健(検)診当日に生活保護受給証明書をお待ちください。
（※3）予約の必要な検診については、定員になりしだい予約受付を終了します。
（※4）子宮がん検診の対象者は、平成23年1月から西暦で奇数年生まれの人に変わります。

かくたん

けい

こうくう

こつそしょうしょう

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
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り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

１

※詳細については、
毎月の広報いずみおおつで
ご確認ください。

問合　保健センター
　泉大津市宮町2̶25
　蕁 3 3・8 1 8 1

健　康　相　談

健　康　教　育

和
泉
府
中
駅

泉
大
津
駅

松
ノ
浜
駅

市役所 市立
病院

総
合

体
育
館

消
防

出
張
所

泉大津
高校

条南
小学校

JA泉北
西部

古池
公園

国
道
26
号
線

府
道
堺
阪
南
線
（
旧
国
道
26
号
線
）

至
大
阪

至
和
歌
山

N

保健センター保健センター保健センター

保健センター
保健センター
保健センター

健　康　相　談

栄養相談(予約制)

歯科相談(予約制)

毎週火・金曜日
第3火曜日
第3火曜日

午前9時～正午
午前9時30分～11時
午前9時30分～11時

日　　　　　　時 場　　所内　　　容

年齢によって受ける健診が違います。あなたは、今年何歳になりますか？

年齢

16～39歳

40～74歳

75歳以上

持　物

・医療保険証・自己負担金

・医療保険証・特定健診受診券
・自己負担金

・医療保険証・健診受診券

問い合わせ先

保健センター(蕁33・8181)

各医療保険者

大阪府後期高齢者医療広域連合
(蕁06・4790・2028)

健診種類

健康診査

特定健診

健康診査

◆65歳以上の人は生活機能評価（介護予防健診）が受診できます。(要支援・要介護認定者は除く)
※市内医療機関で特定健診、後期高齢者健康診査と同時に受診できます。それぞれの保険証・受診券といっしょに介護保
険被保険者証をお持ちください。同時に受診すると生活機能評価の料金は無料です。

　(問合　高齢介護課介護予防係　蕁33・1131)
◆40歳以上の生活保護受給者は、市内医療機関で受診できます。（問合　保健センター　蕁33・8181）

「食と運動・健康応援講座」
～心と体の10歳若返り計画～

　いつもでも若々しく健康にいるためには、バランスの良い食生活と運動習慣は必須です！
　この機会にご自身の生活習慣を見直してみませんか!?
対象：食生活、運動習慣に関心のある市民（お子さまの参加はご遠慮願います）
場所：保健センター
定員：先着30名

① 6月30日貉
6月10日貅から

肥満
・運動指導士による運動
・栄養、健康についてのテ
ーマ別講義

・ランチタイム（栄養士の
手作りランチ弁当）

500円

② 9月29日貉
9月13日豺から

骨粗鬆症
・運動指導士による運動
・栄養、健康についてのテ
ーマ別講義

・ランチタイム（栄養士の
手作りランチ弁当）

500円

③ 11月30日貂
11月10日貉から
脳の活性化

・栄養、健康についてのテ
ーマ別講義

・運動指導士による運動

なし

④ 3月30日貉
3月10日貅から
心と体の若返り

・運動指導士による運動
・栄養、健康についてのテ
ーマ別講義

・ランチタイム（栄養士の
手作りランチ弁当）

500円

日程
申込開始
テーマ
内容

時間：午前
10時～午
後1時※③
は正午終了
参加費

※お一人につき、いずれか1回の参加となります。

その他の講座
・食に関する講座、運動に関する講座
・衛生委員会と共催の健康教育
など年間を通してさまざまな講座の開催を予定しています。

予約時期については、それぞれ異なり
ますので、毎月の広報をご確認のうえ
お申し込みください。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
平
成
22
年
度
成
人
保
健
予
定
表
）

２



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
平
成
22
年
度
成
人
保
健
予
定
表
）
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こ
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り
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し
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用
く
だ
さ
い
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男女がともに
自分らしく生きられるように…

コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。

考えよう・人権

ひと

共同
参画
きょうどうさんかく

貧
困
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

近
、
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
貧
困

に
つ
い
て
の
報
道
が
た
く
さ

ん
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
や
非
正
規
で
働
く
人
、

貧
し
い
親
の
子
ど
も
ほ
ど
受

け
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
保
育
園
の
園
長
の
話
。

就
職
を
す
る
た
め
の
面
接
に

着
て
い
く
ス
ー
ツ
を
買
う
お

金
が
な
か
っ
た
定
時
制
高
校

の
息
子
を
持
つ
母
子
家
庭
の

話
。
そ
し
て
、
収
入
が
不
安

定
な
母
親
と
二
人
で
暮
ら
す

私
立
女
子
高
校
生
は
、
生
活

が
苦
し
く
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

の
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
る

が
、
昨
年
、
２
万
数
千
円
の

教
科
書
代
が
払
え
ず
、
代
金

を
用
意
で
き
る
ま
で
の
２
か

月
間
、
教
科
書
な
し
で
授
業

を
受
け
、
と
な
り
の
友
人
に

見
せ
て
も
ら
っ
て
学
習
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
母
子
家
庭

で
生
活
保
護
を
受
け
な
が
ら

私
立
の
高
校
へ
通
っ
た
学
生

は
、
初
年
度
の
学
費
を
支
払

え
な
く
な
っ
て
、
滞
納
が
続

き
、
自
主
退
学
と
い
う
形
で

高
校
を
や
め
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
た
と
い
う
話
。
こ
う
い

っ
た
話
は
、
数
え
上
げ
れ
ば

き
り
が
な
い
。
こ
こ
に
は
、

世
界
２
番
目
の
経
済
大
国
と

い
う
豊
か
さ
の
実
感
は
な
い
。

昨
年
10
月
20
日
厚
労
省
が

２
０
０
７
年
度
の
日
本
の
貧

困
率
は
15
・
７
％
で
あ
る
と

初
公
表
し
た
。
ま
た
、
経
済

協
力
開
発
機
構
の
２
０
０
８

年
度
の
報
告
に
よ
れ
ば
日
本

の
貧
困
率
は
14
・
９
％
で
加

盟
30
か
国
中
27
番
目
と
い
う

悪
い
値
で
あ
る
。
一
人
親
家

庭
に
限
っ
て
み
る
と
、
貧
困

率
は
58
・
７
％
と
最
下
位
で
、

月
収
９
・
75
万
円
以
下
の
収

入
し
か
な
い
。
さ
ら
に
、
一

人
親
家
庭
の
87
・
６
％
（
平

成
15
年
）
が
母
子
世
帯
で
あ

る
。
こ
の
現
状
で
は
一
人
親

の
母
親
が
働
き
な
が
ら
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
の
に
は
非

常
な
困
難
が
と
も
な
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

貧
困
問
題
は
重
い
影
を
落
と

す
。
国
も
企
業
も
一
体
と
な

っ
て
こ
の
問
題
の
解
決
に
向

け
た
努
力
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
安
定
し
た
雇
用
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
を
は

じ
め
、
保
育
所
の
増
設
や
就

学
援
助
の
増
額
、
授
業
料
の

減
免
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
、

そ
し
て
、
国
が
保
障
す
べ
き

最
低
限
の
生
活
水
準
に
つ
い

て
、
広
く
国
民
的
な
合
意
を

目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
罪
は
な
い
。

一
日
も
早
く
貧
困
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
手
立

て
を
う
つ
こ
と
こ
そ
、
我
々

大
人
が
今
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

最

「泣かされる息子」
「男の子は泣いたらだめ」

「他の子にやられたら必ずやり返しなさい」

私は母にこう言われ続け、その教えを忠実に実行して大

きくなった。そして、大人になった今、映画の感動的なシ

ーンなど、泣きたい場面でも涙が出てこない自分の姿があ

る。私はもともと強い子ではなく、無理して母の教えを実

行していたのだが、それが自分の心にしみついてしまった

のだろう。そんな私が今は親となり、2歳の息子がいる。

児童館に行くと、子ども同士でおもちゃの取り合いになる

ことも多いのだが、息子は決まって泣かされる側。それも、

激しいやり取りをするわけでもなく無抵抗なまま泣いてし

まうのだ。でも、そんな息子を見ても私は怒る気になれな

い。私のように無理をさせたくないからだ。息子はよく笑

い、よく泣き、自分より小さい子にはとても優しい。私は

彼が、今の素直な気持ちを失わずにのびのびと成長し、優

しい大人になってほしいと思っている。

これは、ドーンセンター開館10周年記念のとき、ジェ

ンダーぷちエッセイを募集し優秀作品に選ばれた30代男

性の作品です。幼いころ、「女の子だから、しとやかにし

なさい」とか「男の子だから、泣いたらだめ」などと、だ

れもが一度は周りの大人から言われた経験があるのではな

いでしょうか。何気なく発する大人の言葉に、違和感を感

じる子どももいます。泣き虫男の子だって、やんちゃな女

の子だって大丈夫！

女・男という性別にとらわれることなく、自分らしくの

びやかに生きることのできる社会になるといいですね。
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泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真ととも
にお届けします。の話題まち

Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

3月3日、市内の各保育所ではひな祭りのお祝いが
行われました。
戎保育所では、園児たちが先生手作りの衣装に身
を包み、記念撮影を行いました。先生に着物を着せ
てもらい、男の子はお内裏様、女の子はおひな様に
なって2人1組で記念撮影。少しおすましした園児た
ちの顔がとても印象的でした。

市内の各保育所の桃の節句

な祭りをお祝い！ひ

2月23日、戎小学校で「いのちのリレー出前講
座」が開かれました。これは、性や妊娠・出産
の知識を子どもたちに正しく伝え、知ってもら
うことで、いのちの尊さを理解してもらおうと
いう取り組みで、市立病院の助産師が講師とな
って行われるものです。この日は5年生を対象に、
男女の違いや妊娠・出産について講義を受け、
実際の赤ちゃんと同じ重さの人形を抱っこなど
して、理解を深めていました。

戎小で市立病院助産師が性教育

剣に取り組んでいました真



2月15日、市では1月15日に若宮町の商店街で発生した火災
に際し、いち早く駆け付け、付近住民の避難誘導や安否確認な
どに当たるなど被害の軽減に寄与したとして、旭町自治会防災
部（田中代表）、KASUGA自主防災（川上代表）、菅原町自治会
災害対策委員会（村田代表）、田中町防災委員会（長谷川代表）、
若宮町自主防災組織（山野代表）の市内5防災組織に対して、
感謝状を贈りました。

若宮町商店街での火災時被害軽減に尽力

主防災組織の活躍に感謝状自

26

本市の友好都市であるオーストラリアのグレータージローン
市から、泉州国際市民マラソンに参加するため、男女2人のラ
ンナーが来日しました。2月21日の大会当日、スコット・ラン
トールさんは一般男子の部で見事1位、ジャドラ・コーリック
さんは、一般女子の部で3位になり、2人とも素晴らしい結果を
残しました。
2人は、マラソン大会に参加するほか、市内のホストファミ
リーのお宅に、それぞれホームステイしながら、日本の文化に
触れ、19日には神谷市長を表敬訪問、22日には結果報告に再
び市長を訪問し、親交を深めました。

豪州友好都市ランナーが泉大津にやってきた

ラソン大会で1位、3位と大活躍!!マ

3月10日、市地域子育て支援センターでは、犬との触
れ合いを通じ、心身を癒してもらおうと「ドッグセラピ
ー」を勤労青少年ホームで開催しました。
当日参加した25組の親子たちは、2頭の愛らしいセラ
ピー犬に大はしゃぎ。頭をなでるなどリラックスしたひ
とときを過ごしていました。

子育て講座「ドッグセラピー」開催

と触れ合いリラックス！犬

2月11日、普段は一般公開されていない国の登録有形
文化財、助松町の「田中家住宅」を、所有者のご協力に
より、特別公開しました。
当日は、雨まじりのあいにくの天気にも関わらず、多
くの市民が参加し、江戸時代の本陣建築を熱心に見入っ
ていました。

「田中家住宅」特別公開

の登録有形文化財を見学国

（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・
田中氏・長谷川氏・山野氏）田中氏・長谷川氏・山野氏）
（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・
田中氏・長谷川氏・山野氏）

ども棋士147人が熱い対局
第4回泉大津市こども将棋大会

2月14日、市民会館でこども将棋大会が開催され、市内の小
中学生ら147人が参加し、日本将棋連盟の坂口悟5段審判長の
もと、熱戦を繰り広げました。はじめは緊張気味だった子ども
たちでしたが、対戦が進むたびに、力強い一手を響かせていま
した。なお結果は、次のとおりです。（敬称略） 蜴小学生の
部　優勝…寺内悠貴（浜小5年）、準優勝…藤原直也（楠小5年）、
3位…小池孝明（条東小5年）、国本純矢（戎小6年） 蜴中学
生の部 優勝…谷東衛（東陽中2年）、準優勝・中嶌和樹（小津
中3年）、3位…寺田寛輝（誠風中2年）、渡邊大輝（東陽中1年）

子

條小5年生が取り組みを発表
第1回こども環境サミット

2月20日に、「こども環境サミット」が、府教育セン
ターで、府内7小学校と、5中学校が参加し開催されま
した。これは、府内の小中学校で、温暖化防止やエネル
ギー、リサイクルなどへの意識を高めるため2009年度
から始まった「環境教育推進事業」の一環で、本市から
は、昨年7月に校庭を全面芝生化した上條小学校5年生
が代表として参加し、学校で取り組んでいる環境学習に
ついて発表しました。サミットの最後には、「学校発エ
コ宣言」と題し、子どもたちが自分たちで実践できる活
動目標を披露しました。

上

ルザ通りがケヤキの並木道に
泉大津駅東から300ｍにケヤキ植樹

国からの経済対策臨時交付金をもって、市では泉大津
駅東側交差点から約300ｍの区間にケヤキを植樹しまし
た。ケヤキは、日本の代表的な広葉樹で若葉や紅葉が美
しい樹木です。 問合 みどり推進室（市役所2階）

ア
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人1団体が教育委員会追加表彰
教育委員会追加表彰者決まる

3月2日、平成21年度教育委員会追加表彰が行われ、学校ク
ラブ活動、社会教育および社会体育の場で功績のあった個人8
人と1団体が表彰されました。表彰者は、次のとおりです。（敬
称略）蜴学校クラブ活動功労者（個人）…山口雄貴、西浩輝、
東日出海、稲垣諒、高橋延晃（以上東陽中陸上競技部）、山根
七星（小津中） 蜴学校クラブ活動功労者(団体）…東陽中陸
上競技部男子駅伝チーム　蜴社会教育功労者（個人）…木村浩
之（公務員） 蜴社会体育功労者（個人）…後迫龍輝（上條小）

8

市内各幼稚園では、2月を中心に音楽会が開かれまし
た。戎幼稚園では、年少児はカスタネットや鈴でリズム
打ち、年中児はいろいろな打楽器による演奏、年長児は
有音程楽器を加え合奏に挑戦しました。特に歌では、子
どもたちが歌詞を意識して心を込めて歌っていました。
音楽会を訪れた保護者らは、子どもたちが楽しそうに
歌う姿に成長を実感し、目を潤ませていました。

これまでの練習の成果を披露

内の幼稚園で音楽会市



Q A&
こ ち らこ ち ら 消費生活相談室

し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
a smart consumer!

相談
事例

事
例
は
、
消
費
者
が
「
無
料
」
の

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
こ
と
に

よ
り
、
複
数
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
か

ら
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う

も
の
で
す
。

サ
イ
ト
内
の
利
用
規
約
を
確
認
す

る
と
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
登
録
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
複
数
の
出
会

い
系
サ
イ
ト
に
登
録
と
な
る
旨
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
サ

ク
ラ
」
と
思
わ
れ
る
人
に
よ
り
、
巧

妙
に
有
料
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘

導
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
実
で
頻
繁

に
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
さ
せ
ら

れ
、
メ
ー
ル
交
換
に
必
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入

し
、
高
額
な
代
金
が
発
生
し
た
の
で

す
。
だ
ま
さ
れ
て
ポ
イ
ン
ト
を
購
入

さ
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、「
サ
ク
ラ
」

の
存
在
を
証
明
す
る
の
は
困
難
で

す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
出

会
い
を
求
め
る
男
女
が
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
え

る
よ
う
に
す
る
な
ど「
出
会
い
の
場
」

を
提
供
す
る
サ
イ
ト
。
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、
携
帯
電
話
会
社
へ
の
通
信

料
、
サ
イ
ト
運
営
業
者
へ
の
利
用
料

を
支
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
利
用

料
は
ポ
イ
ン
ト
制
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
く
、
利
用
料
の
支
払
い
方
法

は
、
銀
行
振
り
込
み
、
コ
ン
ビ
ニ
決

済
、
電
子
マ
ネ
ー
、
カ
ー
ド
決
済
な

ど
か
ら
選
択
し
ま
す
。

ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
ー

漓
無
料
サ
イ
ト
（
無
料
の
懸
賞
サ
イ

ト
・
占
い
サ
イ
ト
・
着
メ
ロ
サ
イ

ト
な
ど
）に
安
易
に
登
録
し
な
い
。

ま
ず
、
利
用
規
約
の
確
認
を
！

滷
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
メ
ー
ル
が
届

い
て
も
、
安
易
に
連
絡
し
た
り
、

住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を

教
え
な
い

澆
「
ポ
イ
ン
ト
代
金
は
今
度
会
っ
た

と
き
に
払
う
か
ら
」「
直
接
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
後
で
教
え
る
」

な
ど
と
い
っ
た
、
出
会
い
・
交
際

に
期
待
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
甘
い

言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い

※
こ
の
ほ
か
、
消
費
生
活
に
関
す
る

こ
と
は
、
産
業
政
策
課
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４

時
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ゲ
ー
ム
や
占
い
な
ど
の
無
料
サ
イ
ト
に
は

安
易
に
登
録
せ
ず
、
必
ず
利
用
規
約
確
認
を

携帯の無料ゲームサイトに登録したら、頻繁に出会い系のメールが届くよ
うになった。「メール交換してくれれば交換に必要なポイント代は会ったと
きに払う」などと持ちかけられ頻繁にメール交換をし、高額な代金が発生
した。相手のメールは不審な点が多々ある。「サクラ」ではないだろうか。

無料サイト登録後、出会い系メールが頻繁に届く

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
い
た
だ
け
る
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

写
真
と
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送
（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@
city.izum

iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

元気でーす！

おおつっこおおつっこ
山
口
悠
太
ち
ゃ
ん

や
ま
ぐ
ち
ゆ
う
た

3歳になりました！！
もっと元気いっぱいで遊ぼう

ね！！
（二田町）

平
成
18
年
９
月
19
日
生

市では、府や日本政策金融公庫の中小企業向け融資の借入金
に係る利子の一部を補給します。
対象となるのは、本市内で事業を営んでいる人、または本社
所在地が本市内にある法人で府中小企業融資制度要綱による
「小規模資金」、「一般資金」、「経営安定資金」、「開業資金」、日
本政策金融公庫の「小企業等経営改善資金融資（マル経）」を受
けた人と平成22年4月以降に日本政策金融公庫の「生活衛生改
善貸付」を受けた人です。
補給対象限度額は、対象資金の融資額内で最高500万円まで
で、過去に利子補給を受けた人は、補給対象限度額の500万円
から前回申し込みの対象資金の限度額を差し引いた額以内の額
が、補給対象限度額になります。
なお利子補給率は、返済利率のうち年1％以内。ただし個人

事業主が本市在住でない場合は年0.5％以内です。
問合 産業政策課（市役所1階2番窓口）

中小企業事業資金利子補給制度中小企業事業資金利子補給制度
生活衛生改善貸付追加生活衛生改善貸付追加

中小企業事業資金利子補給制度
生活衛生改善貸付追加

中小企業事業資金利子補給制度
生活衛生改善貸付追加
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Mayor's
Work

2月の主な動き

市長の
う ご き

●2月16日貂
堺市政記者クラブ（堺市役所）に
て、平成22年度の予算（案）につ
いての記者会見を行いました。多
くの報道陣を前に、予算内容の概
要などを説明しました。

●2月19日貊・22日豺
本市友好都市ランナーの2人が、
19日に市長を表敬訪問しました。
また、21日に開催された泉州国際
マラソンで優秀な成績を修めた
後、22日には結果報告に市長室を
訪れました。（結果報告の写真）

●3日貍
医師会附属看護高等専修学校入学
式（同校4階）
●4日豸
桜フェスタ＆国際交流フェア（市
民会館）
●6日貂
交通安全週間街頭キャンペーン
（泉大津駅周辺）
●16日貊
定例市長会議（大阪府庁）
●21日貉
地域安全運動キャンペーン（泉大
津駅周辺）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／4月17日貍 午前11時～　午後2時～　定員／午前、午後とも先着8人
参加費／300ｇ300円～　申込／4月6日貂午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／4月17日貍 午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以上）
参加費／1人500円　申込／4月6日貂午前10時から電話予約
◆ふれあいまつり
子どもの日の一日をご家族でお楽しみください。
日時／5月5日豢 午前10時～午後3時(小雨決行) 場所／池上曽根弥生学習館・体験の広場
内容／ステージ（バンド演奏、歌、踊りなど）、広場（フリーマーケット、もぎ店、古代米
の炊飯・試食など） ※内容を変更する場合があります
◆ふれあいまつりフリーマーケット出店募集
応募数／40ブース（1人1ブース、申込多数抽選） ブース面積／約3m×3m
出店料／2,000円　出品内容／日用品に限る　申込／往復はがきに、住所･氏名･電話番号･
出店内容を記入のうえ、「池上曽根弥生学習館ふれあいまつりフリーマーケット」係まで。
4月15日貅必着。※詳細は、池上曽根弥生学習館まで

◆手織り体験「テーブルセンターほか」
日時／4月10日貍・11日豸・14日貉・19日豺・21日貉・24日貍・25日豸の1日（半日も
可） 午前10時から午後3時30分まで　費用／1,000円から　定員／各日4人　
申込／電話予約（先着順） ※詳細は、織編館まで

おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457
開館：午前 10時～午後 5時 (入館午後 4時 30分まで )

蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時(体験は午後4時まで)

4月の主な予定
※(　) 内は場所

休休

休 休 休

休 休

休 休

月のカレンダー44

土器づくり

手織 手織

手織 手織 手織

手織

ガラス玉づくり

展示休

手織

■□■□　市契約研修施設利用料金を補助します　□■□■
市では、市民の皆さんが自然の中で心身をリフレッシュするとともに、家族や仲間と
のふれあいを図る場として、次の施設と契約し、宿泊費の一部を補助しています。お気
軽にご利用ください。
①きのくに中津荘 日高川の清流、美しい山々が四季折々楽しめる「きのくに中津荘」
は、地域特産品の生産拡大を目指し、ふるさと体験や研修ができる体験学習館
場所 和歌山県日高郡日高川町大字高津尾1049（蕁0738・54・0082）
②エーデルささゆり 豊かな自然に囲まれ、木造の大きな三角屋根のエーデルささゆり
はヨーロッパ・ロマンに焦がれる高原リゾート地にある施設
場所 兵庫県多可郡多可町八千代区中野間363ー13（蕁0795・37・1200）
補助対象 本市在住の小学生以上で、1年1人1回限り（他の団体の利用券との併用や市が
助成する事業については不可）
宿泊補助額 1,000円
利用方法 直接各施設へ予約後、印鑑を持って生涯学習課へ
問合 生涯学習課（市役所3階）



市では、ポリオ予防接種の経口投与
を次のとおり行います。
日程 4月21日貉・22日貅・26日豺・
27日貂・5月7日貊・10日豺
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象者 生後3か月～90か月（7歳半）
未満
接種方法 41日以上の間隔で2回服用。
ただし下痢をしている場合、服用不可
なお当日は、体温を測定し、母子手

帳と予診票に記入してお越しください。

高齢者を対象に、次のとおり健康相
談を実施します。
実施日 4月2日貊・16日貊のいずれも
午後1時30分～2時30分
場所 総合福祉センター

内容 検尿・血圧測定・健康に関する
相談
問合 総合福祉センター（蕁23・
1390）

近年、10代および20代で麻しんが流
行したことにより、より強い抗体をつ
けるため、平成20年4月から5年間の時
限措置で、次のとおり中学校1年生も
しくは高校3年生相当時に1回麻しん風
しん混合予防接種を行っています。第
2・3・4期の接種期間は、4月より23
年3月末までです。なるべく早めに接
種しましょう。
対象者 蜴第1期…生後12か月（満1歳）
～24か月（2歳）未満　蜴第2期…小学
校入学前の1年間（平成16年4月2日～
平成17年4月1日生） 蜴第3期…中学
1年生に相当する年齢の人（平成9年4
月2日～平成10年4月1日生） 蜴第4

期…高校3年生に相当する年齢の人
（平成4年4月2日～平成5年4月1日生）
第1・2 期の予診票は、実施医療機関

（今月号のとじ込み記事の「平成22年
度成人保健予定表の予防接種医療機関」
参照。）で準備しています。
第3・4期の対象になる人には、3月

末に説明書・予診票を個別送付してい
ます。予診票が届いていない人は、保
健センターまでお問い合わせください。

■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
■住居衛生相談
■ビデオテープの貸し出し（健康づく
り）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ21年12月1日～
Ｈ21年12月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ18年9月生

4月28日貉

Ｈ20年9月21日～
Ｈ20年10月10日生 4月13日貂

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

4月20日貂

5月19日貉
午後0時45分・1時30分

5月19日貉
午後2時30分～3時

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ21年9月生

4月8日貅、13日貂、
20日貂
午後2時30分～4時

1歳～4歳未満

場　所　保健センター 場　所　保健センター

Ｈ21年12月21日～
Ｈ22年1月10日生 5月13日貅

Ｈ20年9月1日～
Ｈ20年9月20日生 4月8日貅

5月19日貉
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午

4月20日貂
午前9時～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前9時～午後5時

保健センター

保健センター

場所　　保健センター　　受付時間　午後1時～1時30分
持物　歯ブラシ・母子手帳・お茶・50円切手

Ｈ21年11月生4月19日豺 午後１時15分～１時30分

4月27日貂

4月22日貅

Ｈ20年4月生

Ｈ19年10月生

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）

歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児

2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診
断実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

ポリオ(小児マヒ)予防接種

30

麻しん風しん混合（MR）
予防接種

和泉保健所案内
蕁41・1342

高齢者健康相談

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

HEA
LTH

＆
HOSPITAL
HOSPITAL 健康

市

立

病

院

ス

タ

ッ

フ

コ

ラ

ム
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蘚三種混合・二種混合・MR（風し
ん・麻しん混合ワクチン）・日本脳炎
市内医療機関で個別接種。詳細は、

今月号とじ込み記事の平成22年度母子
保健予定表をご覧ください。
蘚BCG接種
実施日 4月23日貊
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満

日程 4月5日・19日・5月10日・17日
（いずれも月曜日）
対象 出産予定日が8月・9月・10月の
人

15歳未満（中学生まで）のお子さん
が休日に病気になった場合は、標記セ
ンター（岸和田市荒木町1－1－51 蕁

072・443・5940）をご利用ください。

受け付けは、土曜日の午後5時～10時、
日曜日・祝日、年末年始（12月30日～
1月4日）は午前9時～午後10時です。
ただし、正午～午後1時と午後4時～5
時は、受け付けできません。
なお休日の救急に関しては、市消防

本部（蕁21・0119）へ。

おおむね65歳以上の市民を対象に、
介護予防に関するお話や体操・ゲーム
などを行います。
日程・場所 蜴4月6日貂…条東長寿園
蜴13日貂…宇多長寿園　蜴14日貉…助
松長寿園　蜴20日貂…西地区町づくり
会館　蜴27日貂…穴師長寿園
時間 午前10時～11時30分。ただし
14日助松長寿園と27日穴師長寿園は、
午後1時30分～3時
問合 高齢介護課（市役所1階8番窓口）

蜴4月29日豢 中南歯科医院（旭町23
ー44 蕁20・1234） 蜴5月3日豢

片山歯科医院（森町1ー13ー13 蕁

23・1182） 蜴4日豢 多田歯科医院
（松之浜町2ー7－28 蕁31・4730）
蜴5日豢 杉岡歯科医院（条南町9ー21
蕁22・6471）
診療受付は、午前9時30分～11時30
分、午後1時～4時30分。事前に電話に
てご確認ください。

保健センターでは、各種がん検診、
健康診査、骨粗鬆症検診を実施してい
ます。
各種がん検診と骨粗鬆症

こつそしょうしょう

検診につい
ては予約制になりますので、受診を希
望する人は必ずお申し込みください。
それぞれの検診（健診）の詳細につい
ては、今月号のとじ込み記事の「平成
22年度成人保健予定表（保存版）」を
ご覧ください。
また、健康診査については、16歳か
ら39歳までと、40歳以上の生活保護受
給者を対象に実施します。詳細は、保
健センターまでお問い合わせください。

予防接種のお知らせ

小
児
科
の
中
で
も
新
生
児
は

特
殊
分
野
で
す
。
特
に
生
後
す

ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
呼
吸
困
難

や
細
菌
感
染
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
特
別
な
治
療
が
必
要
で
す
。

ま
た
早
産
の
赤
ち
ゃ
ん
は
体
温

が
下
が
っ
た
り
、
ま
だ
ミ
ル
ク

が
飲
め
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、

新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）
で
熟
練
し
た
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
立
病
院
で
は
最
新
の
保
育

器
、
人
工
呼
吸
器
を
装
備
し
、

新
生
児
専
任
医
師
が
３
人
、
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
専
任
看
護
師
が
22
人
勤

務
し
て
お
り
、
妊
娠
30
週
（
８

か
月
半
ば
）
の
早
産
ま
で
対
応

で
き
ま
す
。
市
立
病
院
で
生
ま

れ
る
赤
ち
ゃ
ん
、
ま
た
市
立
病

院
以
外
で
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん

の
ト
ラ
ブ
ル
も
入
院
受
け
入
れ

が
可
能
で
す
。

泉
州
医
療
圏
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が

あ
る
の
は
府
立
母
子
保
健
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、
泉
佐
野
市
立

病
院
と
、
こ
こ
市
立
病
院
の
３

か
所
だ
け
で
す
。
泉
州
北
部
地

域
に
お
い
て
安
心
し
て
出
産
で

き
る
よ
う
、
府
下
に
28
か
所
あ

る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
連
合
（
新
生
児

診
療
相
互
援
助
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｍ

Ｃ
Ｓ
）
と
連
携
し
、
地
域
新
生

児
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
女
性
の
喫
煙
や
不
必

要
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
影
響
で
、

２
５
０
０
ｇ
に
満
た
な
い
体
重

で
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
増
え

て
い
ま
す
。
お
生
ま
れ
に
な
る

赤
ち
ゃ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
入

院
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
健

康
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。
健
や
か
な
ご
出
産
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

新
生
児
内
科

北
村
直
行
医
師

早
産
の
新
生
児
を
救
う
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

たまごくらす
4・5月コース受け付け中

泉州北部小児初期
救急広域センター

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター

蕁072・443・5940
●和泉保健所 蕁41・1342

健康診査
楽笑会

休日歯科診療医院
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図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

日日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

４
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。

◆
駅
で
働
く
人
た
ち

し
ご
と
の
現
場
と

し
く
み
が
わ
か
る
！

浅
野
恵
子
・
著

◆
な
に
わ
大
阪
風
物
詩

き
り
絵
画
集

白
鳥
正
夫
･
著

◆
通
の
丼

男
の
腕
ま
く
り

日
本
放
送
出
版
協
会
･
著

駅で働くいろいろな職種を網羅
し、駅の現場としくみを紹介。
駅長、駅員、運転士、車掌、電気
係員、車両係員、広報部員など、実
際に駅で働く人たちのインタビュー
も掲載する。

カツ丼、牛丼、つくね親子丼とい
った人気丼から、漬け丼、えび天玉
丼、にんにく豚バラ肉ご飯など、プ
ロが教えるこだわり丼まで、さまざ
まな丼物のレシピを紹介する。
これだけは覚えておきたい丼の基
本も掲載。

桜の名所・大阪城、フェニックス
とチンチン電車、岸和田だんじり祭
りなど、なにわの風物詩をテーマに、
温もりのある大阪の「色」を鮮やか
に表現したきり絵画集。
題材となった各名所の解説付き。

◆
う
さ
ぎ
幻
化
行

北
森
鴻
　
著

◆
ナ
ニ
カ
ア
ル

桐
野
夏
生
　
著

◆
逆
境
を
生
き
る

城
山
三
郎
　
著

◆
ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ
ー

手
嶋
龍
一
　
著

◆
岸
辺
の
旅

湯
本
香
樹
実
　
著

◆
オ
リ
ー
ブ吉

永
南
央
　
著

◆
愛
し
い
ひ
と

明
野
照
葉
　
著

◆
感
応
連
鎖

朝
倉
か
す
み
　
著

◆
さ
よ
う
な
ら
、
私
の
嘘

ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ
　
著

◆
叫
び
と
祈
り梓

崎
優
　
著

◆
か
え
ん
だ
い
こ

（
落
語
絵
本
14
）

川
端
誠
　
作

◆
学
校
ク
エ
ス
ト

ぼ
く
た
ち
の
罪

中
松
ま
る
は
　
作

◆
デ
イ
ジ
ー
の

お
お
さ
わ
ぎ
動
物
園

ケ
ス
・
グ
レ
イ
　
作

◆
に
こ
ち
ゃ
ん
の

マ
マ
の
て

あ
き
や
ま
た
だ
し
　
作

◆
牛
を
か
ぶ
っ
た

カ
メ
ラ
マ
ン

レ
ベ
ッ
カ
・
ボ
ン
ド
　
作

◆
べ
べ
べ
ん
べ
ん
と
う

さ
い
と
う
し
の
ぶ
　
作

◆
氷
雨
降
る藤

沢
周
平
　
著

◆
殺
す
な

藤
沢
周
平
　
著

日
時
４
月
３
日
貍

午

後
２
時
〜
３
時
53
分

ラ
イ
ラ
の
冒
険
　
黄
金
の

羅
針
盤

４
月
の「
お
は
な
し
会
」

は
、
特
別
整
理
期
間
の
た

め
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
時
４
月
１
日
貅

午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

４
月
13
日
貂
か
ら
21
日

貉
ま
で
、
蔵
書
点
検
と
館

内
整
理
の
た
め
休
館
し
ま

す
。休

館
に
伴
い
４
月
11
日

豸
ま
で
は
一
人
10
冊
ま
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
・
カ

セ
ッ
ト
は
通
常
通
り
２
タ

イ
ト
ル
ま
で
で
す
。

休
館
中
に
本
を
返
却
す

る
と
き
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
は
な
る
べ
く
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
や
む
な
く

ポ
ス
ト
に
返
却
す
る
場
合

は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
あ
る

も
の
に
く
る
ん
で
お
返
し

く
だ
さ
い
。

32

0101

新
着
一
般
書

0202

新
着
児
童
書

0303
録
音
図
書 

CD

0404

映
画
会

0505

お
は
な
し
会

0606
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

0707
休
館
の
お
知
ら
せ

33 広報いずみおおつ　平成22年4月号

日時 4月18日豸 午前9時受付・9時
30分競技開始
場所 古池公園運動場
種目 蜴一般の部…100ｍ・1,500ｍウ
ォーク・立ち幅跳び　蜴中学生の部…
100ｍ・3,000ｍ・男女リレー・走り幅
跳び　蜴小学生の部…100ｍ・400ｍ
リレー・走り幅跳びなど
参加費 蜴小・中学生…無料　蜴一般
…500円（当日徴収）
申込 4月15日貅までに参加申込書に
必要事項を記入のうえ、総合体育館ま
たはグランドメイト（松之浜2－7－22
蕁32・2475）へ

総合体育館では、次のとおり子ども
バドミントン教室を開催します。
対象 小学生4～6年生
日時 5月22日貍・29日貍、6月5日
貍・12日貍（全4回）の午後1時30分
～3時
場所 総合体育館

定員 40人
受講料 400円（別途保険料）
申込 往復はがきに「子どもバドミン
トン教室」と明記し、①受講者氏名
（ふりがな）・②学年・③電話番号を記
入のうえ、4月27日貂必着で、〒
595－0013 宮町2－50 総合体育館
へ
なお返信用にも、必ず住所・氏名を

記入のこと。また、はがき１枚に対し
て１人限り。

第2・第4日曜日にソフトテニスの練
習をしています。少しでも経験のある
人は、ふるって参加してください。
日時 蜴4～9月…午後2時～6時　蜴
10～3月…午後1時～5時　いずれも第
2・第4日曜日
場所 助松公園テニス場
対象 高校生以上
会費 年2,000円
申込 直接テニス場で受付
問合 ソフトテニス連盟・松岡（蕁
33・1355）
なおテニスシューズとソフトテニス

ラケットを持参のうえ、動きやすい服
装で来てください。

トレーニング室を利用するには講習
会を受講することが必要です。総合体
育館では、次の日程で講習会を開きま
す。

対象 15歳以上の人（中学生は不可）
定員 5人程度（30日は30人）
講習日の持物 250円（許可証を発
行）・縦3cm×横2cmの顔写真・上
靴・運動のできる服装
申込 4月25日豸午前10時から総合体
育館へ
なお、4月分も空きがあります。随

時申し込み可能です。

S P
O
R

T
S

!!エンジョイ！

スポーツ

スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 )総合体育館＝蕁 33・1200

日　　時 日　　時

8 日貍

14 日貊

21 日貊

28 日貊

午前 10時～

午前 10時～

午後 7時～

午後 7時～

12日貉

18 日貂

26 日貉

30 日豸

午後 7時～

午後 3時～

午前 10時～

午前 10時～

5月分日程表

春季陸上競技記録会
参加募集

ソフトテニスで
体力づくり

トレーニング室
利用講習会（5月分）

子どもバドミントン教室

泉州国際市民マラソン開催泉州国際市民マラソン開催泉州国際市民マラソン開催
　2月 21日、泉州国際市民マラソンが開催されました。
　午前 11 時に堺市浜寺公園をスタートしたランナー
たちは、泉佐野市のゴールを目指し、泉州路を疾走し
ました。15 ㎞地点の本市でも、正午ごろランナーたち
が通過し、沿道はたくさんの観衆で埋まっていました。



市
で
は
次
の
と
お
り
「
手
話
奉
仕
員

上
級
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日
時

５
月
23
日
豸

午
前
10
時

〜
正
午
（
全
11
回
）

以
降
の
開
校
予
定
は
、
申
し
込
み
時

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

場
所

市
役
所
敷
地
内
職
員
会
館

対
象

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
、

基
礎
を
修
了
し
た
人
（
他
市
で
の
修
了

で
も
可
）
で
、
本
市
の
手
話
奉
仕
員
と

し
て
将
来
的
に
登
録
を
希
望
す
る
人

た
だ
し
、
一
定
の
レ
ベ
ル
以
上
の
人

は
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
員

15
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

選
考
）

申
込

４
月
５
日
豺
か
ら
30
日
貊
ま
で

に
、
障
害
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

修
了
証
の
写
し
を
添
付
し
障
害
福
祉
課

へ問
合

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

岸
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

本
市
な
ど
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
15
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
要
約
筆

記
奉
仕
者
の
養
成
講
座
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

講
習
日
時

５
月
８
日
〜
６
月
26
日

毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
）
の
午
後
１
時

〜
４
時

場
所

岸
和
田
市
立
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー定
員

20
人
程
度

費
用

無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
１

０
０
０
円
、
材
料
代
７
０
０
円
要

申
込

４
月
25
日
豸
必
着
で
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
、
岸
和
田
市
立
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

手
書
き
コ
ー
ス
係
（
〒
５
９
６
ー
０
０

７
６

岸
和
田
市
野
田
町
１
ー
５
ー
５

蕁
０
７
２
・
４
３
８
・
２
３
２
１
）
へ

な
お
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
、

受
講
の
可
否
を
文
書
に
て
通
知
し
ま

す
。

問
合

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

府
で
は
、
手
話
通
訳
活
動
を
志
す
人

を
対
象
に
養
成
講
座
（
通
訳
初
級
コ
ー

ス
）
の
受
講
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
た
だ
し
受
講
希
望
者
に
は
、
受

講
判
定
試
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
府
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
し
て

い
る
人
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

４
月
12
日
豺
必
着

対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
府
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人

②
手
話
を
用
い
て
聴
覚
障
が
い
者

と
日
常
会
話
が
可
能
な
人
（
初
心
者
不

可
）

③
手
話
通
訳
者
の
登
録
を
め
ざ

し
、
向
上
心
を
持
っ
て
受
講
で
き
る
人

講
座
期
間

５
月
〜
平
成
23
年
３
月

（
全
29
回
）

申
込
方
法

障
害
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
〒
５
４
０
ー
８
５

７
０

府
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
自
立

支
援
課
社
会
参
加
支
援
グ
ル
ー
プ
（
蕁

06
・
６
９
４
４
・
９
１
７
６

薨
06
・

６
９
４
２
・
７
２
１
５
）
へ
。
ま
た
は
、

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
か
ら
、

「
手
続
・
催
し
総
合
案
内
」
に
入
っ
て

い
た
だ
き
、「
名
称
や
案
内
番
号
で
さ

が
す
」
か
ら
「
手
話
」
で
検
索
し
て
い

た
だ
く
と
簡
単
で
す
。
（
URL

https://w
w
w
.shinsei.pref.osak

a
.jp
/e
rs
/in

p
u
t.d

o
?
te
tu
d
u
kiId

=

2
0
1
0
0
2
0
0
0
3

）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
話
講

習
会
の
入
門
課
程
を
次
の
と
お
り
開
講

し
ま
す
。
な
お
規
定
数
以
上
受
講
し
た

人
に
は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

講
習
日

５
月
12
日
〜
９
月
22
日
の
毎

週
水
曜
日
の
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45

分
（
全
18
回
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

全
講
座
受
講
可
能
な
人

定
員

先
着
25
人
。
た
だ
し
開
催
最
低

人
数
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

１
２
０
０
円
は
自
己
負
担

申
込
・
問
合

４
月
５
日
豺
か
ら
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁
23
・
１
３
９
０
）

へ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
に
暮
ら
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
「
高

齢
者
大
学
」
を
開
講
し
ま
す
。

日
程

５
月
13
日
貅
〜
９
月
２
日
貅
ま

で
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
。
た
だ
し

５
月
13
日
は
、
午
後
１
時
〜
３
時
（
全

15
回
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
員

１
１
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

受
講
料

１
０
０
０
円
（
全
15
回
分
）

申
込
・
問
合

４
月
13
日
貂
と
14
日
貉

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
蕁
23
・
１
３
９
０
）

へ
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
!

STU
DY
!

NE
WS
!

NE
WS
!

EV
EN
T!

EV
EN
T!

INF
OR
MA
TIO
N!

INF
OR
MA
TIO
N!

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
!

STU
DY
!

NE
WS
!

NE
WS
!

EV
EN
T!

EV
EN
T!

INF
OR
MA
TIO
N!

INF
OR
MA
TIO
N!
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手
話
奉
仕
員
上
級
講
座

※H22年3月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
77,724人 (－64人)
●女
40,220人 (－34人)
●男
37,504人 (－30人)
●世帯数
32,859世帯(－7世帯)
●面積
12.95 裄 (±0裄)

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

手
書
き
コ
ー
ス

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

入
門
課
程
・
初
心
者
向
け
の

手
話
講
習
会

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

35 広報いずみおおつ 平成22年4月号

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
障

が
い
者
へ
の
声
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

テ
ー
プ
録
音
に
よ
る
情
報
提
供
に
必
要

な
技
術
を
習
得
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
を
行
う
講
座
の
受
講
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

日
時

５
月
12
日
〜
10
月
13
日
の
毎
月

第
２
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
全
10
回
）

対
象
者

市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
20
人

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合

４
月
５
日
豺
か
ら
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
蕁
23
・
１
３
９
０
）
へ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
点
字
の

基
礎
知
識
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日
時

５
月
11
日
〜
３
月
22
日
の
毎
月

第
２
・
４
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

（
全
22
回
）

対
象
者

市
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン
で
文

字
入
力
が
で
き
る
人

定
員

先
着
10
人
。
た
だ
し
、
開
催
最

低
人
数
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
要
テ
キ
ス

ト
代
１
０
５
０
円

申
込
・
問
合

４
月
５
日
豺
か
ら
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
蕁
23
・
１
３
９
０
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次
の
と

お
り
各
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
30
歳
未
満

の
人

受
講
料

各
教
室
と
も
全
12
回
分
で
１

０
０
０
円
（
材
料
費
は
別
途
負
担
）

申
込

４
月
20
日
貂
の
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

先
着
順

な
お
定
員
に
満
た
な
い
教
室
は
、
４

月
21
日
貉
〜
30
日
貊
に
追
加
受
け
付
け

し
ま
す
。
ま
た
さ
ら
に
定
員
に
満
た
な

い
場
合
、
５
月
１
日
貍
〜
11
日
貂
ま
で

対
象
年
齢
に
関
係
な
く
受
け
付
け
し
ま

す
。い

ず
れ
も
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
万
一
申
し
込
み
者
が
少

な
い
と
き
は
、
開
講
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
蕁
・
薨

32
・
６
４
３
２
）

お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
次
の
と
お

り
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

毎
月
第
４
日
曜
日

午
前
10
時

〜
正
午

場
所

お
て
ん
の
う
会
館
（
上
之
町
６

ー
２
）

対
象

小
学
３
〜
中
学
３
年
生

募
集
人
数

先
着
10
人

参
加
費

無
料

材
料
費

３
５
０
０
円
（
３
か
月
分
）

内
容

茶
道
・
華
道
（
茶
道
３
回
・
華

道
１
回
）

申
込
・
問
合

４
月
６
日
貂
〜
20
日
貂

に
お
て
ん
の
う
会
館
（
蕁
22
・
４
４
１

２
ま
た
は
蕁
22
・
６
８
２
８

藤
原
）

へ
お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
次
の
と
お

り
こ
ど
も
将
棋
教
室
を
開
校
し
て
い
ま

す
。今
回
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

開
校
日

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

場
所

お
て
ん
の
う
会
館
（
上
之
町
６

ー
２
）

対
象

小
学
１
〜
６
年
生

募
集
人
数

10
人

会
費

月
２
０
０
円

申
込

４
月
６
日
貂
〜
10
日
貍
の
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
お
て
ん
の
う
会
館
へ

な
お
応
募
多
数
の
場
合
、
４
月
10
日

貍
の
午
後
３
時
か
ら
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
（
代
理
人
）
立
会
い
の
も
と
抽
選

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
当
日
欠
席
の

場
合
は
抽
選
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

お
て
ん
の
う
会
館
（
蕁
22
・
４

４
１
２
ま
た
は
蕁
22
・
６
９
７
３
是

角
）
へ

お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
次
の
と
お

り
、
茶
道
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

日
時

毎
月
１
回
（
第
２
水
曜
日
）

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

お
て
ん
の
う
会
館
（
上
之
町
６

ー
２
）

定
員

先
着
10
人

参
加
費

水
屋
費
・
実
費

持
物

ふ
く
さ
一
式
（
初
め
て
の
人
は

会
館
用
意
あ
り
）

申
込
・
問
合

お
て
ん
の
う
会
館
（
蕁

22
・
４
４
１
２
ま
た
は
蕁
22
・
６
８
２

８

藤
原
）
へ

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合 合同会社 IM総合企画 蕁 072・242・7997 薨 072・296・7375

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

パ
ソ
コ
ン
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
教
室
受
講
生
募
集

教室名
料理A
（16人）
料理B
（16人）
着物着付
（16人）
ハガキ絵
（18人）
英会話
（18人）

曜日

火

水

木

木

金

時間
午後 6時 30分

～ 8時 30分
午後 6時 30分

～ 8時 30分

午後 7時～ 9時

午後 7時～ 9時

午後 7時～ 9時

期間

5 ～ 9月

5～ 9月

5～ 8月

5～ 10月

6～ 8月

回数

12 回

12回

12回

12回

12回

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
開
催

こ
ど
も
将
棋
教
室
生
徒
募
集

茶
道
教
室
（
裏
千
家
）



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
次
の
と
お

り
、
華
道
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

日
時

毎
月
２
回
（
第
１
・
第
３
水
曜

日
）

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

お
て
ん
の
う
会
館
（
上
之
町
６

ー
２
）

定
員

先
着
10
人

参
加
費

材
料
費
・
実
費

持
物

ハ
サ
ミ
（
会
館
に
て
器
・
用

品
は
備
え
あ
り
）

申
込
・
問
合

お
て
ん
の
う
会
館
（
蕁

22
・
４
４
１
２
ま
た
は
蕁
22
・
６
８
２

８
　
藤
原
）
へ

泉
大
津
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
、

子
育
て
学
習
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り

ど
ん
ぐ
り
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
託
児
し
ま
す
の
で
、
申
請
時

に
保
育
の
有
無
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

日
程

▽
４
月
27
日
貂
…
ボ
デ
ィ
ー
ト

ー
ク
　
▽
５
月
28
日
貊
…
「
心
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
ま
す
か
」

▽
６
月

29
日
貂
…
親
子
の
絆
を
大
切
に

場
所

南
公
民
館

対
象

就
学
前
・
就
学
中
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
。
ま
た
は
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
人

定
員

先
着
25
人

受
講
料

各
回
３
０
０
円

申
込
・
問
合

泉
大
津
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事

務
所
子
育
て
を
応
援
す
る
会
・
川
端

（
蕁
・
薨
32
・
８
０
４
３
）
へ

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
、
運
動
し
た

り
と
、
親
子
で
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
無

料
で
体
験
で
き
る「
親
子
で
遊
ぼ
う
会
」

を
、
市
立
保
育
所
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
で
開
催
し
ま
す
。

保
育
所
の
開
催
に
つ
い
て

前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
は
１
人
１
保
育
所
の
み

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
に
ご
来

所
の
際
は
徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

対
象

１
歳
半
〜
３
歳
児

申
込

４
月
19
日
豺
午
前
９
時
か
ら
各

保
育
所
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
直
接
ご
希
望
の

保
育
所
に
提
出
（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
不

可
）。
先
着
順
に
て
受
付
開
始
。
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

問
合

各
保
育
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
は
４
回
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
程

６
月
16
日
貉
、
７
月
21
日
貉
、

10
月
６
日
貉
、
11
月
10
日
貉

時
間

各
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

対
象

１
歳
半
〜
３
歳
児

定
員

先
着
20
組

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
11

番
窓
口
）

保
育
所
で
園
庭
開
放
を
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
遊
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
直
接
各
保
育
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
程

▽
宇
多
・
上
条
・
浜
保
育
所
…

５
月
11
日
貂
、
６
月
８
日
貂
、
７
月
６

日
貂
、
10
月
12
日
貂
、
11
月
９
日
貂

▽
戎
・
条
東
・
要
保
育
所
…
４
月
20
日

貂
、
５
月
25
日
貂
、
６
月
22
日
貂
、
７

月
13
日
貂
、
10
月
26
日
貂

時
間

午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
、
11

時
終
了

対
象

生
後
６
か
月
〜
３
歳
児

問
合

各
保
育
所
（
電
話
番
号
は
上
表

参
照
）

市
内
の
中
学
校
・
高
校
の
吹
奏
楽
部

と
本
市
吹
奏
楽
団
が
一
堂
に
会
し
て
吹

奏
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
中
学
生
、
高
校
生
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
演
奏
と
市
吹
奏
楽
団
の
熱
い

サ
ウ
ン
ド
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時

５
月
２
日
豸

午
後
１
時
30
分

開
演

場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

36

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

華
道
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375

子
育
て
学
習
会

ど
ん
ぐ
り
サ
ー
ク
ル

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

親
子
で
遊
ぼ
う
会

園
庭
開
放

保育所名　　　　電話番号

宇多保育所　　蕁 32・2612

上条保育所　　蕁 32・3470

浜保育所　　　蕁 33・5432

戎保育所　　　蕁 21・1471

条東保育所　　蕁 21・0221

要保育所　　　蕁 22・0564

■■■各保育所連絡先■■■

■
や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「S
O
N
G
P
iano

D
uo

や
わ
ら
か
な
風
の
吹
く
季
節
」

日
時

４
月
４
日
豸

午
後
２
時
〜
３

時
30
分

場
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

座
席
数

当
日
先
着
約
１
３
０
席
（
立

見
可
）

料
金

参
加
費
無
料
（
入
館
料
の
み
必

要
。
一
般
３
０
０
円
、
65
歳
以
上
・
高

校
・
大
学
生
２
０
０
円
）

出
演

宋
和
純
・
宋
和
映
（
ピ
ア
ノ
連

弾
）

曲
目

愛
の
夢
（
リ
ス
ト
）、
ラ
・
カ

ン
パ
ネ
ラ
（
リ
ス
ト
）、
バ
レ
エ
組
曲

「
く
る
み
割
り
人
形
」
よ
り
（
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
）
ほ
か

「
ロ
マ
ン
ス
〜
前
田
み
ね
り
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
〜
」

日
時

４
月
18
日
豸

午
後
２
時
〜
３

時
30
分

場
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

座
席
数

当
日
先
着
約
１
３
０
席
（
立

見
可
）

料
金

参
加
費
無
料
（
入
館
料
の
み
必

要
。
一
般
３
０
０
円
、
65
歳
以
上
・
高

校
・
大
学
生
２
０
０
円
）

出
演

前
田
み
ね
り
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）
・
大
槻
知
世
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

曲
目

ボ
レ
ロ
（
ラ
ヴ
ェ
ル
）
、

A
lw
ays

三
丁
目
の
夕
日（
佐
藤
直
紀
）、

ア
メ
リ
カ
の
思
い
出
（
ヴ
ュ
ー
タ
ン
）、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
１
番
「
雨
の

歌
」（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）
ほ
か

■
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
和
泉
市
文
化
協
会日

本
画
部
青
藍
会
展
」

和
泉
市
文
化
協
会
日
本
画
部
に
所
属

す
る
青
藍
会
の
作
品
展
。
日
本
画
、
水

彩
画
を
約
20
点
展
示
。

期
間

４
月
20
日
貂
〜
５
月
１
日
貍

場
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

入
館
料

一
般
３
０
０
円
、
65
歳
以

上
・
高
校
・
大
学
生
２
０
０
円

問
合

弥
生
文
化
博
物
館
（
蕁
46
・
２

１
６
２
　
URLhttp://w

w
w
.kanku-ci

ty.or.jp/yayoi/

）

春
の
特
別
企
画
　
第
４
回
　
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ａ
彫
刻
展
　
〜
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
彫
刻

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
〜

Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

は
、「
彫
刻
・
建
築
・
空
間
」
を
テ
ー

マ
に
、
１
９
８
９
年
か
ら
開
催
し
、
今

年
で
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
の

応
募
作
品
は
、
海
外
も
含
め
２
４
０
点

の
極
め
て
レ
ベ
ル
の
高
い
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
関
西
で
は
唯
一
、
あ
す
と
ホ

ー
ル
に
お
い
て
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
彫
刻
展

と
し
て
開
催
し
、
当
コ
ン
ク
ー
ル
で
高

い
評
価
を
得
た
42
点
の
模
型
作
品
と
迫

力
あ
る
実
物
作
品
数
点
を
展
示
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ア
ー
ト
を
感

じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
22
日
貅
〜
５
月
６
日
貅

（
月
曜
日
は
、
休
館
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分

（
入
場
は
、
午
後
７
時
ま
で
）

場
所

あ
す
と
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
彫
刻
展
併
設
イ
ベ
ン
ト

第
１
弾
　
「
平
面
か
ら
立
体
へ
〜
イ
メ

ー
ジ
を
形
に
す
る
〜
」

日
時

４
月
24
日
貍
　
午
後
２
時
〜
４

時参
加
対
象

園
児
〜
小
学
６
年
生

持
物

鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
・
も
の
さ

し
・
タ
オ
ル

講
師

川
崎
廣
進
（
彫
刻
家
・
本
市
在

住
）

申
込

４
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
あ
す
と
ホ
ー
ル
受
け
付
け
ま
た
は
電

話
に
て

第
２
弾
　
「
石
膏
で
手
・
指
の
型
を
採

っ
て
み
よ
う
」

日
時

４
月
25
日
豸
　
午
後
２
時
〜
４

時参
加
対
象

小
学
１
〜
６
年
生

持
物

タ
オ
ル

講
師

清
藤
隆
由
（
彫
刻
家
）

申
込

４
月
６
日
貂
午
前
10
時
か
ら
あ

す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話
に
て

な
お
、
両
日
と
も
参
加
費
無
料
。
定

員
先
着
15
人
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
３
弾
　
あ
す
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
泉

大
津
と
周
辺
の
ア
ー
ト
」

日
時

５
月
６
日
貅
　
午
後
２
時
〜
５

時内
容

▽
第
１
部
…
基
調
講
演
「
彫
刻

と
身
近
な
生
活
環
境
」。
講
師
・
乕
屋

正
（
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

幹
事
長
）

▽
第
２
部
…
①
南
海
本
線

各
駅
前
に
あ
る
代
表
的
な
彫
刻
を
紹

介
、
②
「
泉
大
津
市
内
の
彫
刻
を
紹
介
」

講
師
・
岡
村
哲
伸
（
堺
市
文
化
功
績
者

ほ
か
）、
川
崎
廣
進
（
彫
刻
家
・
泉
大

津
市
在
住
）、
西
田
正
義
（
泉
大
津
市

文
化
協
会
副
会
長
）

定
員

先
着
50
人

参
加
費

無
料

申
込

事
前
に
あ
す
と
ホ
ー
ル
受
け
付

け
ま
た
は
電
話
に
て

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
信
太
山
駐
屯
地

の
創
立
53
周
年
を
記
念
し
、
次
の
と
お

り
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

４
月
29
日
豢

午
前
９
時
〜
午

後
３
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

入
場
料

無
料

内
容

観
閲
式
、
太
鼓
演
奏
、
訓
練
展

示
、
装
備
品
展
示
、
野
外
売
店
な
ど

な
お
荒
天
の
場
合
は
、
中
止
ま
た
は

変
更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
車
で
の
ご
来

隊
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
広

報
室
（
蕁
41
・
０
０
９
０
）

37 広報いずみおおつ　平成22年4月号

4 月 1日貅　午後 2時～ 4時
絵手紙 (前期 )　立花悦子さん
4 月 10 日貍　午後 1時 30分～ 3時 30分
色紙に絵を描きましょう（前期）　亀高怜子さん
4 月 14 日貉　午前 10時～正午
絵手紙（前期）　亀高怜子さん
4 月 15 日貅　午前 11時～ 20分程度
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
4 月 15 日貅　午後 2時～ 4時
絵手紙（前期）　立花悦子さん
4 月 16 日貊　午前 10時 30分～ 11時 30分
音楽を聞きながら体を動かしましょう！　本田ますみさん
4 月 22 日貅　午後 2時～ 1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
4 月 28 日貉　午前 10時～正午
絵手紙（前期）　亀高怜子さん
５月６日貅　午後 2時～ 4時
絵手紙（前期）　立花悦子さん
5 月 8日貍　午前 10時～正午
手話ダンス（要事前予約）　小林光子さん
※参加に際しては、事前に「にんじんサロン」にお問い合わせ
ください。なお 4月 11日豸・25日豸・29日豢は、休館です。

■4月からのイベント

にんじんサロンの催し（蕁 21・6555）
■手話ダンス　ダンスにあわせて手話をおぼえませんか？
　アンチエイジングに最適です！事前にご予約ください。
　５月８日貍・29日貍・6月 12日貍のいずれも 10時～正午

府
立
弥
生
文
化
博
物
館

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
催
し

（
蕁
20
・
６
７
７
８
）

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事
開
催



市
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護

師
・
准
看
護
師
・
助
産
師（
臨
時
職
員
、

嘱
託
職
員
）、
看
護
助
手
（
臨
時
職
員
）

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
市
立
病
院
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

応
募
資
格

調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の

人勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15

分
（
休
憩
45
分
）。

休
日

週
２
日

賃
金

１
日
７
３
５
０
円

申
込

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
市
立

病
院
総
務
課
へ
郵
送
。
面
接
日
は
追
っ

て
連
絡

■
応
援
臨
床
検
査
技
師

応
募
資
格

臨
床
検
査
技
師
の
資
格
を

お
持
ち
の
人
で
、
日
直
ま
た
は
宿
直
業

務
が
で
き
る
人

手
当

▽
日
直
１
回
…
１
万
５
０
０
０

円
　
▽
宿
直
１
回
…
２
万
円

申
込

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び

臨
床
検
査
技
師
免
許
（
写
）
を
市
立
病

院
総
務
課
へ
郵
送
。
面
接
日
は
追
っ
て

連
絡

■
助
産
師
・
看
護
師
（
正
職
員
）

受
験
資
格

そ
れ
ぞ
れ
資
格
を
お
持
ち

の
人
で
３
交
代
勤
務
（
▽
日
勤
…
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
　
▽
準
夜
勤
…

午
後
４
時
30
分
〜
翌
午
前
１
時
　
▽
深

夜
勤
…
午
前
０
時
30
分
〜
９
時
）
の
で

き
る
人

試
験

面
接
試
験

申
込

市
立
病
院
総
務
課
備
え
付
け
の

職
員
採
用
試
験
申
込
書
に
資
格
を
有
す

る
こ
と
を
証
す
る
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
市
立
病
院
総
務
課
へ
（
郵
送
可
）

問
合

市
立
病
院
総
務
課
（
蕁
32
・
５

６
２
２
）、
臨
床
検
査
技
師
に
つ
い
て

は
中
央
検
査
科
部
へ

市
で
は
、
手
話
通
訳
派
遣
要
請
が
あ

っ
た
場
合
、
市
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
手
話
通
訳
活
動
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在

に
お
い
て
、
20
歳
以
上
で
聴
覚
障
が
い

者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
手

話
奉
仕
員
と
し
て
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
人

な
お
前
年
度
ま
で
に
ご
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
人
も
、
あ
ら
た
め
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

謝
礼

若
干
の
謝
礼

登
録
審
査

手
話
技
能
試
験
と
面
接

審
査
日
程

５
月
１
日
貍
ま
た
は
２
日

豸
の
い
ず
れ
か
の
午
前
10
時
か
ら

な
お
日
程
・
時
間
等
の
詳
細
は
、
後

日
申
し
込
み
時
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

障
害
福
祉
課
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
４
月
22
日
貅
ま
で
に
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）
へ

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団
で
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間

と
吹
奏
楽
を
通
し
て
交
流
の
場
を
広
げ

て
い
き
ま
せ
ん
か
？
　
パ
ー
ト
に
よ
っ

て
は
楽
器
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
土
曜
日
の
午
後

７
時
〜
９
時

練
習
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

募
集
内
容

高
校
生
以
上
の
楽
器
経
験

者団
費

社
会
人
１
か
月
２
０
０
０
円

（
高
校
・
大
学
生
１
０
０
０
円
）

練
習
見
学
会
開
催

な
お
次
の
と
お
り
練
習
見
学
会
を
行

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

当
日
、
練
習
見
学
と
入
団
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

４
月
24
日
貍

午
後
７
時
〜

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）、

も
し
く
は
市
吹
奏
楽
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
URL

http://w
w
w
.interq.or.jp/bl

ues/eig
en/icb/

）

38

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団
団
員
募
集

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

市
立
病
院
職
員
募
集

■関空から韓国へのネットワークが充実
この春、関空から韓国へのご旅行がさらに便利になります。

3月28日から大韓航空の関空＝済州便が、毎日運航になり、

韓国随一のリゾート地・済州島がますます身近になりまし

た。

そして4月26日豺からは、関空初就航の航空会社エアプサ

ンによる関空＝釜山便が新規就航します。釜山は、韓国最大

の港湾都市であり、ビジネス・観光にも人気です。

韓国へは、ネットワークが充実した関空からお出かけくだ

さい。詳しい運航スケジュールは、関空ホームページ（URL

http://www.kansai-airport.or.jp/）をご覧ください。

■「関西空港 韓情館」が期間限定でオープン！
旅客ターミナルビル3階に、5月31日豺までの期間限定で

毎日午前7時から午後9時30分まで「関西空港韓情館（はん

じょうかん）」がオープンしています。

関西空港韓情館では韓流スターグッズを中心に、韓国食品

や韓国民芸品など、韓国にまつわる商品を取扱い、韓国に詳

しい人も、きっとご満足いただけるラインナップを取りそろ

えています。

また、韓国の観光情報やエンターテイメント情報もご提供

しますので、韓国へご出発の際にはぜひお立ち寄りください。

■展望ホール「SkyView」で遊ぼう
機内食レストラン、航空関連のショップなど盛りだくさん

の関空展望ホール。もちろん、展望デッキからの眺めは格別

です！　ぜひ皆さんで遊びにお越しください。

なお、入場は無料（施設により有料）です。

開館時間 蜴展望デッキ…午前8時～午後10時　蜴スカイシ

ョップタウン…平日午前10時～午後6時（土・日曜日、祝

日・特定日は、午後8時まで） 蜴レジェンド・オブ・コン

コルド…午前11時～午後10時

問合 関空展望ホール（蕁072・455・2082）、またはホ

ームページ（URL http://www.kansai-airport.or.jp/）をご覧

ください。

関空ニュース

手
話
奉
仕
員
登
録
者
募
集

平
成
22
年
度
市
内
小
・
中
学
校
図
書

館
司
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

図
書
館
司
書
免
許
、
ま
た

は
教
員
免
許
所
有
者
で
読
書
指
導
に
熱

意
、
意
欲
の
あ
る
人

採
用
方
法

個
人
面
接
に
よ
る
選
考

採
用
試
験
日

４
月
下
旬
ご
ろ
予
定

（
詳
細
は
後
日
、
受
験
者
に
連
絡
）

受
付
期
間

４
月
20
日
貂
ま
で
に
、
指

導
課
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
と
免
許

が
確
認
で
き
る
書
類
（
コ
ピ
ー
可
）
を

提
出な

お
履
歴
書
な
ど
は
、
提
出
日
よ
り

３
年
経
過
後
破
棄
し
ま
す
。

問
合

指
導
課
（
市
役
所
３
階
）

お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
次
の
と
お

り
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ

ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
４
回
（
木
曜
日
）

午
前

９
時
〜
午
後
３
時
　
▽
第
１
部
…
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
・
▽
第
２
部
…
午
後

１
時
〜
２
時
30
分

場
所

お
て
ん
の
う
会
館
（
上
之
町
６

ー
２
）

材
料
費

実
費

持
物

ハ
サ
ミ
・
新
聞
紙
・
ゴ
ミ
袋
・

筆
記
道
具
・
お
花
代

定
員

先
着
10
人

講
師

野
上
清
美

申
込
・
問
合

お
て
ん
の
う
会
館
（
蕁

22
・
４
４
１
２
）
へ

市
内
在
住
で
原
則
的
に
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
、
次
の
と
お
り
入
会
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時

４
月
16
日
貊

午
後
１
時
30
分

〜場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蕁

23
・
１
０
０
７
）

開
催
７
年
目
を
迎
え
る
「
ひ
ま
わ
り

大
作
戦
」。
今
年
も
ひ
ま
わ
り
広
場
を

満
開
の
ひ
ま
わ
り
で
埋
め
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ひ
ま
わ

り
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
グ
ル
ー
プ
、

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

レ
ン
ゲ
開
花
祭

た
だ
今
、
ひ
ま
わ
り
広
場
は
レ
ン
ゲ

が
満
開
。
４
月
18
日
豸
に
は
レ
ン
ゲ
首

飾
り
の
手
作
り
教
室
や
野
球
選
手
に
よ

る
野
球
教
室
（
事
前
申
込
）
を
開
催
し

ま
す
。

種
ま
き
祭
日
時

６
月
６
日
豸

午
前

10
時
〜
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場
所

ひ
ま
わ
り
広
場
（
市
民
会
館
南

隣
）

問
合

譖
泉
大
津
青
年
会
議
所
ひ
ま
わ

り
実
行
委
員
会
（
蕁
21
・
１
０
９
１
・

薨
32
・
２
８
９
８
）

受
験
資
格

▽
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
　
▽

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
　
①
大
学
を

卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
23
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
　
②
人
事
院
が

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
人
数

約
８
５
０
人

試
験
程
度

大
学
卒
業
程
度

試
験
日
・
試
験
種
目

▽
第
１
次
試
験

…
６
月
13
日
豸

教
養
試
験
・
専
門
試

験
・
専
門
試
験
。
な
お
第
１
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
第
２
次
試
験
あ
り

合
格
発
表
日

▽
第
１
次
試
験
…
７
月

６
日
貂

▽
最
終
合
格
…
８
月
20
日
貊

申
込

４
月
14
日
貉（
郵
送
の
場
合
は
、

４
月
14
日
貉
ま
で
の
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

局
へ
申
込
書
を
提
出

問
合

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

係
（
蕁
０
６
・
６
９
４
１
・
５
３
３

１
）、
泉
大
津
税
務
署
総
務
課
（
蕁

33
・
５
６
０
１
）。
そ
の
他
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

g
o.jp

）「
採
用
案
内
」
に
掲
載

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
縦
覧

帳
簿
を
次
の
と
お
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

期
間

４
月
１
日
貅
〜
５
月
31
日
豺

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

対
象
者

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
お
持

ち
の
納
税
者

※
な
お
、
縦
覧
の
際
に
は
、
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
代
理
人
ま
た
は
法
人
の
場

合
は
、
本
人
（
会
社
）
の
委
任
状
を
あ

わ
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市
役

所
１
階
９
番
窓
口
）

市
・
府
民
税
、
固
定
資
産
・
都
市
計

画
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
な

ど
（
随
時
課
税
分
を
除
く
）
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

市
税
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
内
納
付
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
納
期
限
が
土
・
日
曜
日
を
含
む

休
日
、
ま
た
は
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の

翌
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１
階

９
番
窓
口
）

フ
ラ
ワ
ー
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

39 広報いずみおおつ　平成22年4月号

学
校
図
書
館
司
書
募
集

平
成
22
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

価
格
を
確
認
で
き
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
・
就
業
し
ま
せ
ん
か

ひ
ま
わ
り
大
作
戦
２
０
１
０

レ
ン
ゲ
開
花
祭
と
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
税
の
納
期
限
な
ど
に
つ
い
て

期別

1 期
2期
3期
4期
1期
2期
3期
4期
全期

納期限

6 月末日
8月末日
10月末日
12月 27日
5月末日
7月末日
9月末日
11月末日
5月末日

税目

市・府民税
(普通徴収 )

固定資産税
・都市計画税

軽自動車税

納税通知書
送達

6 月中旬

5月初旬

5月初旬



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

次
の
①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
２
分
の
１
を
減
免
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

え
、
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
所
有
者
が
平
成
22
年
１
月
１
日
現

在
、
65
歳
以
上
、
特
別
障
害
者
ま

た
は
寡
婦
（
夫
）
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と

②
所
有
者
お
よ
び
家
族
全
員
の
所
得
が

市
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
以

下
で
あ
る
こ
と
。
市
民
税
均
等
割

非
課
税
限
度
額
の
計
算
方
法
は
、

35
万
円
×
（
本
人
・
控
除
対
象
配

偶
者
・
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋

21
万
円
（
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合

の
加
算
額
）
と
な
り
ま
す

③
所
有
者
本
人
が
居
住
し
て
い
る
資
産

以
外
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て

い
な
い
こ
と

④
所
有
す
る
家
屋
の
延
べ
床
面
積
が
70

㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

の
年
税
額
が
５
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と

な
お
、
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、

申
請
日
以
降
に
到
来
す
る
納
期
分
に
限

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
課

税
分
の
１
期
か
ら
の
減
免
を
受
け
る
場

合
は
、４
月
30
日
貊
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
の
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
の
場

合
は
、
２
期
以
降
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
②
の
所
得
要
件
の
確
定
が
、
６

月
１
日
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
減
免

の
可
否
の
通
知
お
よ
び
減
免
の
通
知
書

の
発
送
は
そ
れ
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市
役

所
１
階
９
番
窓
口
）

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
大
気
汚
染
の
改

善
の
た
め
、
自
宅
か
ら
駅
ま
で
マ
イ
カ

ー
を
使
い
、
駐
車
（
パ
ー
ク
）
し
、
電

車
な
ど
に
乗
り
換
え
て
（
ラ
イ
ド
）
通

勤
し
ま
せ
ん
か
？
　
そ
の
た
め
に
は
、

泉
大
津
駅
前
の
市
立
駐
車
場
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
ど
き
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
、プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
が
お
得
で
す
。

１
万
円
相
当
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

の
場
合
、
２
時
間
を
越
え
る
当
日
利
用

な
ら
１
日
５
６
７
円
で
す
。

利
用
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
11
時

（
午
後
11
時
か
ら
翌
日
の
午
前
７
時
ま

で
入
出
庫
不
可
）

駐
車
料
金

最
初
の
30
分
ま
で
…
１
８

０
円
（
以
降
30
分
ご
と
に
１
７
０
円

駐
車
時
間
が
２
時
間
を
越
え
た
場
合
最

大
７
０
０
円
）

た
だ
し
、
同
一
日
の
午
前
７
時
か
ら

午
後
11
時
ま
で
の
１
回
の
駐
車
に
限
り

ま
す
。

夜
間
駐
車
料
金

３
５
０
円

た
だ
し
、
午
後
10
時
30
分
か
ら
翌
日

の
午
前
７
時
30
分
ま
で
の
１
回
の
駐
車

に
限
り
ま
す
。

定
期
料
金

９
０
０
０
円
（
月
ぎ
め
）

回
数
券

▽
30
分
券
（
10
枚
）
…
１
６

０
０
円
　
▽
１
時
間
券
（
10
枚
）
…
３

０
０
０
円
　
▽
２
時
間
券
（
10
枚
）
…

５
７
０
０
円

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

▽
３
０
０
０
円

相
当
…
２
６
０
０
円
　
▽
５
０
０
０
円

相
当
…
４
２
０
０
円
　
▽
１
万
円
相
当

…
８
１
０
０
円

た
だ
し
本
駐
車
場
は
、
車
庫
証
明
は

発
行
し
ま
せ
ん
。
ま
た
定
期
券
の
発
売

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
順
と

し
ま
す
。

な
お
利
用
で
き
る
自
動
車
は
、
長
さ

４
・
８
ｍ
、
高
さ
２
・
０
ｍ
を
超
え
な

い
も
の
で
、
特
殊
車
、
二
輪
車
の
駐
車

は
で
き
ま
せ
ん

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

国
で
は
、
障
害
者
福
祉
制
度
に
関
し

て
は
、障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、

新
た
な
総
合
的
な
制
度
を
つ
く
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
総
合
的
な
制
度
が
で
き

る
ま
で
の
間
、
市
町
村
民
税
非
課
税
の

低
所
得
の
障
が
い
者
な
ど
の
場
合
、
４

月
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
補
装
具

に
係
る
利
用
者
負
担
が
無
料
と
な
り
ま

す
。
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
は
、
市
か

ら
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
の
事
業
所
・
施
設
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
補
装
具
に
つ
い
て
は
、
装
具

ご
と
に
支
給
基
準
額
が
異
な
り
、
基
準

額
を
超
え
る
金
額
の
補
装
具
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

問
合

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

40

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
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パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に

市
立
駐
車
場
を

泉大津市立駐車場泉大津市立駐車場
（駅前広場地下）（駅前広場地下）

堺阪南線

泉大津駅
い
ず
み
お
お
つ

シ
テ
ィ

テクスピア大阪

泉大津市立駐車場
（駅前広場地下）

入
口

出
口

泉
大
津
市
立
駐
車
場

低
所
得
者
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
減
免
申
請
は
４
月
中
に
！

新
た
な
障
害
者
福
祉
制
度
が

で
き
る
ま
で
負
担
を
軽
減

４
月
６
日
貂
か
ら
15
日
貅
ま
で
、

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
で
は
、
新
入
学
児
童
な

ど
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交

通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
が
重
要
課
題
と

な
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会

へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の
交
通
事
故

情
勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

運
動
の
基
本
と
す
る
ほ
か
、「
す
べ
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」

「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」「
飲
酒

運
転
の
根
絶
」
を
運
動
の
重
点
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、府
で
は
運
動
の
重
点
と
し
て
、

「
自
動
二
輪
車
・
原
付
の
交
通
事
故
防

止
」「
め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車

の
追
放
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
に
、
め
い
わ
く
駐
車
や
放
置
自
転

車
は
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
や
緊

急
自
動
車
の
通
行
妨
害
・
交
通
渋
滞
の

発
生
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
、
め
い
わ
く
駐
車
・
放

置
自
転
車
を
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。な

お
、
市
内
で
は
泉
大
津
駅
・
松
ノ

浜
駅
・
北
助
松
駅
の
３
駅
周
辺
が
自
転

車
等
の
放
置
禁
止
区
域
に
な
っ
て
い
ま

す
。
放
置
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
は
、
強

制
撤
去
し
ま
す
。
自
転
車
な
ど
を
利
用

す
る
場
合
は
、
自
転
車
預
か
り
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
施
錠
し
て

あ
る
自
転
車
な
ど
は
、
チ
ェ
ー
ン
を
切

断
し
た
う
え
で
撤
去
移
動
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

４
月
か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
「
子
ど
も

手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
第
１
回
目

の
支
払
い
時
期
は
、６
月
と
な
り
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
15
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
、
養
育
す
る
父

母
な
ど
で
す
。
な
お
、
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

平
成
22
年
度
分
の
子
ど
も
手
当
の
額

は
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３

０
０
０
円
で
す
。
た
だ
し
児
童
手
当
受

給
者
は
、
合
計
で
１
万
３
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

６
月
に
児
童
手
当
の
２
〜
３
月
分

（
児
童
手
当
受
給
者
の
み
）
と
子
ど
も

手
当
の
４
〜
５
月
分
を
、
10
月
、
平
成

23
年
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の

分
を
支
払
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
人
は
、
お
住
ま
い
の
市
で
認
定
請
求

を
行
い
、
市
は
認
定
し
た
人
に
子
ど
も

手
当
を
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
公
務
員

に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
と
同
様
に
所

属
庁
か
ら
支
給
し
ま
す
。

児
童
手
当
受
給
者
で
、
子
ど
も
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
手
当
に
係
る
認
定
請
求
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
た
め
、
新
た
に

認
定
請
求
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
中
学
生
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
る

場
合
な
ど
に
は
認
定
請
求
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
し
だ
い

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
11

番
窓
口
）

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

経
済
的
な
自
立
の
た
め
に
、
安
定
し
た

就
業
に
向
け
て
次
の
と
お
り
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
の
受
給

資
格
の
な
い
人
で
、
教
育
訓
練
講
座
と

し
て
指
定
さ
れ
た
講
座
を
受
講
す
る
場

合
に
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に

相
談
が
必
要
で
す
。

支
給
額

講
座
受
講
料
の
２
割
相
当
額

（
上
限
額
10
万
円
、
下
限
額
４
０
０
１

円
）

■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
経
済

的
自
立
に
効
果
的
な
資
格
の
取
得
に
際

し
て
、
生
活
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
事
前
に
、
相
談
が

必
要
で
す
。

対
象
資
格

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

な
ど

▽
修
業
支
援
手
当

支
給
額

月
額
14
万
１
０
０
０
円
（
非

課
税
世
帯
）
・
７
万
５
０
０
円
（
課
税

世
帯
）

支
給
期
間

修
業
期
間
の
全
期
間
（
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
養
成
機

関
に
入
学
し
、
修
業
す
る
人
）

▽
入
学
支
援
修
了
一
時
金

支
給
額

５
万
円
（
非
課
税
世
帯
）
・

２
万
５
０
０
０
円
（
課
税
世
帯
）

入
学
時
に
母
子
家
庭
の
母
で
あ
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
支
給
は
、

修
業
修
了
後
で
す
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
11

番
窓
口
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

４
月
６
日
貂
〜
15
日
貅
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子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

経
済
的
な
自
立
に
支
援



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

市
で
実
施
し
て
い
る
４
歳
未
満
（
４

歳
の
誕
生
月
）
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費

助
成
（
通
院
の
場
合
）
の
対
象
年
齢
を
、

７
月
１
日
か
ら
５
歳
未
満
（
５
歳
の
誕

生
月
）
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

な
お
、
入
院
の
場
合
の
助
成
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
就
学
前
ま
で
（
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
）
と
な
り
ま
す
。

手
続
方
法
な
ど
は
、
詳
細
が
決
ま
り

し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

該
当
時
期

７
月
１
日
診
療
分
か
ら

対
象
者

本
市
に
住
所
を
有
し
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
０
歳
か
ら
５
歳

未
満
の
乳
幼
児

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
11

番
窓
口
）

「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
は
、
文
部
科

学
省
と
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
各
種
基

準
を
満
た
し
た
保
育
園
と
幼
稚
園
が
併

わ
さ
っ
た
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
・
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
行
う
施
設
で

す
。こ

の
た
び
、
民
間
保
育
所
で
あ
る
ア

イ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
と
ア
ン
ビ
ー
が
「
認

定
こ
ど
も
園
」の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
に
は
、
保
育
園
部
と

幼
稚
園
部
が
あ
り
保
育
園
部
の
利
用
に

は
、保
育
に
欠
け
る
要
件
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
、
直
接
利
用
者
が
各
認

定
こ
ど
も
園
に
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
育
園
部
の
保
育
料
や
入

所
の
際
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
市
の
基

準
に
準
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
費
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
認
定
保
育
園
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合

ア
イ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
と
ア
ン
ビ

ー（
蕁
０
１
２
０
・
１
９
４
・
１
１
５
）

長
時
間
労
働
の
抑
制
と
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
目
的
と
し
て
労
働
基
準
法
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
正
内
容

①
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に

対
す
る
割
増
賃
金
率
が
２
割
５
分

以
上
か
ら
５
割
以
上
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

②
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
①
の
引
上

げ
分
の
支
払
い
に
替
え
て
、
労
働

者
の
意
向
に
基
づ
き
有
給
の
休
暇

（
代
替
休
暇
）
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
一
年
に

５
日
を
限
度
と
し
て
、
年
次
有
給

休
暇
を
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
特
別
条
項
付
き
の
時
間
外
労
働
協
定

を
締
結
な
ど
す
る
場
合
は
、
限
度

基
準
告
示
で
定
め
る
限
度
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割

増
賃
金
率
を
定
め
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
、
こ
の
割
増
賃
金
は
25
％

を
こ
え
る
率
と
す
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

な
お
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
は
当
分
の
間
適
用
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

施
行
年
月
日

改
正
内
容
の
①
か
ら
③

は
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
（
摘
用
）。

④
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
以
降
に
労

使
協
定
を
締
結
・
更
新
す
る
場
合
が
対

象
な
お
改
正
法
の
あ
ら
ま
し
は
、
厚
生

労
働
省
お
よ
び
大
阪
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-

ro
d
o
.g
o
.jp

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

問
合

大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課
（
蕁
06
・
６
９
４
９
・
６
４
９
０
）、

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
（
蕁
32
・
３

８
８
８
）

市
で
は
働
く
意
欲
が
あ
り
積
極
的
に

仕
事
を
探
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
な
か
な
か
就

職
の
で
き
な
い
障
が
い
者
・
母
子
家
庭

の
母
親
・
中
高
年
齢
者
ま
た
は
若
年
者

な
ど
に
対
し
、
次
の
と
お
り
就
労
支
援

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

日
時

火
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
要
事
前
予
約
）

場
所

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
内
）

対
象

市
内
在
住
の
人

問
合

労
働
政
策
課
（
蕁
23
・
８
６
８

９
）市

で
は
、
解
雇
・
賃
金
不
払
い
・
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り
設
け

て
い
ま
す
。

日
時

火
〜
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
館
日
）

場
所

労
働
政
策
課
（
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
内
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
未
組
織

勤
労
者

問
合

労
働
政
策
課
（
蕁
23
・
８
６
８

９
）悪

質
商
法
な
ど
に
関
す
る
消
費
者
相

談
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
消
費
生

活
相
談
日
を
こ
れ
ま
で
の
週
３
日
か

ら
、
月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

に
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
者
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち

よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
、
明
る
く
、
き
れ
い
に

改
修
し
ま
し
た
。

問
合

産
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
２

番
窓
口
）
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▽
広
報
紙
を
担
当
し
て
い

る
秘
書
広
報
課
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
H
P
）
も

所
管
し
て
い
ま
す
。
と
い

う
こ
と
で
４
月
１
日
。
本
市
H
P
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
わ
か
り

や
す
い
広
報
媒
体
を
目
指
し
、
紙
・

ウ
ェ
ブ
と
も
に
、
日
々
進
化
中
。（
小
）

▽
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
２
頭
の
セ
ラ
ピ
ー
犬

は
と
て
も
利
口
で
愛
ら
し
く
、
接
す

る
子
ど
も
た
ち
も
大
人
た
ち
も
み
ん

な
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
そ
の

様
子
を
撮
影
す
る
私
た
ち
も
自
然
と

笑
顔
に
。
癒
さ
れ
ま
し
た
。

（
濱
）

▽
久
し
ぶ
り
に
カ
メ
ラ
を
担
い
で
、

泉
州
国
際
マ
ラ
ソ
ン
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
本
市
友
好
都

市
の
選
手
は
、
速
い
と
は
聞
い
て
い

ま
し
た
が
…
。
あ
ま
り
の
速
さ
に
う

れ
し
い
や
ら
、
昼
食
食
べ
損
な
い
か

け
て
お
腹
が
空
く
や
ら
…
笑
　
（
中
）

編集後記
ぜいき

ん
ぜいき

ん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………4月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………4月分

●介護保険料 (普通徴収 )……4月分

労
働
基
準
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す

消
費
生
活
相
談
日
を
週
５
日
に

相
談
室
も
改
修
し
ま
し
た

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
が

７
月
か
ら
５
歳
未
満
に
拡
大

認
定
こ
ど
も
園
が

開
園
し
ま
し
た

就
労
に
関
す
る
無
料
相
談

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

●市役所 蕁 33･1131　薨 21･0412

●消防本部 蕁 21･0119　薨 33･0531

●市立病院 蕁 32･5622　薨 32･8056

●市民会館 蕁 21･7050　薨 21･7054

●にんじんサロン 蕁 21･6555　薨 21･6555

●総合福祉センター 蕁 23･1390　薨 23･1394

●高齢者保健・福祉支援センター (ベルセンター )
 蕁 21･0294　薨 21･8294

●労働政策課 蕁 23･8689　薨 32･6432

●港湾振興室 蕁 22･7727　薨 22･7728

●教育支援センター 蕁 31･4460　薨 33･7353

●図書館 蕁 32･0562　薨 31･0377

●織編館 蕁 31･4455　薨 31･4457

●池上曽根弥生学習館 蕁 20･1841　薨 20･1866

●勤労青少年ホーム 蕁 32･6432　薨 32･6432

●南公民館 蕁 33･1764　薨 33･1300

●北公民館 蕁 23･0505　薨 23･0566

●総合体育館 蕁 33･1200　薨 33･1202

●保健センター 蕁 33･8181　薨 33･4543

水・土水・土
コース

火・金火・金
コース

月・木月・木
コース

カン・ビン ペットボトル・古紙

一
般
ご
み
収
集
曜
日

5日豢、19日貉

5 日豢、19日貉

6 日貅、20日貅

12 日貉、26日貉

12 日貉、26日貉

13 日貅、27日貅

5 月の資源ごみ収集日
「混ぜればごみ、分ければ資源」

　粗大ごみの収集 (有料制 ) をご希望の人は、粗大ごみ
電話申込センターへ電話でお申し込みください。
蕁 0800･123･5300 ( 通話料無料 )・蕁 0725･23･8522 ( 携帯 )
薨 0800･500･5300 ( 主に聴覚障がい者などが対象 )
ホームページアドレス　http://www.i-kankyo.co.jp

泉大津市の情報は、インターネットや携帯サイト
からもご覧になれます。
http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/
http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/

携帯サイトのQRコードはこちら↑

PC
携帯

４
月
21
日
貉
か
ら
30
日
貊
ま
で
の
10

日
間
「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
①
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭

犯
罪
の
被
害
の
防
止
、
②
子
ど
も
と
女

性
を
対
象
と
す
る
犯
罪
の
被
害
の
防

止
、
③
空
き
巣
な
ど
住
宅
を
対
象
と
す

る
侵
入
窃
盗
の
被
害
の
防
止
の
３
点
が

重
点
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
泉
大
津
警
察
署
管
内
で
は
、

車
内
に
置
き
忘
れ
た
貴
重
品
や
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
を
盗
む
「
車
上
ね
ら
い
・
部
品

ね
ら
い
」の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
駐
車
場
や

そ
の
周
辺
は
、
で
き
る
限
り
明
る
く
し

ま
し
ょ
う
。
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
少

し
の
時
間
で
も
車
内
に
バ
ッ
グ
な
ど
を

放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
駐
停
車
の

際
に
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
ド
ア
ロ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
車
に
は
、
盗
難
防

止
装
置
な
ど
を
取
り
付
け
、
ボ
デ
ィ
カ

バ
ー
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止

ネ
ジ
は
、
泉
大
津
警
察
署
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
駐
輪
場
や
道
路
上
な
ど
に
停
め

て
い
る
自
転
車
を
盗
む
「
自
転
車
盗
」

の
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合

泉
大
津
警
察
署
（
蕁
23
・
１
２

３
４
）

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ
る

血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
裴
以
上
の

人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
よ

り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お
よ

び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
に

通
算
１
か
月
以
上
の
英
国
滞
在
暦
の
あ

る
人
な
ど
の
献
血
制
限
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢
や

体
重
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
４
月
11
日
豸

午

前
10
時
〜
午
後
４
時
…
助
松
団
地
１
０

０
棟
横
　
▽
25
日
豸

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
…
市
役
所
駐
車
場
　
▽
28
日
貉

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
…
市
役
所

な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
休

憩
し
ま
す
。

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
蕁
23
・
１

３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
２
月
１
日
〜
28
日
取
り
扱
い
分
）

◇
１
万
円
　
森
岡
静

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
市
民
公
益
活
動
団
体

お
づ
ね
っ
と

◇
２
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
１
０
０
０
円
　
泉
大
津
市
老
人
介
護

者
（
家
族
）
の
会
会
員

◇
１
万
６
５
９
円
　
第
12
回
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
　
音
楽

で
つ
な
が
る
笑
顔
の
街
！
〜W

e

love
IZ
U
M
IO
T
S
U

〜（
敬
称
略
）

２
月
15
日
に
、
泉
大
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
西
端
文
雄
会
長
）
よ
り
、
南

海
中
央
線
に
樫
の
木
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
樫
の
木
は
、
常
緑
樹
で
南

海
中
央
線
に
緑
の
に
ぎ
わ
い
が
増
え
ま

し
た
。

問
合

み
ど
り
推
進
室（
市
役
所
２
階
）

福
祉
に
役
立
て
て
と
、
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
１
万
円
　
泉
大
津
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン

ス
連
盟

（
敬
称
略
）
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献
血
の
お
知
ら
せ

善
意
銀
行

春
の
地
域
安
全
運
動

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

樫
の
木
を
寄
贈

福
祉
基
金
へ
寄
付
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